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  ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ

  兎うさぎ田だ晃こう吉きち……桃とう武ぶ台だい高校の一年生。軽音楽部在籍。

  兎と毛も成なり結ゆう奈な…桃武台高校の二年生。マンガ研究同好会の会長。

  梅うめ園ぞの乃のノの香か…桃武台高校の二年生。放送部の部長。

  菊きく間ま吾ご郎ろう……桃部台高校の二年生。兎毛成の友人。

  金かね城しろ大たい貴き……桃武台高校の二年生。総合情報処理研究会に所属。

  志し鷹だか京きょう平へい……桃武台高校の三年生。軽音楽部の部長。ギター＆ボーカル担当。

  和泉いずみ千ち咲さき……桃武台高校の一年生。兎田のクラスメイトで、文化祭実行委員。
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  「せ、し、志し鷹だか先輩、僕は、が、バンドやります」

  

  　やっと言えた。

  

  「こ、きゃ後こう夜や祭さいのステージ、本気で獲りにいかせてもらいます！　だって絶対、僕のほうが上う手まいからッ！」

  

  　嚙かみ嚙みで、膝ひざはがくがくと笑っていたけれど、志鷹先輩に面と向かって言ってやることができた。これは宣戦布告にほかならない。

  　後夜祭ライブへの出場を果たすべく、あの志鷹先輩に戦いを挑いどんでやったのだ。

  　卑ひ屈くつで腑ふ抜ぬけで負け犬根性の権ごん化げそのもので、周りの人からは〝宇宙人〟なんてからかわれていたこの僕が、だ。

  　我われながら驚いた。

  　どうしてこの僕に、そんな大それたことが言えたのだろうかと。

  

  　──ウサ吉きち、大丈夫。私がいる。だから安心して、啖たん呵かの一つでも切ったりなさい。

  

  　あぁ、そう。そうだ。

  　そんなことを言って、僕の背中を押してくれる人と出会ってしまったからだ。

  　絶対的な〝不屈の象徴〟とも呼べる人が、バックについてくれているからだ。

  

  　では、後こう夜や祭さい出場を賭かけたこの戦いが、一体どのような顚てん末まつを辿たどるのか。そもそもなぜ、こんな戦いが巻き起こってしまったのか──その全ぜん貌ぼうを語るにはまず、その人との出会いにまで話を遡さかのぼらなければならない。

  

  　時は十月。しつこかった残暑も乾いた風にさらわれて、時折肌寒さすら感じさせるようになった時節──場所は、すえた臭においがほのかに漂う薄暗い物置部屋。

  

  　のちに伝説として語り継がれることになるこの負け戦のお話は、そこから始まった。
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  　六時間目終了のチャイムが鳴った途端、放課後の突入を祝うかのように嬌きよう声せいが弾はじけた。

  

  「ちーさーき、ねーねーカラオケ行かな～い？　行こ～」

  「なんかね～、あゆ美みが新しく歌を覚えたんだってさ。千ち咲さきも付き合うっしょ？」

  「ん～ごめん。今日は文化祭実行委員の仕事があるんだ」

  

  　ここ桃とう武ぶ台だい高校──通称〝桃もも高こう〟は、二千人もの生徒を抱かかえるマンモス校ではあるが、学力もそこそこの一般的な公立校。

  

  「ちぇー。──ま、仕方ないね。おーい、そこの帰宅部の男子どもー」

  「「「「うぇい？」」」」

  「このあとヒマ？」

  「「「「うぇい」」」」

  「あたしらこれからカラオケ行くんだけどさ、」

  「「「「うぇい……」」」」

  「一緒に行かない？」

  「「「「うぇ──────い！」」」」

  「よし決まり。──じゃあまた明日ね、千ち咲さき。ばいばーい」

  「「「「ウォッ、ウォッ、ウォッ、ウォッ！」」」」

  

  　女子たちからの誘いを受け人差し指を突き上げて歓喜のモッシュを始めるクラスのお笑い担当の男子たちや、さっさと帰り支度を済ませて出て行く生徒、ジャージ姿の運動部などの往来で教室はにわかにさざめき、「また明日なー」だとか「じゃーねー」だとか、別れの挨あい拶さつが賑にぎやかに飛び交っていた。

  　そんななか、

  　──ドンッ！

  「ッ!?　ひあッ」

  　甲かん高だかい悲鳴が上がり、ドサっと床に人が倒れこんだ。モッシュに興じていた男子たちは悪ノリが過ぎて周りが見えなくなり、クラスメイトにぶつかってしまったのだ。

  　その悲鳴からして、女の子を転ばせてしまったのだと誰もが思ったことだろう。バカ騒ぎをしていた男子たちも肝きもを冷やしたように身を強こわばらせた。

  　が、無ぶ様ざまに床に這はいつくばっていたのは、一人の男子生徒だった。

  　彼の名は、兎うさぎ田だ晃こう吉きち。

  　そしてぶつかってしまったのが兎田なのだと認識した途端、男子たちの緊張は一瞬でかき消えて、あろうことか、──

  「あ、わりー！」「ハハハッ！　ちょーちょーちょい待ちちょい待ち！　お前らはーしゃーぎーすーぎー！　兎田のことひき殺しちゃったじゃん！」「大丈夫か兎田!?　声裏返ってたぞ！」「立ち上がれぃ兎田！　その痛みが貴様を強くする！」

  　男子たちは安あん堵どの哄こう笑しようを上げ、あげくからかい文句までをも兎田に浴びせかけるのだった。

  　人を転ばせておいて謝罪の言葉も無しとはあまりにも横おう暴ぼうである。

  　にもかかわらず、被害者の兎田はというと、

  「……あ……うん、す、すみません……」

  　先ほどの悲鳴とは打って変わった低い声でそう洩もらし、あまつさえ、へつらうような笑顔を浮かべた。

  「ほらほら、いつまでも宇宙人にかまってないで、さっさとカラオケ行くぞ～」

  「「「「うぇへへへ──────いッ！　ウォッ、ウォッ、ウォッ、ウォッ！」」」」

  　そして女子たちは、兎田の存在など最早路ろ傍ぼうの石ころも同然に、男子たちを引き連れてさっさと教室を出て行ってしまった。

  「…………」

  　一人その場に捨て置かれた兎うさぎ田だは鬱うつ蒼そうと生い茂る前髪の隙すき間まから去りゆくクラスメイトたちの背中を目で追っていたが、その瞳に生気はなく、怯きよう懦だが波紋のように揺れている。ただでさえ高校一年生とは思えないほどの低身長と華きや奢しやな体つきをしているから、余計にその姿は惨みじめったらしい。その上、床にヘタり込んでいる兎田に対し、クラスの誰もが声を掛けないどころか蔑べつ視しと冷笑を向けているというこの状況も、輪をかけて哀あい愁しゆうを誘っていた。

  （……ははっ、まぁいいんだけどね、いつものことだし）

  　いじめとまではいかないものの、兎田がクラスメイトから〝宇宙人〟などと揶や揄ゆされて嘲ちよう笑しようの的まとになるのは、ここ一年Ｃ組においては日常的なことである。

  　なぜ宇宙人なのかというと、それは兎田の貧相な体格と、そしてしゃべり方のせい。ぼそぼそとしていて聞き取りにくく、言葉がいちいちつっかえつっかえで、抑よく揚ようは妙に芝居がかっており、まるで別の星から来た生物が頑張ってコミュニケーションを取ろうとしているかのようなしゃべり方なのだ。なので兎田は、その容姿と相まって宇宙人と呼ばれるようになった。

  　そして哀しいかな、学校生活で友達が出来ず、あまつさえ白い目を向けられる理由としてはそれだけで充分。まずその冴えない風ふう貌ぼうで見下され、口を開けばそのしゃべり方のせいで滑こつ稽けいがられた。あるいは訝いぶかしがられ、気味悪がられた。

  　しかしだ。この冷遇も、自分には身分相応だと兎田は納得していた。

  　桃もも高こうはマンモス校なだけあって、色んな毛並みの生徒がいる。大半は日々を漫然と過ごす人畜無害の生徒であるが、進学校顔負けに勉学に励む優等生もいれば、バンドを組んでキャーキャー言われてる生徒もいるし、茶道の家元のお嬢様なんてのもいる。またアウトサイダーとしては保健室登校者に不登校者、犯罪者予備軍のようなやんちゃな生徒やニューハーフ、ボクシンググローブを常に装着してビデオカメラを回している電波系などなど粒揃いだ。

  　多種多様な人材で構成されたこの学校は、まさしく社会の縮図と呼べるかもしれない。しかしだからこそ、それら構成員たちはみな、勝ち組と負け組、持てる者と持たざる者、上流と下流とに分けられる。

  　そして兎田は自覚しているのだ。自分が負け組で持たざる者で下流であることを。自分の存在意義が、格上の者たちの引き立て役でしかないことを。

  　だからこのような扱いになることは当然の摂せつ理りであり、受け入れなければならない現実。

  　なので兎田は、どこか申し訳なさすら抱いだきつつ、スーっと消えるように教室から退出した。

  　クスクスというクラスメイトたちからの嘲笑を、その背中に纏まとわせながら──。

  

  「──お～い、兎田くん」

  　兎田が廊下の端を歩いていると、背後から声を掛けられた。

  　こんなにも親しげに声を掛けてくれる相手といえば、友達のいない兎田にはたった一人しか心当たりがない。

  　振り返ると、そこには案あんの定じよう、兎うさぎ田だのクラスメイト──和泉いずみ千ち咲さきが立っていた。ついでに言うと千咲はただのクラスメイトではない。〝清せい廉れん〟を体現したような、無む垢くなる美び貌ぼうを湛たたえた美少女だ。

  「さっきは大丈夫だった？」

  　そう労いたわってくれながら浮かべる千咲の微笑ほほえみは、兎田が気き後おくれするほどに透すき通っている。

  「えっ、あ、う、……ッ」

  　相変わらずの可愛かわいさに、ただでさえたどたどしい兎田の舌はさらにもつれる。美少女を前にした緊張と引け目がそうさせるのだ。

  「……だ、だいじょぶ。あ、ありがとう……」

  「そっか、よかった」

  「うん…………」

  「…………」

  　兎田はようやくぼそぼそと低い声でそう返したが、二の句が継げずに気まずい沈黙が訪れる。

  　兎田のこういう口くち下べ手たなところもまた人から疎うとまれる原因なのだが、しかし、千咲はめんどくさそうな表情や素振りを微み塵じんも見せることなく、率先して会話を繫つないでくれた。

  「喧けん嘩かしろっていうわけじゃないんだけど、文句の一つでも言っていい場面だったんじゃない？　宇宙人なんていうのもあんまりだよねぇ。ゴメンね。あゆ美みちゃんたちも悪気があったわけじゃないんだと思うんだ」
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  「い、いやいやいや、ささ、さっきのはぼーっと突っ立てた僕が悪いんだよッ」

  「謙けん虚きよだねぇ、兎うさぎ田だくんは」

  　やれやれと肩をすくめながらもたおやかに微笑ほほえむ千ち咲さきに、あぁやっぱりいい子だなと、兎田は心底そう思った。

  　千咲の楚そ々そとした空気感が、兎田の心にも伝でん播ぱしてくる。

  　自分なんかが声を掛けてもいいのだろうか、話しかけたりなんかしたら気持ち悪がられるのではないか──そんな懸け念ねんと緊張も、ようやく溶けてさらさらと流れていく。無論自分が特別扱いされているわけでなく、千咲からしたら誰とでも平等に接しているというだけの話なのだろう。しかし未いまだかつてこんなまともに話をしてくれる女子なんて出会ったことがなかったから、こうして普通に接してくれるだけで嬉うれしいし、ありがたみすら感じてしまうのだ。

  「これから部活？」

  「う、うん。和泉いずみさんは文化祭実行委員だよね。た、大変だね」

  　一言兎田が労ねぎらうと、千咲はにわかに浮かべた照れ笑いを、咲き誇るような笑みに昇しよう華かさせ、薄桃色の唇から柔らかな言葉を紡つむいだ。

  「そーなの！　思ってた以上に仕事が多くってもーてんてこ舞い。けど私、部活とかやってないから時間ならあるし、こういうところで行事に参加しないと思い出も作れないからこんな忙いそがしさも結構楽しいんだ」

  　そう語る千咲の表情は輝いていて、女神か天使と形容しても差し支えないほどに美しい。

  「──おっと、そうだそうだ。私忙しいんだった。あはは。それじゃあ兎田くんも、軽音楽部のほう頑張ってね」

  　千咲はポケーっとしている兎田を追い越して、パタパタと先に駆けていってしまった。

  　もっと話をしたかったと名な残ごり惜しさが胸の中で疼うずいていたが、千咲の後ろ姿がやがて見えなくなり、兎田もまた別方向へと歩き出す。

  　兎田が向かったのは部室棟。校舎から伸びる渡り廊下を進んだ先の、年季の入った木造の建物がそれ。無論、いかにも帰宅部みたいな兎田がこうして部室棟へやって来たのは、先程千咲にも言われていたとおり自身が所属している軽音楽部に顔を出すためだ。しかし、

  （ハァ……今日もいるんだろうなぁ）

  　せっかくの部活動だというのに、兎田の表情は晴れず、足取りも重い。

  　三階北側の一番奥、観かん音のん開きの大部屋の前で兎田は立ち止まり、耳を澄ませてみた。すると部屋の中から聞こえてきたのは、ゲラゲラという笑い声と、ギターやベースのチューニングの音やドラムの試打。

  （あぁ、やっぱりいた……）

  　それらを耳にした途端、兎うさぎ田だはがっくりと肩を落とし、おずおずと中へ入っていった。

  

  「……し、失礼します」

  　兎田の控えめな入室の挨あい拶さつは、しかし、

  「ちょぉぉマジかよおい！」「マジマジ、女バスの香か山やまなら野球部の石いし川かわとできてるぞ」「んだよ、あんな元五厘りん刈がりのゴリラのどこがいいんだよ～～！」「ところでさぁ志し鷹だか、最近ちょくちょく遊んでるあの一年の女の子どうした？　もうヤった？」「いや、学祭も近いことだし、ここはいっちょドラマチックな告白でも演出してやろうかと──」

  「…………」

  　部員たちが声高に繰り広げる談笑に搔かき消され、見向きもされなかった。まぁそれもいつものこと。教室であろうと部室であろうと、兎田の扱いは大体こんな感じである。

  　兎田は存在を黙殺されつつも壁伝いにコソコソと移動し、隅に立てかけてあったギターケースを手に取った。それはれっきとした兎田のエレキギターであり、兎田はいつも部室をギターの置き場所にしている。本当は教室に持って行って自分の目の届くところに置いておきたいのだけど、そうはしない。なぜなら中学時代にギターを持って教室に行ったら、周囲から嘲わ笑らわれた経験があるからだ。ギターを学校に持ってきて得意げに人前で弾いていた他の生徒イケメンはやんやと持て囃はやされていたというのに、兎田は〝歩くギタースタンド〟などと揶や揄ゆされて後ろ指をさされただけで終わったのだ。苦い経験である。

  「あ、あの、すみません志鷹先輩、志鷹先輩」

  　兎田はなかなか途切れない会話の機を見計らい、部長である志鷹京きよう平へいに恐る恐る声を掛ける。すると志鷹は鬱うつ陶とうしそうに眉根をひそめ、ようやく兎田に顔を向けた。

  　志鷹はミディアムカットがよく似合う整った相そう貌ぼうの持ち主で、着崩した制服などは一ひと際きわ洒落しやれっけがあり、大人びた色気とやんちゃそうな雰ふん囲い気きまで漂わせたナイスガイだ。

  　桃もも高こうに何人かいる、憧しよう憬けいと羨せん望ぼうの眼まな差ざしを寄せられる有名人──この志鷹という人は間違いなくそのうちの一人で、日陰でコソコソ生きる兎田とはまさしく対極の存在だ。

  「うるせーな。話の腰折ってくれてんじゃねーよ。なんだよ」

  「す、す、すみません、あの、ギターの、音出し、していいですか……？」

  「は？　ダメだけど？　これから文化祭の練習すんだよ。機材は俺らで全部使うから」

  　やはりダメか。予想していたとはいえ、こうまでばっさり切り捨てられると切ない。

  「ってかテメーは文化祭出ないんだから練習の必要なんてねーだろ」

  「……あ、はい、ですよね。すみません……」

  　再さ来らい週しゆうに控えた文化祭。そこでの演奏は軽音楽部としての一大イベントだ。そのため、普段は誰もいないか、もしくは暇ひまを持て余した部員がダラダラとくだを巻いているだけの部室なのに、二学期に入ってからは文化祭の練習のためにこうして部員たちが詰めかけてきてしまっている。

  　そんな現況は、兎うさぎ田だにとって落胆のため息をつかせるものでしかない。

  　これまでは部室に誰もいなかったから機材も自由に使えたし、ギターを好き勝手に弾くことができた。けれど近頃はいつもこれだ。普段はやる気なんてない部員たち──特に志し鷹だかが機材を独占してしまい、あげくの果てには、

  「そんなに音出ししたいならよー、確か二階の物置に機材があったからそれでも使え。まぁかなり古いヤツだから音出るかわかんねーけど。ほれ、とっとと行け。ダーッシュ」

  「…………はぃ」

  　そんなことを言って、体ていよく兎田を強制退去させるのだった。

  

  　ここしばらくのパターンだと、こうして志鷹に部室から追い出されたあとはすごすごと家に帰るほかなかったのだが、しかし、今日は収穫があった。どうやら、二階の物置部屋に機材があるらしい。正常に機能するかどうかは疑わしいが、試ためしてみる価値はありそうだ。

  　部室棟の二階は弱小部会の部室ばかりが並んでいるため必然人ひと気けがなく、今も廊下には人っ子一人見当たらない。廊下どころか二階には自分しかいないのではないだろうかと思わせるほどの静けさで、おそらく、実際そうなのだろう。グラウンドから聞こえてくる野球部やサッカー部の掛け声と、自分の足音ばかりが耳についた。

  　二階の一番南側にも、軽音楽部の部室と同じような観かん音のん開きの大部屋がある。そしてその一つ手前にある小部屋が物置部屋だ。が、物置とは名ばかりで、ゴミ捨て場と言ったほうが適切かもしれない。演劇部の衣装やら小道具大道具、地学研究部の化石や天体模型、使われなくなったブラウン管のＰＣディスプレイなどなど、埃ほこりを被かぶったそれら粗そ大だいゴミたちが雑多に押し込まれているのだ。鍵かぎが壊れて出入り自由なだけあって好き勝手やられている。

  　そんな、すえた臭においがほのかに漂う薄暗い物置部屋で、宝探しをするかの如ごとくゴミの山を掘り返すこと数分、発掘した木箱の中に、目当てのアンプだけでなく各種エフェクターまで必要最低限のものがすべて揃っていた。おそらく歴代の先輩たちが残していったものなのだろう。木箱の蓋ふたを開けた瞬間、兎田はまさしくお宝を掘り当てたかのように目を輝かせた。が、しかし、すぐに致命的な問題に気づき、その目は曇くもることとなる。

  「……電源ないし……」

  　そう、辺りを見渡してみても、機材の電源を取れるコンセントが見当たらないのだ。おそらくは壁に設けられているのだろうが生あい憎にくと棚や荷物に埋うもれている。教室に行けばコンセントもあるが、まだ教室には残っているクラスメイトもいる。その前でギターなんて弾いてみろ。ギャグだと思われて腹を抱かかえて嘲わ笑らわれること請うけ合いだ。

  　つまり結局、音出しはできそうになかった。

  「ハァ～……」

  　ぬか喜びと無駄骨も手伝って、盛大なため息が兎うさぎ田だの口から洩もれ出る。

  　どうしてこうも、何一つ物事が上う手まくいった例ためしがないのだろうか。

  　やるせなくなった兎田はたまらずその場にへたり込み、ケースからギターを引っ張り出した。そしてアンプには繫つながずに、生音でギターを爪つま弾びいて、思いつくままに口ずさむ。

  「な～んかも～、や～んなっちゃったよ～♪　やることなすことブ・ザ・マ♪　ヘイッ」

  　と、ロックというよりも一昔前のフォークのような悲愴感漂う音色を奏かなでてみる。

  「おっおー♪　これは寝たフリなんかじゃないぜ～♪　ただ好きなだけ～♪　女の子が花柄を愛すように、僕は頰ほおずりするほど机の木目模様が～♪　だから突つっ伏ぷす休み時間～♪」

  　あぁ、いいぞ。なんだか気分が落ちすぎて、逆にアガってきた。どうせ辺りには誰もいないのだ。だったらいっそここで叫んでやれと、兎田は声高に立ち上がり、ヘッドバンギングと共にギターを弾き下ろす。より荒々しく、より激しく、乾いたギターの弦の音が唸うなる。それに合わせて、喉のどが張り裂けんばかりに吼ほえる。

  「高度十数センチからのつり銭投下で僕の手のひらは爆心地ぃ～～～♪　そんなに僕の手に触れるのは嫌いやですか、コンビニレジのおねえさぁ～～～ん！♪」

  　これは、言うなれば、即興で奏でられる人生哀歌。

  　日常的に起きている小さな不幸の集積！　それを今、ここで吐き出すのだ！

  　それこそがロックなのだ！

  「オケッ！　ギターカモンッ！」

  　実際に我が身に起きた切ないエピソードの数々──それをシャウトする興奮の赴おもむくままに、なだれ込むようにギターソロに突入！　ただ指先でリフを走らせるだけでは飽あき足らず、文字通りギターに食らいつき、かねて練習していた歯弾きを敢かん行こうッ！　無論アンプに繫いでいないので音としては弦がガリガリ鳴って、あとはふがふがという兎田の鼻息しか聞こえないのだが、兎田の脳内にはしっかりと歯で奏でられたギターサウンドが響き渡っている！　そしてテンションが最高潮に達したそのとき、兎田はギターを思いっきりぶん回す！

  「ヒ────ハ────っ！」

  　ストラップで繫がれたギターは、兎田の身体を中心に流れ星のように一回転！　そして戻ってきたギターを見事キャッチした兎田は、往年のスーパースターもかくやというポーズをビシィィッ！　と決めて、物置部屋の中心で悲愴感を叫んだ！

  「サンキュートーキョ────っ！」

  　が、

  

  　──ぎぃ……。

  

  「え？」

  　冷や水を浴びせられたかのように、兎うさぎ田だの中で時間が止まった。

  　兎田がシャウトしきって訪れた沈黙の中に、蝶ちよう番つがいが軋きしむ音がしたのだ。

  　兎田は恐る恐る、音のしたほうを見た。

  　するとそこには、少女がいた。

  　廊下へ出るドアとは別の、もう一つのドア──つまりは隣接する大部屋と繫つながっているドアがあり、ちょっとだけ開いたその隙すき間まから、一人の女子生徒がこちらをのぞいているのだ。

  　兎田は誰もいないと思い込み熱唱していたが、隣の大部屋にはこの少女がいたのだ。

  「「…………」」

  　目が合い、無言で固まる兎田とその少女、二人きり。

  　しかし、それも長くは続かなかった。

  「……ふっ」

  　少女は、愛あい想そで浮かべたようなぎこちな～い微笑を兎田に向けたかと思うと、見てはいけないもの……あるいは、ひどく可哀かわい想そうなものでも見たかのようにふいっと視線を逸そらし、兎田を刺激しないようにゆ～っくりとドアを閉めつつ無言でフェードアウトしようと──

  「ち、ちょ、ちょっと待ってくださいぃぃぃぃぃ！」

  「ッ!?　ギャアアアアア！　こっち来た────ッ！」

  　凍りついていた兎田の思考回路が、危機感にも似た猛烈な羞しゆう恥ち心しんの爆発によって再起動。
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  　このまま少女を逃がしてはいけないと、兎うさぎ田だはギターを捨てて飛びかかっていった。

  「は、は、話を聞いてください！　決して怪しい者じゃないですから！」

  　兎田はドアを引っ張り開けて、なんとか少女に話を聞いてもらおうと試こころみる。が、少女もまた強盗にでも襲われているかのように、全身全ぜん霊れいを懸かけてドアを閉めにかかる。

  「くぉぉぉ～！　だ、騙だまされるな私！　負けるな私っ！　頑張れ私っ！　怪しい者じゃないなんて怪しい者の常じよう套とう句くだぞ～！　この手の輩やからは気を許した瞬間牙きばを剝むくぞ～～ッ！」

  　両者の力は均きん衡こうし、体勢はドアノブを用もちいた綱引き状態。一進一退を懸けた攻防が繰り広げられたがしかし、兎田よりも少女よりも先に、ドアノブが音ねをあげた。

  　──……メキメキメキ……ッ！　バキンっ！

  「ッ!?　のわッ!?」「ほわぁッ!?」

  　弾はじけ飛ぶドアノブ。拮きつ抗こうしていた力の消失により、いきおい余って後ろへすっ転ぶ兎田と少女。

  　兎田は手中に握られたドアノブを見てやっちまったと閉口しつつ、物置部屋の粗大ゴミの山の中にもげたドアノブを隠し、器物損壊の罪から逃げおおせた。罪悪感がないではないが、正直今は羞しゆう恥ちの念のほうが遥はるかに強く、少女への釈明のほうが先決だ。

  「あのぉ～……すみませ～ん……」

  　なので兎田は少女を追って、鍵かぎはおろかノブすらなくなったドアをゆっくりと開いた。

  　すると、狭く小汚い物置部屋から大部屋へ、視界が一気に拓ひらかれる。

  　そこは、軽音楽部の部室とは似て非なる空間だった。軽音楽部の部室と同じ広さで鏡合わせに間取りも同じであるのだが、軽音楽部の部室にはない重厚な木造の作業机腰掛けが並んでいる。上下黒板も健在で、その前には教壇代わりの作業机がどんと置かれ、机き上じようには画用紙やペンが散らかっていたりする。棚の数も多くぎっしりと冊子が詰まっていて、何脚もの展示用パネルが並び、軽音楽部とは違い私物や雑貨の類たぐいは見当たらず、ただ必要最低限のものがあるだけの特別教室のようであった。電気は点ついておらず、太陽光任せの室内は作業机の木の香りとも相まってどこか素そ朴ぼくな懐かしさを感じさせ、自然と穏やかな気持ちにさせる──物置部屋に隣接していた大部屋は、そんな空間だった。

  　さて、では、あの少女は一体どこに──そう視線を巡らせて捜さがすまでもなく、例の少女は兎田の正面数メートルの距離を取ったところに立っていた。

  　ただし少女は、ただそこに突っ立っているのではない。

  〝待ち構えていた〟と表現したほうがより的確だろう。

  「──……よかろう。死にたくば来るがよい。古来より受け継がれし我が棒術が、血を吸いたいと疼うずいておるわ」

  　そんな口こう上じようを述べる少女はなんと、虚こ無む僧そうのようにバケツを被かぶり、槍やりのようにモップを構え、完全武装の臨戦体勢で兎田のことを迎えていた。

  「す、すっごい警戒されてる！　こ、ここってもしかして、棒術部の部室なんですか!?」

  「あ、あぁ、そうだが？」

  　モップの穂先はしっかりと兎うさぎ田だに向けられており、なにか怪しい動きを見せようものなら突き刺そうという敵意と闘気で漲みなぎっている。

  　棒術部なんて部活があること自体初耳だが、本人が言っていることだしそうなのだろう。なんとも物騒なところへ足を踏み入れてしまったものだ。

  「そ、それで貴様は一体何者だ！　い、言っておくがねぇ、キミの眼には会場を埋うめ尽くす一万人の観衆が見えてたようだけど、それは幻覚だからね！　ここはアリーナでもなんでもないただの物置部屋だからね！」

  　そうまくし立てられ、兎田は先程の自みずからの奇行を思い出してにわかに赤面する。

  「だ、だ、だからそんなもの見えてませんってば！　僕はれっきとした軽音楽部員です！　機材を取りに来ただけなんです！　加えて練習場所にも困ってて、周りに誰もいないと思ってたから、つ、つつ、ついつい熱中してしまっただけなんです！」

  「軽音楽部ぅ～？　だったら自分の部室で練習すりゃいいじゃんよ」

  「ぶ、部室はここ最近、文化祭に出る人たちの練習があるんで使えないんですよ。それで、文化祭に出ない僕は機材と練習場所をもと、求めて彷徨さまよっていたと、そういうわけです」

  　疑り深い少女のために、込み入った事情まで説明したのだが、これが失敗だった。

  　少女は兎田の話を聞くやいなや、しめたとばかりにニヤリと笑って勝ち誇る。

  「ふっふっふ、語るに落ちたな！　軽音楽部ってのはね、演奏の上う手まい下へ手たにかかわらずみーんな文化祭のステージに立てると聞いたことがあるよ！　なにせ軽音楽部の発表の場なんて文化祭くらいしかないからね！　だから文化祭に出ないのに軽音楽部員だなんてありえないんだよ！　目も当てられないくらいど下手とか、バンド組んでくれる友達がいないとか、そういう残念な境遇の人でもない限りはね！　あ～っはっはっはっは！」

  「………………」

  「あっはっはっはっ、は、は、は、──……ごめん謝あやまる。まさかホントにそうだとは思ってなかったからさ……ごめんね？」

  「うぅ……いいんです、いいんです……。謝らないでください……」

  　本人としては洒落しやれのつもりでそう言ったのだろう。しかし哀しいかな概おおむね正解なので、少女の言葉のナイフは兎田の胸をズタズタに引き裂いた。

  「け、けど元はといえばそっちが驚かすのが悪いんだからね！　突然誰もいないはずの物置部屋から歌声が聞こえてきて、のぞいてみたら一人の男がギターに嚙かみついているのを目まの当たりにしたときの恐怖がキミにわかる!?　すっごい怖かったんだから！」

  　しかしなるほど、この少女の立場になって想像してみると、確かに自分の行動はさぞかし不気味なものであったろう。よりによって第一印象フアーストインプレツシヨンが歯ギターとは、危険人物だと認識されても致し方ない。が、だからこそこの誤解は解きたいところ。

  「こ、怖がらせてしまったことに関しては、す、すみませんでした。け、けど、部屋で一人でいるときってついつい奇行に走ってしまったりするでしょう!?　た、例えば、自分で自分の行動を実況してみたりとか！ 無意味に踊ってみたりとか！」

  「……あー、それはちょっとわかるかも」

  「電気のヒモ相手にボクシングとか！」

  「あっはっは！　それやる～」

  「でしょうッ!?」

  　よし、なんとか共感を得た。これで僕の行動にも理解を示してもらえるはず──兎うさぎ田だは確かな手て応ごたえを感じたが、しかし、

  「あとはあれね、お父さんのブランデーグラスに烏ウー龍ロン茶を注いで、バーに入り浸びたってるニヒルな女を気取ってみたりとか、ゲームのコントローラーと自身の一挙一動を連動させて自分で自分を操作してみたりとか！」

  「え？」

  「え？」

  　キョトンとし合う二人。

  「いや、それはないですけど……え？　そ、そんなことしてらっしゃるんですか……？」

  　そして兎田は少女に対し、同調ではなく疑問を返した。だってそんなことしたことないし。

  「～～～～ッ！」

  　すると、バケツの下の少女の頰ほおが見る見る真っ赤に染まっていき、その結ばれた唇はなんともいえない動揺に波打ち始める。

  　どうやら今度は、この少女のほうが語るに落ちたらしい。

  「い、今のは例え話！　べ、べべべべ別に私がやってるとかそういうんじゃないから誤解しないで！　あ、あんまテキトーなこと言ってると風穴開けるよ!?　我が棒術部に代々伝わる究極奥おう義ぎ──〝龍りゆう臥が雷らい槌つい・桃とう幻げん衝しよう〟をお見舞いするよ!?」

  　少女は腰を落としながら、ずずいっとすり足で距離を詰め、モップの穂先を兎田へと突きつけてきた。

  　逆切れも甚はなはだしいがこれはマズい。そのモップで体に風穴を開けられてしまう。

  「ッ!?　わ、わわわ！　ご、ご、ごめんなさ──」

  　兎田は身の危険を感じホールドアップで後ずさる。しかしそのときだ。

  　──コンコンコンッ。

  　ノックが鳴る。

  「どうぞーッ」

  　少女はバケツの下から声を張った。

  「──すみませーん、文化祭実行委員なんですけど～、……」

  　するとガチャリとドアが開いて、来訪者がおずおずと顔をのぞかせた。

  　それが千ち咲さきであることにも驚いたが、しかし一番驚いたのは、続いて千咲の口から出た言葉だった。

  「あの、えーっと、お取り込み中のところすみません。漫画研究同好会はこちらでよろしいですよね？」

  「「…………」」

  　少女と兎うさぎ田だは固まった。そして、バケツを被かぶった少女が兎田にモップを突きつけているという奇き天て烈れつな光景に、千咲も目を白黒させていた。

  　三すくみになったこの状況──沈黙を破ったのは、少女だった。

  「…………はい。そうです。ここが漫研です」

  「えぇぇえええええええ!?　ぼ、棒術部じゃなかったんですか!?」

  　兎田が問とい質ただすと、少女はバケツの下で気まずそうに「う」と小さく呻うめく。

  「あの、兎田くん？　ここで何してるの？　棒術部……ってなんの話？」

  「ッ!?　あ～ッ彼のことは気にしないでください！　そ、それよりなんの御用でしょうか!?」

  「え、あ、はい。えっと、文化祭当日における部室棟の使用についてのプリントを持ってきましてですね、──」

  　千咲が言及を重ねようとすると、少女はすかさずバケツもモップもほっぽり捨てて千咲へと歩み寄り、何事もなかったかのように文化祭についての説明を求めてはぐらかすのだった。

  

  「──ではそういうことなので、よろしくお願いします。兎田くんも、ばいばい」

  「はーい、ご苦労さまでーす」

  　こうしてすべての連絡事項を伝え終えた千咲は、釈然としない視線を兎田に送りながらもパタリとドアを閉じて去っていく。

  「…………」

  　もう千咲の姿はドアの向こうに消えているというのに、一向にこちらを振り返ろうとしない少女の背中に、兎田は胡乱うろんな言葉を投げかけた。

  「棒術部？」

  「…………」

  「代々伝わる奥おう義ぎをお見舞い？　風穴を開ける？」

  「…………ッ」

  「あとなんでしたっけ？　龍りゆう臥が雷らい槌つい・桃とう……」「みなまで言うなぁああああああああ！」

  　兎田がつついてやると、ぷるぷると肩を震ふるわせていた少女はついに爆発して兎田に食ってかかってきた。

  「先に棒術部だなんて勘違いしたのはそっちだろ！　私はそれに乗ってやっただけだぁ～～～うわぁぁぁぁああああ～～！」

  　頰ほおはおろか耳まで真っ赤に染め上げて涙混じりに身み悶もだえる少女の姿を見ていると、なんとなく一いつ矢し報むくいてやった気分だ。

  　とはいえこのまま放っておくのも気の毒なので、なにか慰なぐさめの言葉でも掛けてやりたかったが、しかし、兎うさぎ田だは息を飲んだまま、言葉を吐き出せずにいた。というのも、バケツを脱ぎ捨てようやく正面切って向かい合った少女の素顔に目を奪われたからだ。

  　カラスが濡ぬれ羽ばを羽ばたかせたように広がった、艶つややかでサラサラの少女の黒髪は、重力のままに小さな肩や背せなにするりと枝し垂だれて、流れる。そんな黒髪とは対照的な瑞みず々みずしい雪せつ肌きがおでこに広がり、それがまた可愛かわいらしく、そして最も目を惹ひくのはその、クリクリとしていて意志が強そうな瞳。げっ歯類──ちょうど、ウサギを彷ほう彿ふつとさせるようなその瞳は水すい晶しようのように澄んでいて、今でこそ恨うらめしそうな目でこちらを見ているが、刺とげのあるそんな表情すらも愛らしい。ぶつかり合った視線の高さはまるっきり一緒。ということは、ちょうど身長も同じくらい。けれどブレザーのネクタイは赤だから、学年は二年生ということになる。

  　一言で言うとこの少女の正体は、どこか間まが抜けているけれど愛くるしい、一つ年上の先輩だった。

  「よしわかった！　じゃあこうしよう。私はキミの恥ずかしい奇行は見なかったことにする。決して他言もしない。だからキミも、ここでは何も見てないし聞いてない。ＯＫ？」

  「あ、はい。そ、そうですね。それで手を打ちましょう」

  　そう示し合わせると、少女は一切合財を仕切りなおすように身なりを正した。背筋を伸ばし、勝気な笑みを浮かべたその立ち姿は凜りんとしていて隙すきがない。つい先程の間抜けな言動を目の当たりにしていなかったら、弱気な兎田はきっと気圧されていたことだろう。

  「──そういえば、うちって漫研なんて、あ、あったんですね」

  　ひとまず話が落ち着いたので、なんとなしにそう呟つぶやきながら室内を見渡してみると、なるほど、よくよく見れば本棚の冊子はすべて会誌のようだし、教壇に散らかっている画用紙にもそれらしき絵が描いてあったりする。

  　すると、キョロキョロと辺りを観察する兎田の傍かたわらで、少女は自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らした。

  「ま、あってないようなもんですけどね～」

  　それはつまり、あまり活発には活動していないということだろうか。確かに今部室内には、この少女の姿しか見受けられないが。

  「ご、ご自身でもマンガを描かれるんですか？」

  　純粋な好奇心で兎田は尋たずねる。と、少女の顔色がますます不ふ機き嫌げんなものになった。

  「ま、駄作ですがね～。どうせ編集者様にこき下ろされるような商品価値も何もないただの自己満足の塊かたまりですがね～」

  「……言葉といい口調といい表情といい、どす黒い怨おん念ねんが滲にじみ出てますけど、な、何かあったんですか？」

  　よっぽど癪しやくに障さわることがあったのだろう。甲か斐い性しようから兎うさぎ田だが質ただすと、少女は堰せきを切ったように不満をぶちまける。

  「ちょ～～～～～～～あるよ！　昨日某ぼう大手出版社に持ち込みに行ってきたんだけど、私の全身全ぜん霊れいを懸かけた最高傑けつ作さくがものの数分でッ、ため息交じりで突き返されたわよ！　ホント信じられない！　言われたとおりに絵柄だってデフォルメ効かせまくって流行に沿わせたってのにぃ～～ッ！　何が不満だ！　話か!?　話なのか!?　能力バトルやラブコメでも描けってか!?　アホか！　私の持ち味はそこじゃないだろあのダメ編集ぅぅぅぅぅぅう！」

  「ハァ……それは、お気の毒に」

  　なるほど。つまり自信作を引っさげて持ち込みに行ったら、ボロクソにされて帰ってきたと、そういうことか。持ち込みをするくらいだしこの感情の爆発を見る限り、この少女が単なる趣味以上の熱量を以もつてしてマンガを描いているのだろうことは伝わってくる。そして、だからこそ自分の作品をこき下ろされたことが悔くやしくて仕方ないのだろう。

  　その気持ちはよくわかる。

  　しかし兎田は、矢や継つぎ早ばやに吐き出される少女の不満に理解を示す反面、呆あきれていた。

  　どんだけ自信家なんだこの人は、と。

  　正直、こういう謙けん虚きよさの欠片かけらもないような人は、あんまり好きじゃない。

  　が、にわかに芽を出したこの少女への反感は、作り笑顔の下に忍しのばせた。そこまで言うのならお手並みを拝見させてもらおうという、嗜し虐ぎやく的な好奇心が兎田の中で疼うずいたのだ。

  「持ち込みまでしてるなんてプロ志向ですね。ぼ、僕、結構マンガ好きなんで読んでみたいです」

  「……そこにあるからどーぞ」

  　どんなビッグマウスを叩たたこうと、所しよ詮せんは高校二年生の素人しろうとが描いたもの。どうせ自信過か剰じようなだけで、ダメ編集に言われたように自己満足の塊かたまりなのだろうと高をくくりつつ、表紙を一いち瞥べつして…………兎田は、目を剝むき固まった。

  「──……え？　め、めちゃくちゃ上う手まい……」

  　思わず洩もれ出た呟つぶやきのとおり、その表紙の止め絵はプロと見間違うばかりの高い画力を以て描かれた、非常に魅力的かつ緻ち密みつなものであった。それは、ただその一枚絵を目にしただけで、マンガの内容が気になってくるほどに……。

  　兎田は、その表紙によって焚たきつけられた興味のままに、一枚、また一枚と目を通し、その物語を追っていった。どうせ上手いのは絵だけなんだろうという猜さい疑ぎ心しんもあり、批判する気満々で、むしろ、粗あら探しをするように読み進めていた。

  　にもかかわらずだ。兎田は、物語のその先を貪むさぼるように、原稿用紙を繰くっていく。

  　驚いた。最初こそ斜に構えていたというのに、いつの間にか自分は、この少女の描いたマンガの世界に引き込まれ、夢中になっていたのだ。

  「こ、これ、めちゃくちゃおもしろいじゃないですか！」

  「だから言ってるじゃん。私のマンガは間違いなくおもしろいの。自うぬ惚ぼれなんかじゃなくて、冷静に自分の作品を客観視した結果、おもしろいって自負してんの」

  　少女は謙けん遜そんするでもなくさも当然のごとく言って捨てたが、それも納得。自信過か剰じような素しろ人うとの描くマンガと思いきや、プロの作品と比べても何ら遜そん色しよくないどころか、そこらの商業誌の作品より断然おもしろいのだ。いやはや恐れ入った。これだけのマンガを描けるなら、先のビッグマウスを叩たたきたくなる気持ちもわからないでもない。

  「…………」

  　しかし、しかしだ。兎うさぎ田だは、それでも少女に同意できずに言葉に窮きゆうした。

  　確かに自分も、このマンガをおもしろいと感じた。しかしそれは、あくまで主観にほかならない。

  　人から認められないのなら、やはりそれだけの理由や欠点がきっとどこかにあるはず──いや、仮になかったとしてもだ、それが己おのれに与えられた評価ならばそれこそがこの世界において正しい評価であり、受け入れなくてはならない〝身の程〟なのではないだろうか。

  　だって、どんなに自分の中で正しいと思っていたとしても、この世界を構築し、回しているのは絶対的大多数の〝他人〟なのだから。その〝他人〟の評価に反はん駁ばくするなんて、世界そのものを否定していることに変わりないのだから──。

  「──もしかしたら、あれなのかもしれないですよ。ベートーベンとかゴッホみたいに、死後評価されるみたいな」

  「死後の評価～？　はっ、たまったもんじゃないね。今、今、今ッ！　真っ当な評価が欲しいの！　死んでから聞くのは念ねん仏ぶつだけで十分よ」

  　もっとも、そんな煮え切らない思いをここで吐と露ろして突っかかったところで、少女の機き嫌げんを損そこねるだけだろう。兎田はそう思い、適当にお茶を濁にごしたのだった。

  「しかしなんだねぇ、それに引き換えキミは見る目あるね。同世代の子にはウケにくい作風であることは確かなのに、渋い趣味してるよ。名前は？」

  「あ、う、兎田晃こう吉きちっていいます」

  「ん？　ウサギダってもしかして、このウサギ？」

  　と、少女はその小さな両手を頭に持っていき、ウサギの耳を作って問とい質ただしてくる。

  「あ、はい。その兎に田んぼで、兎田です」

  　すると唐とう突とつに、少女は高笑いを上げた。

  「あっはっはっは。こりゃ奇遇だなぁ、ウサ吉きちくん」

  「う、ウサ吉？」

  　何やら妙なあだ名で呼ばれたかと思うと、少女はおもむろに白チョークを持ち、カッカッカッとリズムよく、黒板に字を書き出した。そして、

  〝兎と毛も成なり結ゆう奈な〟

  　そう書き終えた少女は、いたずらっぽく笑って言った。

  「これ、私の名前。これでトモナリって読むの。私の名前にもさ、兎ウサギが紛まぎれ込んでるんだよ」

  　おぉ、これはホントに奇遇だ。なにせ〝兎〟の字がつく名字は結構珍しいのだ。なんだかグッと、この兎毛成結奈という少女に親近感が湧く。

  　そしてそれは相手も同じだったようで、

  「ふふふ、私のマンガの素晴らしさを理解できたのは単に目が利きくからか、はたまた兎同士で通じるものがあったからか。なかなかおもしろい縁えにしだね。──ねぇ、せっかくだしちゃんと機材に繫つなげてギター弾いてみてよ。私こう見えて音楽も結構好きでさ、よく聞くんだ。ほら、音楽って魂たましいの叫びみたいのがダイレクトに伝わってくるじゃん？　そういうのがさ、インスピレーションをビシバシ刺激するんだよね～」

  　気さくに気軽に、兎毛成は兎うさぎ田だにギターの演奏をねだってきた。確かにおもしろい縁だとは思う。が、しかし、兎田としてはあまり気乗りしなかった。というか御ご免めん被こうむりたかった。

  「……いや～、それはちょっと……勘弁して欲しいというか、なんというか……」

  「？　なんで？」

  「いや、あの、僕がギターを弾き始めたのは不純な動機でして、そんな、魂の叫びだなんて大それたものはなく、兎毛成先輩もご満足頂いただけないと思います……」

  　残念ながら兎田は〝魂の叫び〟なんていう崇すう高こうなもののために音楽を始めたわけではない。もっともっと俗っぽい動機が出発点だ。だからそんな自分が兎毛成の前でギターを弾くなど恐れ多くて、丁てい重ちようにお断りしようとしたのだが、

  「不純な動機？」

  　兎毛成は、そこに興味を持ってしまった。

  「なに？　不純な動機って。なになに？」

  　後悔先に立たず。答えたくなくてふいっと目を逸そらすも、兎毛成はわざわざ視線の先に回り込んで来てまで追及してくる。あげく、「女か？　うん？　女にモテたかったんか？　もしかしてさっきの文化祭実行委員の子か？」なんて、オッサンじみた口調でニヤニヤしながら纏まとわりついてくるものだから、いい加減兎田は観念して、バカにされるのも覚悟の上で答えた。

  「ち、違いますよ！　……ただ僕は、あの、……ぼ、某ぼう軽音楽部のマンガが大好きで、それに憧あこがれて……」

  　口にするのが恥ずかしくてタイトルはボカしたのだが、しかしさすがは漫画家志望。

  「某軽音楽部のマンガ？　……それってもしかして、軽音楽部のお話なのにロクに練習もライブもしないでダラダラとした日常描写が大半を占しめてる、あのマンガ!?」

  「…………えぇ、それです……」

  「～～～ッあははははははは！　マジかキミっ！　あっははははは！　スゴイなぁ～～！」

  　兎と毛も成なり、ぷるぷると震ふるえたあとに腹を抱かかえて大爆笑。

  　あぁ、顔から火が出そう。兎うさぎ田だが恥ち辱じよくに身を震わせていると、兎毛成はまなじりを指の背で拭ぬぐいながら謝罪の手刀を立てる。

  「いや、ごめんごめん。別にバカにしたわけじゃないんだよ。ただ、ちょっとね、ぷす～っ！」

  　噓うそだ。絶対バカにしてる。笑いをこらえきれてないし。

  　兎毛成は悪びれる様子もなく、むしろさらに興味深そうに──そしてどこか、いとおしそうに──目を細めて詰め寄ってきた。

  「そっかそっか。──ふふ、けど私はそれを不純だとはちっとも思わないよ。むしろ、なおさら聴いてみたくなった。聴かせてよ。もう物置部屋で大立ち回りしてるんだから、これ以上恥ずかしがることなんてないでしょ？」

  　まぁ確かに、もうこれ以上ないというくらいの醜しゆう態たいも恥ち部ぶもさらけ出しているのだから、今いま更さらギターを弾くことくらいなんともないかもしれない。というか、ギターそのものはむしろ弾きたいわけで……。

  「……じゃ、じゃあ、ちょっとだけ」

  　兎田は物置部屋で見つけた機材を漫研の部室にまで引っ張り出してくると、それらを接続し、電源を入れ、試ためしにジャランと弾いてみた。

  　アンプから、歪ゆがんだギターサウンドが鳴る。各種エフェクターもアンプもそれぞれ古く、そもそもが捨て置かれていたものだから響いてきた音の安っぽさは否いなめない。が、音に飢うえた自分にはこれでも十分。それどころか、かなり気持ちがいい。ヘッドホンとは違う、実際に空間を振動させて体で音を受け止め聴くこの感覚。たまらんです。

  　そして兎毛成はギターを構える兎田に、ニヤリとあくどく笑んでチクリ。

  「なんかあれだね、持たされてる感が否めないね。ちょっと肉づきのいいギタースタンドみたい」

  「はははっ、よく言われます」

  　兎田は兎毛成の皮肉を笑い飛ばし、そして笑い飛ばしている自分に驚いた。

  　普段だったら誰と話すときも緊張しているのに、兎毛成と話していても緊張感がまるでない。今だって言われたくないことを言われたはずなのに、相手が兎毛成だと不思議とそれが嫌いやじゃない。そして兎毛成は間違いなく器量よしなのに、対たい峙じしたときにも劣等感を抱いだかずにいられるのだ。それは兎田にとってとても不思議なことで、なぜだろうとふと考えてみる。と、答えは案外すぐにわかった。

  　すべてはこの兎毛成という人が、自分のことを軽けい蔑べつしていないからだ。茶化したりからかったりはするけれど、貶けなしているわけではないからだ。

  「…………」

  「なーんだ。やっぱりギター弾きたかったんじゃん。口元がニヤけてるよ。ほらほら、それなら早く弾いてみてよ。あ、私が知ってるような有名な曲にしてね」

  　兎と毛も成なりは作業机にピョンと腰掛けてリクエストを出してくる。

  「え～、あ～、じゃ、じゃあ、指の体操も兼ねて、かの有名な三分クッキングのあのテーマ曲でも弾きます」

  　しばし考えたあと、兎うさぎ田だは腰掛けに座り、腿もも上にギターを乗せる。

  　一方で兎毛成は、ご冗じよう談だんとばかりに肩をすくませた。それもそのはず。なにせ三分クッキングのテーマ曲『おもちゃの兵隊のマーチ』は元々はクラシック曲であり、ギターありきで作られた曲ではない。ましてやあのメロディーラインは単音によって刻まれているため、コード演奏を主とするギターのような弦楽器でそう易々と演奏できる曲ではないのだ。

  　が、

  「おもしろそうだけどさ、いくらなんでもギターであれやるのは無理でしょ。ピアノじゃないんだから──」

  

  　──タララッタッタッタッタ♪　タララッタッタッタッタ♪　タラランランランランランランランランランッタッタ♪　ターラッラッタッタ♪　タラッタッタ…………♪

  

  　アンプから、ギターというよりもむしろキーボードのような軽やかなメロディーが流れ出る。

  「ッ!?」

  　それを耳にした途端、兎毛成はあんぐりと口を開けて、目を丸くしていた。

  　確かに兎毛成の指摘したとおり、普通に弾いたのでは音階を細かく刻んだ演奏は難しい。そこで兎田が取った奏法はこれ、弦を叩いて音を出す、いわゆる『８フィンガータッピング』というやつ。この奏法なら連続して単音を出せるため、鍵けん盤ばん楽器にも似たメロディーをギターで奏かなでることができるのだ。とはいえど、無論それは手法としての理屈であって、実際に演やるとなるとまったく別次元の問題になるわけで、一介の軽音楽部員ごときにここまで滑らかな８フィンガータッピングなどできるはずがないのだが……。

  「──……と、とまぁ、こんな感じですかね」

  　あぁ、楽しいなぁ……兎毛成にも少しは楽しんでもらえただろうか。感想を求めるべく、兎田は顔を上げる。

  　すると兎毛成はというと、作業机の上で、粛しゆく々しゆくと三つ指をついていた。

  「お見それ致しました……」

  「ッ!?　ちょ、ちょっと兎毛成先輩!?」

  「貴殿のお手並みを存じ上げずにいたとはいえ、先の数々のご無礼をお許し戴いただきたく候そうろう……」

  　楽しんだどころの騒ぎではなかった。武士かッてくらい兎と毛も成なりを感服させてしまっていた。

  「そ、そんなのいいですから！　ホラ立って、面おもてを上げてください！」

  　そんなに謙へりくだられてもこちらが恐きよう縮しゆくしてしまう。なので慌あわてて作業机から兎毛成を下ろしたのだが、兎毛成はいまだ混乱気味に興奮中。

  「え!?　え!?　何今の!?　指の残像が見えたけど!?　っていうかそれホントにギター!?　打楽器でしょ！　いやむしろピアノの域でしょ！　キミ、ある意味やっぱり変態じゃん！　巧うますぎじゃん！　見かけによらずスゴイんじゃん！」

  「いや、そんな、言うほどのことではないです。けど、はぁ、ありがとうございます」

  　兎毛成の勢いに気け圧おされて謙けん遜そんしながらも、やっぱり中学時代から続けてきた練習の賜たま物ものを褒ほめられるのは素直に嬉うれしかったりする。しかし兎うさぎ田だが手放しに喜ぶのもつかの間、兎毛成は何かに気づいたように怪け訝げんに眉をひそめ、神妙な面おも持もちで尋たずねてきた。

  「ん？　ん？　あれ？　ちょっとタンマ。ウサ吉きちのそのギターの腕前は、軽音楽部の人たちもみんな知ってるんだよねぇ？」

  「えぇ、まぁ」

  「それなのにバンド組めないの？　文化祭のライブに出させてもらえないの？」

  「はい……」

  「はああぁ!?」

  　荒ぶる兎毛成の声が、兎田の耳にキンと突き刺さる。

  「なんで!?　それ絶対おかしいじゃん！」

  　そう言われてもなぁと苦にが笑わらいしつつ、兎田は落ち着いて事情を説明。

  「いえいえ、僕が悪いんですよ。ちゅ、中学二年のときからずっと一人でギターを弾くだけでバンドを組んだこともなかったせいか、僕のギターが入るといまいち合わないって言われました。部長さんも、僕のギターはただの独りよがりの曲芸だから、そ、そんなんじゃステージに立たせられないって。それで、文化祭の出場禁止を言い渡されて、──……」

  　兎田の説明に、兎毛成の眉がピクリと跳はねた。

  「軽音楽部の部長って、もしかして三年の志し鷹だか先輩？」

  「あ、はい、そうです。お、お知り合いでしたか？」

  「ん、ん～。直接の知り合いってんじゃないけど……出身中学が一緒でさ。中学のときからバンド組んでて有名人だったからね、あの人。──実際私も何度かライブ観たことあるし」

  「だったら知ってると思いますけど、志鷹先輩はすごく上じよう手ずなんですよ。ギターも歌も。その志鷹先輩から認めてもらえないってことは、き、きっと僕に原因があるんですよ。だから、しょうがないんです」

  　そう、志鷹は軽音楽部の部長を務めているだけあってギターの腕も歌唱力も傑けつ出しゆつしている。だからこそその発言には説得力があり、それに異を唱となえるのは傲おごりというものだろう。兎田はそう解釈しているし、納得もしている。けれど、

  「ねぇウサ吉きち、それ本気で言ってるの？　それとも謙けん遜そん？」

  「え？」

  　どういうわけか兎と毛も成なりは、依然納得しかねているように、怒ったような、悲しんでいるような、はたまた憐あわれんでいるような表情で、兎うさぎ田だにじっと食い入っていた。

  「それってしょうがないことなの？　〝しょうがない〟の一言で片づけられるようなことなの？」

  「…………ッ」

  　切なる問いかけに、兎田は言葉を詰まらせる。

  　そして今一度考えてみた。自分にとってのギターの重さを。

  　自分もギターを弾けるようになれば、件くだんの某ぼう軽音楽部のマンガみたいに仲間ができて楽しい学校生活を送れるようになるのだろうという幻想を抱いだいたのが中学二年生のとき。それから親を拝おがみ倒してギターを買ってもらって以降、兎田はがむしゃらにギターの練習に没ぼつ頭とうした。指先のタコはもう何度死生を繰り返したのかわからない。毎日毎日飽あきもせず、ひたすらギターを搔かき鳴らした。自分を嘲わ笑らうクラスメイトたちが部活動や、恋愛や、遊びや、非行に費ついやしていた時間のすべてを、兎田はギターに捧ささげた。それしかやることがなかったともいえるし、親に無理言って買ってもらった手前続けなければ申し訳が立たなかったという面もある。

  　けれどギターを始めたきっかけや続けられた理由はどうであれ、そうやって身につけたのが今のこの三分クッキングのテーマ曲を難なく弾ける程度の演奏技術だ。

  　兎田にとってギターは、唯ゆい一いつ無二の特技だと断言できる。

  　けれど、それでもだ。

  「──……はい。周りの人に認めてもらえないってことは、ぼ、僕に悪いところや劣おとっているところがあるに違いないんですよ」

  　兎田が出す答えは変わらない。変わるはずがない。

  「……ふーん、あっそう。なら別に言うことはないけどさ」

  　納得したのかしていないのか、急に色を失ったその表情からは読み取れないが、兎毛成はそう言ってカシカシと頭を搔き、目を伏せた。

  　するとつかの間の沈黙が生まれたが、それもわずか数秒のこと。兎毛成は、辛しん気き臭くなった雰ふん囲い気きを一掃するようにころっと表情と話題を変えた。

  「あ、そだ。機材と練習場所を探してるって言ってたよね？」

  　突然なんだろうと訝いぶかしみつつも兎田が首肯しゆこうすると、

  「じゃあ文化祭までの間、うちの部室を練習場所として使わせてあげるよ」

  「え!?　ホントですか!?　い、いいんですか!?」

  「同じ〝兎〟のよしみさね」

  　兎と毛も成なりは〝兎〟にかこつけて小こ粋いきな計らいを申し出てくれた。兎うさぎ田だにとっては無論願ってもない話である。しかし兎田が身を乗り出すと、兎毛成はすかさずニヤリと付け加えた。

  「ただし、条件がありまーす」

  　なるほど、無償の厚意ではなく交換条件というわけか。しかしまぁ、ギターの練習場所を確保できるというのならこの際なんでもやってやろう。

  　兎田は兎毛成の出す条件を、一も二もなく呑のむのだった。
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  　放課後。とある空き教室に設置された、文化祭実行委員会本部。ここには連日文化祭実行委員が詰めており、この日も忙せわしい活気で満ちている。特に今は出店計画書の提出期間とあって、催もよおし物を企画している各クラスや部会の生徒たちが受付に列を成していた。そしてその賑にぎやかな列の中に、

  「──あ？　あそこにいんの宇宙人じゃね？」

  （……うあ、気付かれちゃったか……）

  　兎田の姿もあった。兎田はなるべく目立たぬように息を潜ひそめていたのだが、同じ列の後方に並んでいたクラスメイトのバスケ部の男子三人に見つかってしまった。兎田とバスケ部の三人との間には数人が並んでいるため直接会話を交わすようなことはないが、バスケ部の三人の間で交わされる会話は、一人でいる兎田の耳にも否いや応おうなく入ってくる。

  「マジだ。なんか出店すんのか？　つーか部活なんてやってたのかあいつ？」「どうせオタク系の同好会じゃねーの？　漫研とかさ」「はっは、それっぽいな」

  　兎田はこう見えて軽音楽部の所属なのだが、やはり外見からしてそういう印象を持たれているらしい。とはいえ、兎田が今こうして出店計画書の受付に並んでいる理由はあながち間違ってはいない。

  「次の方どうぞ～……って、な～んだ、兎うさぎ田だくんか。いらっしゃい」

  「あ、うん。どうもお疲れ様」

  　バスケ部の連中の冷やかしを背中で受けつつ、ついに兎田に受付の順番が回ってきた。受付に座っていた文化祭実行委員は偶然にも千ち咲さきで、持参した出店計画書を千咲に渡す。

  　すると千咲はおかしな点に気が付いて顔を上げた。

  「あれ？　兎田くんは軽音楽部だよねぇ？　なんで漫画研究同好会の出店計画書を？」

  　昨日、ギターの練習場所として漫研の部室を使わせてもらう代わりに兎と毛も成なりから持ちかけられた条件、それは、文化祭における漫研の出し物の手伝いだった。要は雑用係である。兎田がこうして出店計画書を持ってきたのもその一環なのだ。

  「──あはは、そうなんだ。おもしろい先輩だね～。それじゃあ、『庇ひさし借りつつ母おも屋や乗っ取り大作戦＠漫研』の決行だね」

  「い、いや、別にそんな謀ぼう略りやくめいた下心はないから」

  　兎田がその辺りの事情をかいつまんで説明すると、千咲は鈴のように笑う。兎田としてはこんな他愛たわいのない会話をもう少し続けていたかったが、背後でバスケ部の連中の声が上がった。

  「お～い和泉いずみ～、後ろ詰まってるんだけど～」

  「あ、ごめんごめ～ん」

  　チラリと背後を一いち瞥べつすると、バスケ部の連中は薄ら笑いを浮かべている。きっとバスケ部の連中からしたら、宇宙人の無駄話に付き合わされている千咲への助け舟のつもりで声を上げたのだろう。そう考えるとなるほど、確かに悪いのは自分だし、後ろがつかえているのも事実だ。さっさと退散せねばなるまい。

  　千咲と、後ろに並んでいた人たちに迷惑を掛けてしまった申し訳なさに追い立てられ、兎田は焦あせりながら出店計画書の受領証明を千咲から受け取った。するとその際、

  「──気にしちゃダメだよ」

  　千咲は、しっかりと兎田の目を見て微笑ほほえみながら、こっそりそう囁ささやいた。その言葉は千咲自身を無駄話に付き合わせてしまったことに対してか、それともバスケ部の連中の態度に対してか、はたまたその両方か……それは分からないが、けれど千咲が兎田のことを思いやってくれたことだけは確かで、ただその事実が嬉うれしかった。

  「じゃ、頑張ってね、兎田くん」

  　小さく手を振ってくれる千咲に後ろ髪を引かれつつ、兎田は去ろうとする。と、

  「「「頑張ってね～」」」

  　すれ違いざまにバスケ部の連中が、おどけた様子でそう声を揃えた。

  「…………あ、はは、うん……頑張ります……」

  　千咲への感謝とバスケ部の連中にからかわれた後味の悪さをないまぜにして、兎田は逃げるようにその場をあとにした。

  

  「あ、計画書出してきました。ざっと見積もってもらったところだと特に問題なさそうです」

  「ほ～い、ご苦労さん」

  　部室では、兎と毛も成なりが眼鏡めがねにカチューシャという装備でせっせと絵を描いていた。それが兎毛成の作画中のユニフォームなのだろう。前髪がかき上げられているためにおでこも小さな耳も目も露あらわで、その眼まな差ざしは真剣そのものだ。

  　見回すまでもなく部室には兎うさぎ田だと兎毛成の二人だけ。画用紙上をペンが滑る音が妙に響く。

  「そういえば、ここって漫研の部室なのに、あの、ほかの部員の方が見当たらないですよね」

  「そりゃそうだ。漫研の部員は私一人だもん。一学期の頭まではほかにもいたんだけどね」

  「あ、え？　ほかの人は辞めちゃったんですか？」

  　兎田が尋たずね返すと兎毛成もちょうどペンの進みに行き詰まったらしく、眼鏡とカチューシャを外してその小さな顎あごを机に載せた。

  「漫研だから、当然マンガを描くでしょ？　で、皆で回し読みして批評会を開くでしょ？　マンガの質を上げるためにね。けど、部員同士で切せつ磋さ琢たく磨ましようと思ってたのは私だけだったみたいでね、私が正直に感想言ってたら、みーんな辞めちゃった」

  　兎毛成がほかの部員のマンガをこっ酷ぴどく批評している姿が手に取るように目に浮かぶ。

  　マンガに関しては容よう赦しやなさそうだもんなぁ、この人。

  「……にしても、よ、よく自分が辞めるんじゃなくて、最後の一人になるまで居残り続けましたね」

  「ん～、まぁね～。私最初っから漫研にいたんじゃなくてさ、人に紹介してもらって途中入部したんだよ。だからすぐ辞めるのも紹介してもらった人に悪いじゃん？　って思って続けてたら気づけばこのザマよ。いや～悪いことしたなぁ。あっはっは」

  「そ、そうですか。けど、僕と二人だけで文化祭の準備をするとなると大変そうですね」

  　兎毛成が漫研を陥かん落らくさせたプロセスはさておき、計画している漫研の出し物とは、有あり体ていに言えば兎毛成の個展である。過去の会誌の閲えつ覧らんに始まり、兎毛成描き下ろしのイラストの展示、兎毛成作のマンガの展示・配布、作画の実演、お客さん相手の似顔絵描き、軽食とソフトドリンクの提供などなど、なかなかやりたいことがてんこ盛りのご様子。

  　すると、机に顎を乗せてコロコロしていた兎毛成から、「ふふふ」と自信アリ気な含み笑いが上がった。

  「なーに心配ご無用。ちゃんとウサ吉きち以外にも友達に協力を要請してるからさ」

  　どうやら人手はまだ増えるようだ。兎田が安心すると、兎毛成は「ちょっとお花を摘つみに行ってくるね。留守番頼むよ～ん」と言い残し、部室を出て行ってしまった。廊下に響くパタパタという足音が、徐々に遠ざかって聞こえなくなる。

  　一人きりになった部室。今のところ頼まれていた雑用は出店計画書を出しに行くことだけだから、手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

  　もっとも、それは大いに望むところ。兎うさぎ田だは嬉き々きとしてギターを手にし、機材に繫つなぎ始めた。

  　すると、背後でガチャリとドアが開閉する音が。

  　どうやら思ったよりもずっと早く兎と毛も成なりが帰ってきたらしい。兎田が機材を繫いでいると、足音がコツコツと近づいてきて兎田のすぐ隣で止まり、スカートを腿もも裏うらに挟はさみ込みながら腰を下ろすのが視界の隅に見えた。兎田は首を捻ひねる。

  「おかえりなさ──」

  　顔。

  「ッ!?」

  　目と鼻の先、鼻息すらもかかりそうな超至近距離に、顔があった。しかもその造形、骨格、サイズはどこからどう見ても男性のそれであったが、目元口元にはばっちり化粧が施ほどこされており、ウィッグなのであろうその髪はゴールドのふんわりセミロング。装いは女子生徒用の制服だったが、よくよく見ればそれを纏まとっている体たい躯くは熊かアメフト選手を彷ほう彿ふつとさせるほどの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした長身で、総合するとそれは、女装をした巨漢であった。

  　無論、突とつ如じよとしてそんな衝撃的なものが目の前に現れたわけだから、兎田は大パニック。腰を抜かして尻しり餅もちをつき、甲かん高だかい声で悲鳴を上げた。

  「ひぃやぁぁあああ！　そ、その御お労いたわしい姿は何があったんですか兎毛成先輩ぃぃぃッ！」

  「御労しいってあなた……。もう、よく見なさい。私はトモじゃないわよ」

  「──え、あ、あぁホントだ……」

  　巨漢は女性特有の口調を用もちい、声音も女性を模してはいるけれど、やはり地声の野太さは隠しきれていない。しかしその強烈なインパクトとは裏腹に、てんで的外れな兎田の取り乱しに対してもその物腰は非常に穏やかで、兎田は徐々に平静を取り戻す。

  　そうだ。よくよく見てみたらこの人は桃もも高こうの有名人ではないか。百人中百人が振り返るようなその風体。兎田自身、この人が悠ゆう々ゆうと校内を闊かつ歩ぽしている姿を何度も目撃したことがあり、その度たびに正体が気になっていたものだ。

  　見るからに逞たくましい男であるのに、堂々と女装をして学校生活に溶け込んでいる（？）桃高の名物ニューハーフ──それがこの人、菊きく間ま吾ご郎ろう。通称は確か、〝お菊きく〟。

  「す、すみません。漫研は一人しか部員がいないって聞いてたもので……」

  　期せずして訪れた有名人との初接触フアーストコンタクトに兎田はどぎまぎしたが、対してお菊は落ち着いたもの。「トモはどこ？　あなたはどちら様？」などと、部室内を見渡しながら質問してくる。兎毛成のことを〝トモ〟と呼称しているあたり、どうやらお菊と兎毛成は近しい間柄のようだ。

  　するとちょうどそのタイミングで、廊下から足音がパタパタと聞こえてきた。

  　今度こそ兎毛成が戻ってきたのだろう。そう思ってドアのほうを見やる。

  　──バ───ンッ！

  「ッ!?」

  　突とつ如じよ、ドアが爆発したのかと思うほどの勢いで開け放たれた。

  　そしてそれと同時に響き渡るは、

  「ヤッッホ─────────────────────────ッ！」

  　圧倒的な声量と、驚異的なまでによく通る声で発せられた「ヤッホー」。けれどその華やかな一声は、誰もが耳を傾けてしまうであろうほどの求心力に満ち[image: ]あふれており、たったそれだけで誰の声か判別できるほど特長的なものだった。

  　そう、兎うさぎ田だはこの声を知っている。いや、そもそもこの学校でこの声の持ち主を知らないものはいないはずだ。なにせ、毎週月曜の昼休みに放送部によってお送りされる校内放送番組のメインパーソナリティーとして人気を博し、その上部長として放送部を率ひきいて全国コンテストで優勝まで収めている超有名人──もとい、桃もも高こうのアイドルなのだから。

  　琥こ珀はく色の髪が纏まとめ上げられたその髪型は、一見すると派手そのもので、下へ手たしたら素行の悪さすら臭におわせてしまうかもしれない。ただ、この少女の場合は話が別。ぱっちり大きな瞳とすらりとした鼻び梁りよう、笑うと八や重え歯ばがのぞく花か唇しん、これらの均整はもはや芸術の域にまで達しており、その相そう貌ぼうを飾る先述の髪型は少女の美しさと内から滲にじみ出る気品をより一層際きわ立だたせている。しかしだ。それらを吟ぎん味みした上でこの少女の一番の魅力を語るのならば、それは翳かげりのない笑顔によく表われている向日葵ひまわりのような屈託のなさだろう。さらにその笑顔に違たがわず実際にも彼女が陽気な性格であることは、耳を傾けていればすぐにわかる。
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  「頼まれ呼ばれてやって参りました不ふ肖しよう梅うめ園ぞの乃のノの香かここに推参ぁぁぁぁんッ！　おるぅあぁトモぉ────ッ！　放送部そっちのけで来てやったぞ────ッ！　つっても実は文化祭で放送部がやることなんて校内アナウンスとＢＧＭ掛けるくらいで大した準備なんてないんだけどね！　だから漫研のために一肌脱いでこき使われてやろうじゃないのぉ！　さぁ！　ご用命とあらばなんなりと申し付け給たまえぇッ！」

  　少女の口からは、開けっ放しの蛇じや口ぐちのごとく言葉が次から次へと[image: ]あふれ出る。そして部室内を一望し、お目当ての兎と毛も成なりがこの場にいないとわかるやいなや、

  「って、いないんかーい」

  　なんて誰にともなくツッコミを入れて、一人で勝手にケラケラ笑っていた。

  　こんなにも砕けたお方が、全国に多数の支部を抱かかえる梅園流茶道の家元、梅園家のお嬢様だというのだからわからないものだ。

  　容姿、声質、人柄、家柄、お手柄……どれをとっても超一流の彼女こそが我が校の誇るミスパーフェクト、梅園乃ノ香。兎うさぎ田だからしたら、まさしく雲の上うえ人びとだ。

  

  「──紹介するね。彼は軽音楽部の一年生、兎田晃こう吉きちくん」

  　お手洗いに立っていた兎毛成がようやく帰ってきて、お菊きくと乃ノ香との間を取り持ってくれた。つまりは先程兎毛成が言っていた〝協力を要請した友達〟というのがこの二人のことらしい。良くも悪くも桃もも高こうの有名人であるこの二人と懇こん意いとは、その交友録は驚嘆に値あたいする。

  　ともかく兎毛成の紹介を受けた兎田は、ぎこちないながらも「よろしくお願いします」と会え釈しやくをしたのだが、

  「「…………」」

  「？」

  　気のせいだろうか。兎毛成が〝軽音楽部〟という言葉を口にした瞬間、お菊と乃ノ香はほんの一瞬表情を強こわばらせ、ちらりと互いに視線を合わせたような気がしたのだ。

  「──……というわけでね、漫研の部室を練習場所として提供してあげる代わりに私の個展を手伝ってもらうことになったんだ」

  「あらそうなの。私はトモの友達で、菊きく間ま。気軽にお菊って呼んでくれると嬉うれしいわ。よろしくねウサ吉きちくん」

  「私は梅園乃ノ香ぁー。乃ノ香でいいよ。よろしくウサ吉ー」

  　しかし兎田が兎毛成の紹介を終えると、お菊と乃ノ香は合点がいったように友好的な笑顔を浮かべてくれたので、さっきのは気のせいだったのだろうと兎田は結論づけた。今はそんなことよりも、なぜ自分の呼び方が〝ウサ吉〟で固定されつつあるのかのほうがはるかに気になる。

  「さて、残るはあと一人なんだけど……」

  　どうやら〝協力を要請した友達〟というのはもう一人いて、まだ来ていないらしい。兎と毛も成なりが眉をひそめると、お菊きくが言う。

  「あぁ、金かねシュロならさっき部室棟で見かけたわよ。女の手伝いなんてどうたらこうたらって悪態ついてたけど、例のごとく」

  「ったく、相変わらずひねた奴……。ま、部室棟にいるなら問題ないね」

  　金シュロ……というのはあだ名だろうか。どうもその人物が残る一人のようだが、二人の口ぶりから察するにクセのある人物らしい。しかし何にせよこれで部室棟内にお手伝いが全員揃ったわけで、兎毛成は個展に向けて動き出す。

  「じゃ、早速ウサ吉きちとお菊にはお遣つかいを頼もうかな」

  　兎うさぎ田だは兎毛成から大ぶりの封筒を三つと小ぶりの封筒を一つ手渡された。

  　なんの気もなく受け取ったが中身は兎毛成のマンガの原稿とお金だと告げられたので、兎田は慌あわてて封筒を丁てい寧ねいに抱かかえ込む。

  「とりあえずそれを各三部ずつ印刷してきて欲しいんだ。ちゃんとした冊子にしたいからね」

  「わ、わかりました。細心の注意を払って行ってきます。えーっと、いん、印刷はコンビニのコピー機でいいんですか？」

  　兎田が尋たずねると、兎毛成は首を横に振り、そして頭上を指差した。

  「いや、部室棟三階にある総合情報処理研究会に持って行ってちょうだい」

  

  「へ～、みなさんは一年生のときのクラスメイトだったんですか」

  「えぇ、あと金シュロもね。ほら、うちって入学して早々にオリエンテーション旅行があるでしょう？　あれで同じ班になって、妙に馬が合っちゃってね。今に至るってワケなのよ」

  　さすがに兎田一人では心許ないということで、お遣いはお菊とともに行くこととなった。漫研をあとにしてすぐは、知り合ったばかりの人と二人きり──特に相手がお菊とあって兎田は緊張したが、こうして話してみると意外と普通というかむしろかなり気が楽で、すっかりお菊と打ち解けてしまっていた。それはきっと外見から受ける印象とは裏腹に、大人の女性のような余よ裕ゆうと淑しとやかさ、そして包容力までもがお菊からは感じられるからだろう。まぁ、さらに言うなら、お菊には申し訳ないが、容姿に難がある者同士で親近感を抱いだいているというのもある。

  「そ、それでその、金シュロ先輩という人が総合情報処理研究会にいるんですよね。けど、どうして原稿を印刷するのにわざわざその人のもとを訪ねるんですか？」

  　総合情報処理研究会──実は兎田はその名前を、今日初めて知った。お菊によると略称は〝情報研〟で、有あり体ていに言えば情報研とはパソコン部のことだ。で、兎毛成一味の最後の一人である金シュロという人物がそこの主あるじであるらしいのだが、それを聞いてもやはりなぜマンガの原稿をそんなところに持って行くのかが兎田には解げせなかった。しかしお菊は兎田を焦じらして楽しんでいるのかそれとも説明が面倒なだけか、「ついてくればわかるわ」と答えるだけだった。

  　情報研は三階、中央階段から南側へ数えて四つめの小部屋に居を構えていた。

  「金かねシュロ、私、お菊きくよ」

  　到着するなり、お菊がドアをノック。しかし中からはなんの返事もない。

  　留守なのだろうか。兎うさぎ田だがそう思った矢先、お菊は小さく嘆たん息そくし、おもむろにドアノブを摑つかんだ。

  「いるんでしょ？　入るわよ」

  　鍵かぎが掛かっていないことなどもとより知っていたかのように、お菊はドアノブを捻ひねる。するとドアはなんの抵抗もなく開き、お菊と兎田は室内に足を踏み入れた。

  　中は電気が点ついておらず、カーテンも閉め切られていて暗い。が、ややすると目も慣れて、内装が把は握あくできた。部屋の広さは軽音楽部や漫研の部室の半分にも満たない。両脇の壁伝いに棚が聳そびえ、そこにパソコンの機材やらそれ関連のぶ厚い書しよ籍せきがびっしり詰まっているせいで窮きゆう屈くつな印象は拭ぬぐえない。

  　そして部屋の中央にパソコンが設置された学習机が五つ、対面する形で固めて並べられており、会社のオフィスでいうと上じよう司しが座るであろうその席に、この部屋の主がいた。

  　暗がりの中、パソコンのディスプレイから放たれる茫ぼう洋ようとした青白い明かりが、主の風ふう貌ぼうを病的に浮かび上がらせる。

  　一体金シュロとはどのような人物なのかここに来るまではわからなかったが、しかし、一目見て兎田は仰ぎよう天てんする。兎田は〝金シュロ〟というあだ名を知らなかっただけで、この金かね城しろ大たい貴きという人物には見覚えがあった。というか、この人もまた桃もも高こうの有名人だったのだ。

  　浅くだらしくなく椅い子すに腰掛けた姿勢と、不ふ貞て腐くされたような厭えん世せい的なその面つら構がまえからなんとなくとっつきにくい印象を受けるが、まだそれはいい。問題は、彼の装備品。どういう意図かはまったくの不明だが、この金シュロという男、常に真っ赤なボクシンググローブを装着し、その大ぶりな手で手のひらサイズのビデオカメラを構えているのだ。

  　何を言っているのかわからないかもしれないが、比ひ喩ゆでも誇こ張ちようでもなく、そのままの意味。着ているものこそ普通の制服だが、それに加えボクシンググローブにビデオカメラという出いで立ちで、しかもそのビデオカメラは常時絶賛起動中。今も直接目で見るのではなく、金シュロは羽根のように開いた液晶モニター越しに兎田とお菊のことを見ていた。

  　得体の知れない電波系として有名で、特に女子生徒から気味悪がられている存在。それが金シュロであり、兎と毛も成なりが協力を要請した最後の一人であるらしかった。

  「もう、返事くらいしなさいよ」

  「居留守を使ったんだ。どうせトモの手伝いをさせるために来たんだろ？」

  「ご明察」

  「なんの義理があって俺が女の手伝いなんてしてやらなきゃならねーんだか」

  「自分のことをあだ名で呼んでくれる女の子くらいには優しくしなきゃダメよ。あんたにとっては貴重な存在なんだから」

  「そうだな。あとこうして俺に話しかけてくるやつといえば化け物くらいだもんな」

  「うっふっふ、殺すわよ」

  　このお菊きくとのやり取りに、兎うさぎ田だは一いち抹まつの驚きを抱いだかずにはいられなかった。金かねシュロという人物は日常会話も成り立たないような、それこそ宇宙から電波を受信しているようなタイプかと思っていた。しかし今しがた展開された会話はまさしく普通の友人同士の気兼ねのないもので、突飛な装備品とは裏腹な常識的な人間性がありありと伝わってきた。

  「で、誰だそこの一年生は」

  　ひと通りお菊との会話を終えた金シュロは、初対面となる兎田に興味を向ける。兎田は緊張しつつも自己紹介。

  「け、軽音楽部の兎田晃こう吉きちです」

  「ワケあってトモの個展を手伝ってくれることになったの。可愛かわいい子でしょう？」

  　するとだ。金シュロは「へぇ」と一瞬だけ驚いたような、興味深げな顔を見せ、そしてすぐに意味ありげな笑みとビデオカメラを兎田に向けた。

  「軽音楽部ねぇ……。よくそんなのを側そばに置いとくつもりになったもんだな。あいつにとっちゃ苦にが々にがしい思い出でしかないだろうに」



  [image: ]


  「？　え？　ど、どういうことですか？」

  　苦々しい思い出？　〝あいつ〟とは兎と毛も成なりのことだろうか。

  　なんのことを言っているのかさっぱりわからず兎うさぎ田だが訊きき返すと、やや慌あわてた様子でお菊きくが割って入り、「気にしないでちょうだい」と兎田の質問を柔らかく退しりぞけて、金かねシュロに咎とがめるような一ひと睨にらみを利きかせた。そして当の金シュロは反省の色もなく、くつくつと笑っている。

  　一体なんだろうか。気になりはしたが、突とつ如じよとしてジャニーズの楽曲が室内に鳴り響き、兎田の気掛かりはうやむやになった。

  「──はいもしもし。えぇ、着いたわよ。金シュロもいるわ」

  　その音楽の出どころは、お菊のケータイ。着うたにジャニーズを設定しているあたり、外見は少しあれだがお菊の心はしっかり乙女おとめであるようだ。

  　お菊はケータイをスピーカーホンにして、机の上にそっと置く。するとケータイから聞こえてきたのは兎毛成の声だった。

  『金シュロ、写植と印刷をよろしく。各三部ずつね』

  　挨あい拶さつも何もなしに開口一番用件だけを告げる兎毛成。

  　笑みさえ象かたどっていた金シュロの表情が、見る間に険悪に歪ゆがんだ。

  「……いつから俺はお前のアシスタントになったんだ」

  　苛いら立だたしげに、金シュロは吐き捨てる。先程から女嫌いを臭におわせる発言がチラホラ散見されていたが、どうも金シュロは兎毛成たちのことをあまりよく思っていないらしい。

  　もっとも女性陣のほうは、そんなことは歯し牙がにもかけていないようだが……。

  『トーン処理やらせないだけ慎つつましいと思ってよ。大体、今ヒマなんでしょ？』

  「これだから女は嫌いだ。俺を利用するだけ利用して、あげく手柄だけをかっさらっていく」

  『あっはっはっはっはっはっは！　トモはそんなことしないってば～！　あんま仲間を勘ぐっちゃダメだぜ金シュロ～』と、これは乃のノの香か。

  「お前が言うな！」

  『あはははははははははははははははは！』

  「あぁぁああああクソッ、会話を交わすだけでイライラする！」

  　乃ノ香に翻ほん弄ろうされ、グローブでわしゃわしゃと頭を搔かきむしる金シュロ。しかし心なしか、本気で怒っているというよりも、例えるなら遠慮なしにじゃれついてくる子どもを鬱うつ陶とうしく思っているような、そんな感じだ。一体どういう関係性なのだろうか、この人たちは……。

  　そして乃ノ香とは対照的に、落ち着き払った声音で兎毛成が続けた。

  『そんな不快な女どもとの交流をさっさと終わらせるためにも、ちゃちゃっと写植と印刷をしてしまうことをオススメするよ』

  「ちゃちゃっとってお前……スキャナーで取り込んでフォトショで台詞せりふ全部写植して綺き麗れいに印刷仕上がるように諸もろ々もろを調整してって結構な労力だぞコラ」

  『大丈夫だよ。金かねシュロ、これ系の作業はお手の物じゃん。こんなこと頼むのもこれで最後にするからさ。ね？　お願いッ！』

  　パチンと、ケータイから手を叩たたくような音が聞こえた。おそらくケータイの向こう側で、兎と毛も成なりが手を合わせて頭を下げているのだろう。声音からもその姿が目に浮かぶ。

  　するとだ。金シュロは大きくため息を一つ吐き、

  「最後、ね。──オラ、さっさと何をどうして欲しいのか言え」

  　結局は観念したように、仏ぶつ頂ちよう面づらで兎毛成の願い事を聞き入れた。

  『にひー。そうこなくっちゃ』

  　兎毛成も、何だかんだで金シュロは断らないことをわかっていたようだ。

  　そして手を貸してやると決めるやいなや、根が凝こり性しようなのだろう、金シュロは人が変わったように細かな指示を兎毛成に求めた。

  「表紙は？　本文は？　遊び紙は？　うちには安物のコピー用紙しかストックがないぞ。綺き麗れいな仕上がりにこだわるなら厚めのコピー用紙でないと。それに、この量を印刷するとなるとインクも入り用だ。どうすんだ」

  　相変わらず口調はぶっきらぼうだが、その姿勢はもう一いつ端ぱしに兎毛成の仲間。

  『遣つかいの者がいるでしょう？　お金なら持たせてるから買いに行かせてよ』

  「──そういうことだそうだ。これ買ってこい。俺はその間に作業を進めとく」

  　金シュロは手近にあったプリントの裏に必要物資を殴なぐり書きにするとそれを兎うさぎ田だに押し付け、代わりに兎毛成のマンガの原稿を引ったくり、スキャナーの準備を始めた。

  　なので兎田とお菊きくも自身の役割を果たすべく、情報研の部室をあとにした。

  

  「映画監督志望なのよ、あいつ」

  　買い出しのために乗り込んだバス内、金シュロという人物の正体についてお菊に尋たずねたところの返答がそれだった。

  「え、映画監督志望!?　な、なんかスケールの大きな話ですね」

  「そ。カンヌ国際映画祭でパルムドールを獲るのが夢だそうでね、いつもビデオカメラを回してるのはカメラワークを磨くため。そして情報研に所属してるのは映像とか音楽の編集技術を磨くためなんですって。監督たるもの、ひと通りの編集ソフトをいじれるようでなければ──とかなんとか。だから金シュロに画像処理をお願いすれば、綺麗な仕上がりで原稿を印刷してもらえるってわけなのよ」

  　なるほど。いっつもビデオカメラを回しているのと、わざわざ兎毛成が金シュロに印刷を頼んだのにはそういう理由があったのか。

  　それにしても、映画監督という夢を持ち、そのために日々精しよう進じんしているとは、つくづく電波系からは程遠い実直な人物である。人は見かけによらないものだ。

  「ちなみに今年の春、乃のノの香か率ひきいる放送部が全国コンテストで四冠を達成したのは知ってるわね？」

  　高校の放送部にもコンテストというものはあり、全国コンテストとはその名のとおり国内では最大規模の公式大会だ。アナウンス部門、朗読部門、テレビドキュメント部門、創作テレビドラマ部門の四つから成り立っているのだが、なんと放送部の部長である乃ノ香は個人種目であるアナウンス部門と朗読部門で優勝を果たし、放送部としてはテレビドキュメント部門、創作テレビドラマ部門の二つで優勝を果たすという前代未聞の全部門完全制せい覇はを成なし遂とげている。それは学校としても鼻高々であったようで、一時期校舎にその大会成績を喧けん伝でんする垂たれ幕まくが掲かかげられていたくらいだからそのことは兎うさぎ田だもよく知っている。由緒正しき茶道家元の出自と生まれ持った美び貌ぼうに加え、全高校生の頂点に立つ声の才能まで持ち合わせているのだから、世の中不公平だとつくづく思う。しかし乃ノ香がすさまじい才能の持ち主であることは重々承知であるが、それが金かねシュロとどう関係があるのだろう。

  「テレビドキュメントと創作テレビドラマの二つの部門はね、実は金シュロが監督した映像作品で優勝したのよ」

  「え!?」

  「学校では乃ノ香率いる放送部の四冠っていう風に持て囃はやされてるけれど、内訳は乃ノ香の二冠と金シュロの二冠で、それが真相なのよ」

  　曰いわく、放送部による映像作品作りの助っ人として招喚されたのが金シュロだったらしい。そして金シュロの総指揮のもとで作られた二本の映像作品が全国コンテストで優勝したのだが、事実上の監督とはいえ金シュロは放送部員ではないためその名前が優勝作品にクレジットされることはなく、本来金シュロへ贈られるはずであった惜しみのない栄えい誉よのすべては、放送部の部長である乃ノ香が一身に受けることになったのだそうだ。

  「浮かばれない男よね」

  　いや、それはちょっと浮かばれないにもほどがある。同情を禁じ得ない。

  　しかしこれで、金シュロという人物がだいぶ見えてきた。これならあの女嫌いの素振りにも説明がつく。つまり金シュロは、自分の手柄を横取りした形になった乃ノ香のことを恨うらんでいるのだろう。せめて乃ノ香個人を恨めばいいものを、対象を女性全般にまで広げてしまうのはどうかと思うが、まぁ気持ちはわからないでもない。

  「なるほど、それで女嫌いなんですね。け、けど、あのグローブはなんなんですか？」

  　あと残る謎なぞはといえばボクシンググローブくらいだが……そう思っていたら、お菊きくはパタパタと手を振って兎田の解釈をふいにした。

  「あ、違うのよ。あいつの女嫌いとボクシンググローブはまた別のお話なの。全国コンテストのずっと前からあいつは女嫌いよ」

  　え？　そうなんです？　だったらなにが理由でそんなことに──続きを是非聞かせて欲しかったが、バスがぐっとスピードを落とし、目的のバス停に着いてしまった。

  　結局金かねシュロのボクシンググローブと女嫌いの謎なぞは解けずじまいで、兎うさぎ田だとお菊きくはバスを降りる。その間ま際ぎわだ。

  　──……マジあれヤバクね？　何？　キモいんだけど……。

  「…………」

  　ふと背後からそんな囁ささやき声が聞こえたが、兎田は聞こえていないふりをした。

  

  　居づらい空間、嫌いな場所、いたたまれない瞬間というのが、兎田にはとかく多い。というか心の底からリラックスできる場所なんて自宅くらいのもので、人目があるような場所は大抵苦手だ。けれどその中でも特に長居したくない、あるいは行きたくない場所というのがいくつかある。例を挙あげるのならば、学校の教室、美容室や服屋、原はら宿じゆくや渋しぶ谷やなど小こ洒落じやれた人間が集つどう街、そしてあとは、百貨店だ。

  （……あぁ～、いやだなぁ）

  　印刷のために必要な特殊なコピー用紙やインクを買うべく、兎田とお菊は今、繁華街の一角にある百貨店の正面玄関に到着していた。

  　視線を上げれば、入り口の大きなガラス扉から化粧品売り場がよく見える。どこぞの王宮かと思ってしまうほどに磨き抜かれた床や小洒落た内装。それらを照らし出すは、穢けがれや闇やみの一切を拒絶するかのような純白のライト。おまけに入店を出迎えるのは、綺き麗れいで背の高い女性の店員──高層階にある文具や画材の専門店へ行くにはこの化粧品売り場を通らなければならないのだが、兎田にはそれが苦痛でならない。というのも、こんな空間そのものが、自分を拒絶しているように思えてしまうのだ。こんな綺麗なところに自分なんかが足を踏み入れてもいいのかと気き後おくれしてしまい、店員と目が合おうものならもうダメ。ここはお前が来ていい場所なんかではないと、はっきりと言われたような気になってしまう。

  　なぜかといえばそれはひとえに、この冴さえない容姿へのコンプレックス故ゆえ。

  「僕、デパートの化粧品売り場って苦手なんですよね。どうして化粧品売り場を通らないとエスカレーターに辿たどり着けないようになってるんでしょうね。欠けつ陥かん構造もいいとこですよ」

  　だから兎田は冗じよう談だんめかしながらも、わりと切実にそんな胸の内を吐と露ろしてみた。同類のお菊なら共感してくれるだろうという見込みがあってのことだった。が、

  「？　ウサ吉きちくん、どうしたのそんなところで立ち止まっちゃって。早く行きましょ？」

  　お菊は兎田の弱音など置き去りにするかのように、とっくにガラス扉に手をかけて化粧品売り場へと足を踏み入れていた。そしてなんの躊ちゆう躇ちよも気き後おくれもない堂々とした態度で、悠ゆう然ぜんと化粧品売り場の中央を突っ切っていく。

  　そんなお菊の後ろ姿に、兎田は面食らった。驚くべきことだが、お菊はその表情を見る限り、兎うさぎ田だが抱いだいているような後ろめたい感情など微み塵じんも持ち合わせていないようだった。

  （……もしかしてお菊きく先輩、気づいてないのかな）

  　いや、まさかそんなはずはない。女装という特殊性を有してはいるけれど、お菊先輩は良識ある人だ。周囲の状況が見えていないはずがない。

  （けど、だったらどうして、そんな状況で平然としていられるんだろう……）

  　腑ふに落ちないなんてもんじゃない。

  　容姿に難がある者同士、同類として親近感すら湧いていたはずなのに、今はもう、お菊が自分とはまるで別の星の生き物にしか見えない。そしてそれを決定づけたのは、百貨店での買い物を終え、駅への道を歩き始めたときのことだ。

  「あ！　ウサ吉きちくんウサ吉くん、どうかしら。食べていかない？」

  　さっさと学校に戻りたい兎田の急ぎ足を、お菊が呼び止める。場所はビルの谷間にポッカリと拓ひらかれた公園。お菊が指差す先にあるのは、その公園内にワンボックスカーを乗り入れて営業している移動クレープ屋だ。

  　確かに兎と毛も成なりのお遣つかいはすぐに終わったし、時間の余よ裕ゆうはある。けれどそんなこととは関係なしに、兎田にはお菊がそのクレープ屋へ行こうとしていること自体が信じられなかった。

  「あ、僕は……いいです」

  「あら、甘いモノは苦手？　それとも金欠？」

  「いえ、そういうわけでは……」

  「そ。じゃあ私は行ってくるわね」

  　そしてお菊は兎田をその場に残し、一人クレープ屋へと向かっていく。

  　何人もの女子高生がたむろしているクレープ屋へ。

  「…………ッ！」

  　迷いのない足取りでクレープ屋へと向かっていくお菊の背中を兎田は目で追ったが、正直見るに堪たえなかった。

  　お菊がクレープ屋に近づくと、そのお菊の存在に気がついた女子高生たちは驚いたように目を見開き、そしてすぐに不快そうに顔をしかめてそそくさと捌はけていくのだ。また、クレープの順番待ちのためにそこから動けない女子高生は、それでもお菊から少しでも距離を取ろうとして、結果的にお菊の周りには誰もいない空間が生まれた。あまりにも露ろ骨こつな嫌けん悪お感を行動に移されて、お菊は浮いている。にもかかわらず、当のお菊はそんな周囲の態度などどこ吹く風でメニュー表に食い入り、どれを食べようかと楽しげに選び悩んでいるのだ。

  　これが、兎田がお菊に抱いた違和感の正体。お菊が別の星の生き物である決定的な証しよう拠こ。

  　あまりにもお菊が屈託ないからついつい忘れがちになるが、バスに乗っているときや街中を歩いているときも、百貨店の化粧品売り場でもずっと、お菊には周囲から容よう赦しやのない好奇の目が向けられていた。すれ違いざまに、他校の男子から密ひそやかな嘲ちよう笑しようを浴びたりもしていたくらいだ。

  　蔑べつ視しと冷笑、純粋な嫌悪や恐怖、不快感、あるいは同情、哀あわれみ……兎うさぎ田だが教室でのみ受けているそれらの辱はずかしめを、お菊きくはこの世界そのものから受けていた。容赦なく、露ろ骨こつにだ。

  　そしてその事実に、よもや気づいていないわけがあるまい。自分が周囲からどのように思われているのかなんてわかっているはずなのだ。

  　それなのに、だ。お菊は決して遠慮しようとしない。後ろめたさや負い目や羞しゆう恥ち心しんなど微み塵じんも見せない。我われ関せずといったように、人目も憚はばからず自分の思うがままに動く。

  「──青空の下で食べるクレープは格別ね。美お味いしい～♪」

  　戻ってきたお菊は呑のん気きにクレープに舌した鼓つづみを打っているが、クレープ屋の前にたむろしている女子高生たちの冷やかしの目はいまだに届いている。

  「よ、よくあんなところに買いに行けましたね。僕には、絶対無理です」

  　思わず、そんな言葉が口をついて出ていた。

  　お菊先輩は悪い人じゃない。こんな容姿ではあるけれど、すごく優しくて、大人びていて、いい人だ。短い時間ではあるけれど、こうして行動を共にしてそれはよくわかった。

  　けれど、そんなのは関係ない。どんなに根がいい人だろうと、こうして周囲の人から蔑さげすまれ、嘲わ笑らわれ、厭いとわれ、場合によっては周囲に嫌悪や恐怖、不快感すら与えてしまっている。悲しいけれどそれが事実だ。

  　だったら遠慮するべきじゃないのか？

  　僕たちみたいな人間は、日陰でコソコソと生きていくべきじゃないのか？

  　兎田は常つね日ひ頃ごろそう思っているから顔を伏せる。

  　けれど、クレープを頰ほお張ばるお菊の笑みは、女子高生たちの遠巻きな蔑視の最中であっても揺るがない。

  「ふふふ、確かにこれで私の外見がもっと女性的だったら周りの反応も違ったんでしょうけど、私はこのとおりだから、いい笑い者よね。それでもよ。一つだけ間違いないことがある。それは、私は何も悪くないってこと」

  　一片の迷いもないお菊の断言が、兎田の頭を強したたかに殴なぐりつける。

  「必要のない遠慮なんかのせいでこんなに美味しいものを食べ損そこねるなんてバカげてる。卑ひ屈くつは罪だわ」

  　自分は何も悪くないから、遠慮する必要などない──お菊の姿勢を支える理屈は、そんな至極単純明快なもの。そしてそれは、兎田が思ってもみなかった発想。自分と似た境遇にいるはずなのにまるで異なる行動理念。

  　だからこそ、戸と惑まどってしまう。そんな考え方があっていいのかと……。

  

  　うろこ雲越しの淡い西日が差す頃に、兎田とお菊は部室棟へと帰ってきた。

  　二階へ上がっていこうとすると、正面階段から乃のノの香かがてくてくと下りてきた。そしてこちらの存在に気づくと、手をひらひら振りながらのんびり言う。

  「あ、お菊きくお菊ー一大事ぃ～」

  　緊迫感や危機感など欠片かけらもなく、一大事のようにはまったく見えないが、何事だろうか。

  「あのねー、よせって言ったのにねー、トモが無理して棚を動かそうとするからねー、棚が倒れてきて下敷きになってる」

  　本当に一大事だった。

  「ちょっとなによそれ！　どういうこと!?」

  「ほらートモって強がりっていうか意地っ張りっていうか見えっ張りっていうかそういうとこあるじゃん？　それで『大丈夫大丈夫いけるいける』なんて言ってたら、ペシャンコだよー。ホントもーコントかっつーのねー、笑っちゃう！」

  　いやいやそれは笑い事ではないのでは？　しかし兎うさぎ田だの不安を搔かき消すように、乃ノ香は笑顔を振りまき言った。

  「あ、だいじょぶ。怪け我がはしてないから。近くにあった椅い子すがうまい具合につっかえになってて押し潰つぶされてるわけじゃないよ。ただ身体が引っかかって棚の下から抜け出せないでいるだけ。さながらお釈しや迦か様に石を乗せられた孫そん悟ご空くうのよう。だもんでついつい意地悪して身動き取れないトモのおでこに落書きしたら怒られたー。あははははは」

  「もう、危なっかしいわねぇ。私を待ってればいいのに。──ウサ吉きちくんは金かねシュロのほうをお願いしていいかしら。私はトモのところに行ってくるわ」

  　というわけでお菊と乃ノ香は兎と毛も成なりの救出のために漫研へ、そして兎田は買ってきた物資を金シュロに届けるべく情報研へと、二手に分かれたのだった。

  

  　情報研は部室棟の三階。コピー用紙やプリンターのインクが入った紙袋を持って上がっていくと、情報研の部室の前に一人の女子生徒が立っていた。

  　誰かと思い近づいてみれば、その横顔は見知ったもの。なので兎田は、小さく咳せき払ばらいをして、喉のどの調子を整えてから低い声を掛ける。

  「あ、あの……」

  「？　あ、兎田くん！」

  　柔らかそうな髪をふんわりとなびかせて、人懐っこい笑顔がこちらを振り向く。閉め切られた情報研のドアの前に立っていたのは千ち咲さきだった。

  　一体、情報研になんの用だろうか。兎田が尋たずねると、千咲は一枚のプリントを掲かかげた。

  「うん。各部会への文化祭についてのお知らせのプリントでね、一応直接渡さなきゃいけないんだけど……昨日も今日も、中に人がいる気配はするのに返事もしてくれないんだ。だからどうしようかと思って。あとはここの同好会さんだけなんだけどなぁ……」

  　そういえば千ち咲さきは、漫研にもこのプリントを持って現れた。そしてそのプリントの残る一枚が、情報研に配るためのものらしい。で、直接渡したいのに部員──つまりは金かねシュロに居留守を使われて困っていると、そういうわけか。となると、

  （……これは、あれかな……ちゃ、チャンス？）

  　なんのチャンスかはわからないが、ちょっとした下心が疼うずき、兎うさぎ田だに勇気を振り絞らせた。

  「あ、ぼ、僕、ここの人と知り合いだから、あの、その……」

  「仲立ちしてくれる!?　ありがと～助かるよ！」

  　兎田が仲ちゆう介かいを買って出ると、千咲は心底助かったというようにほにゃりと破顔する。この愛らしい笑顔が自分の力によってもたらされたものだと思うといささか誇らしい。

  　浮かれた兎田は早速千咲のために、情報研のドアをノックして金シュロを呼び出した。

  「か、金かね城しろ先輩ー、兎田ですー」

  　しかしいくら呼びかけても返事はなし。とはいえこれは想定の範囲内。兎田はお菊きくがそうしていたようにドアを開けてしまおうとしたのだが、

  「金、……城？」

  　背後で千咲が息を飲むのが聞こえ、ドアノブに置いた兎田の手が止まった。

  「……え？　もしかして金城って、二年生の金城って人？　あの、いっつも赤いグローブしててビデオカメラ回してるあの人？」

  「う、うん。そうだけど……」

  「ッ！　ちょ、ちょっと待って！」

  　そして兎田が首しゆ肯こうすると、千咲はあからさまな狼ろう狽ばい模様を見せた。

  　何事かという兎田の目配せに、千咲はおずおずと言う。

  「あ、や、やっぱりさ、このプリント、兎田くんが渡してくれる？」

  「？　直接渡すんじゃなかったの？」

  「あ、うん、そうしたかったんだけど、その……」

  　ははーん。なるほど。千咲のその、当惑しきった表情を見ていたらピンと来た。つまりこの部室の主があの金シュロであることが判明し、その対面に臆おくしてしまったのだろう。まぁ無理もない。金シュロの人間性を知らない人からしたら金シュロは近づきがたい電波系。関わりを持つのは躊躇ためらわれるだろう。かくいう自分もそうだったし。

  　しかし、だからこそ兎田は千咲のその誤解を解かんとした。

  「あ、もしかして金城先輩のこと変な人だと思ってる？　いや、まぁ、確かにちょっと変わっててつんけんしてるけど、そんな危険人物ってわけじゃ……」

  　が、兎田の弁解は、千咲の緊迫した訴うつたえによって遮さえぎられる。

  「──何言ってんの兎田くん。あの人、十分危険人物だよ」

  「え？」

  　兎うさぎ田だはこのとき初めて、千ち咲さきという女の子の瞳に明確な拒絶と嫌けん悪おの色が滲にじみ出たのを目撃した。

  「これすごい有名な話なのに、兎田くん知らなかったの？　あの人ね、婦女暴行と盗撮の疑いで、ケーサツにまで行ってるんだよ」

  「……え？」

  

  　千咲との会話を終えた兎田は、千咲から預かった文化祭に関するプリントと、買い出してきた品物を持ったまま、漫研へと戻ってきた。

  「あ～、お遣つかいご苦労さ～ん」

  　出迎えてくれたのは、元気そうな兎と毛も成なり。見たところ兎毛成に怪け我がなどはなく、倒れた棚とやらもお菊きくが対応したのだろう、すっかり片づいている。

  　が、よくよく見ると兎毛成の広めのおでこには、何やら書かれていた。乃のノの香かが落書きをしたとかなんとか言っていたからきっとそれだろう。どうせベタに「肉」とでも書いてあるのだろうと高をくくりつつ目を凝こらすと、兎毛成の額ひたいには、「　[image: ]　」と書かれていた。

  「…………クスッ」

  「ッ！　な、なんだよぉ！　ウサ吉きちまでそういう目で私のおでこを見てたのか!?　不毛ってか～！」

  　それは、〝荒れ地〟を表わす地図記号。兎毛成は兎田の視線に気づくとおでこを両手で隠し、悔くやしそうに「うぅ～～～」と下唇を嚙かんだ。

  　いやいや大丈夫です。言い得て妙だと感心しただけで先輩のおでこを不毛な荒れ地だなんて思っていません。むしろチャームポイントです──そう言って兎毛成をなだめつつ、乃ノ香と共に笑い合えたことだろう。本来なら。

  　しかし今の兎田には、それができない。

  「くぅぅ乃ノ香のせいで──って、あれ？　金かねシュロのところには行かなかったの？」

  　情報研の金シュロに渡さなければならない紙袋をいまだに兎田が持っていることに気づいた兎毛成は、怪け訝げんに片眉を持ち上げる。

  「あの、一つ聞いていいですか？」

  「ん？　なに？」

  「今、クラスメイトに聞いたんですけど、金かね城しろ先輩に婦女暴行と盗撮の前歴があるって本当ですか？」

  「「「！」」」

  　目に見えて、場の空気が凍りつく。

  　千咲に教わった、金シュロという男の正体。この学校の二年生以上の生徒の間ではわりかし有名な──特に、この学校の女子にとっては身の安全のためにも必ひつ須すの知識。

  　婦女暴行と盗撮。金かねシュロはかつて、この二つの罪を犯したらしい。そしてそれは根も葉もない[image: ]うわさではなく、大勢の桃もも高こう生が金シュロが警察に連行される瞬間を目撃し、そのあとしばらく学校を休んでいたというれっきとした事実によっても裏づけられている話なのだそうだ。

  「……ウサ吉きちはどう思うの？」

  　そう問う兎と毛も成なりの、淡たん々たんとした声音と眼まな差ざしは、どこか兎うさぎ田だを責めているようですらあった。

  　が、しかし、それとは関係なく、兎田は本心を口にした。

  「ちょっと前までだったら、そ、その話を鵜う呑のみにしてたと思います。か、金城先輩って、あんな格好ですし……。けど、けどもう今は、どうしても信じられないんです。そんなことをする人には思えないんです」

  　千ち咲さきのことを疑っているわけではない。けれど、金シュロという人物と少ないながら言葉を交わし、映画監督を目指していることを知り、そして何よりも兎毛成たちの仲間だということを知った今では、金シュロがそんなことをするとはどうしても思えなかった。

  　だから兎田は金シュロと顔を合わせる前に、こうして確かめに来たのだ。事の真相を。

  　すると、そんな兎田の返答に対し兎毛成がふっと浮かべた表情は、悲喜の織り交ざった微笑ほほえみだった。

  「うん。あいつは悪いことは何もしてないよ。ただね、痴ち漢かんの冤えん罪ざいに遭あったんだ」

  　それはただ運が悪かっただけで日常を破壊された男の、笑い話のようでその実救いのない話。

  「去年の、ちょうど梅つ雨ゆ入り時期だったかな、通学途中の電車で痴漢に間違われてね、相手女性に騒がれてから警察に連行されていくまでの一部始終を大勢の桃高生に見られちゃったの。その上、鞄かばんの中にビデオカメラが入ってたもんだから余計話がこじれちゃってね。しばらく留りゆう置ち場じように留められたんだよ。それで、すったもんだの末にようやく出てこられた金シュロを待ってたのは──」

  　まさしく千咲が持ち合わせていたような、断片的な情報が生んだ誤解と偏見──〝性犯罪者〟の烙らく印いんだった。

  「警察に連れてかれて、留置場に置かれてたのは事実だからね。もう金シュロは実際に痴漢をした実行犯扱い。あげく[image: ]に尾ひれがついて、婦女暴行だの盗撮魔だの言われる始末。たぶん婦女暴行って[image: ]はあのボクシンググローブのせいだと思うけど、もとはといえばあれは二度と痴漢に間違われないようにって装備し始めたんだよ。自分はやってないって、そう主張するために着け続けてるんだよ」

  　それが、傍はた目めからは電波系に見られ、そして女子からはまことしやかに性犯罪者扱いをされて忌き避ひされている、金かね城しろ大たい貴きという男の真実。ボクシンググローブと女嫌いの理由。

  「だからさ、安心してそれを届けてきてやってくれる？」

  　兎毛成の穏やかな眼差しが、兎田の手に提さげられている紙袋に向けられる。

  　だから兎田は踵きびすを返し、再び情報研へと足早に向かった。

  

  　ドンドンドン──情報研のドアを叩たたく。

  「か、金かね城しろ先輩？　僕です。う、兎うさぎ田だです」

  　金かねシュロは中にいるはずなのだが、またも返事はない。しかし金シュロの居留守には前例がある。だから勇気を振り絞り、「入りますよ」そう一声掛けてからドアを開けた。

  「──なんだ。もう二度と来ないかと思ったぞ。こんな性犯罪者の魔ま窟くつにはな」

  　パソコンに食い入りキーボードを叩きながら、開口一番、金シュロはそう言った。

  「……聞いてたんですか？」

  「薄いドアだからな。ちょっと耳澄ませば丸聞こえだ」

  　ようやく金シュロはニヤリといたずらめき、兎田に一いち瞥べつをくれる。どうやら先程の、千ち咲さきとの立ち話をしっかり聞いていたらしい。

  「ご、ごご、ごめんなさい……。けど聞いてたんだったら、出てきて本当のことを言ってくれればよかったのに……」

  「弁解に必死になればなるほど周りが引いていくことを、俺は身を以もつて知ってるからな。いっそのこと開き直ったほうが、精神衛生上はいい」

  　金シュロはへらへらと自じ虐ぎやく的にそう言うが、含がん蓄ちくのある、重い言葉だと兎田は思った。金シュロが周囲からどのような仕打ちを受け、そして耐えてきたかを雄弁に物語っている。

  　しかしだからこそ、理解できなかった。何がってそれは、そのような境遇にあってなおこの学校に在ざい籍せきしていられることがだ。

  「逃げようとは……学校を辞めようとは思わなかったんですか」

  　自分だったらどうだ。

  　性犯罪者なんて烙印を──ましてやそれがまったく事実無根であるのに押され、そして忌いみ嫌われる……そんな境遇に、耐えられるか？　想像するまでもない。少なくとも転校、できるならば誰も知らない土地へと移り住みたくなるだろう。それは兎田だからという話でもない。誰だってそんな境遇に放りこまれたらそう思うはずだ。だというのに、金シュロはこの針のむしろに居座り続けている。不登校や保健室登校をするでもなく、普通の学校生活を送っている。金シュロの状況は、お菊きくのようにどこへ行っても白い目で見られるというものではない。この学校から逃げ出してさえしまえば、ある程度は解決できる問題のはずなのだ。

  　なのに、なぜ逃げない。

  「──逃げる？　バカ言え。逃げたら俺が本当に婦女暴行の盗撮魔だと認めたことになるだろ。だから逃げない」

  　金シュロはそう言い切った。そして次の瞬間には、金シュロは自じ虐ぎやく的でも厭えん世せい的でも不ふ貞て腐くされてもいない、好戦的で野心的で獰どう猛もうな笑みを浮かべたのだった。

  「それにな、そのせいで後ろ指を差され、白い目を向けられ、辛しん酸さんを舐なめるような学校生活を余よ儀ぎなくされてるが、今はそれでいいんだ。今は好きに言わせておけばいい。そんな今のこの屈くつ辱じよくも冷遇すらも芸の肥こやしにして、俺は世界的な映画監督に成り上がってやるんだ。そうやって俺のことを蔑ないがしろにしている奴らを全員見返してやるんだよ」

  「…………ッ」

  　きっと兎うさぎ田だは、一生忘れないだろう。そう言い放った金かねシュロの、爛らん々らんと輝く眼光を。

  　心臓に杭くいを打ち抜かれたように、痛みを帯びた衝撃が胸を突く。

  「俺が何者かになれば、今に向こうから媚こびへつらった笑みをぶら下げて近づいてくるようになる。手のひらを返して擦すり寄ってくる連中の姿を想像するだけで、ゾクゾクしてくるだろ」

  　自みずからの名めい誉よのため、被かぶせられた汚お名めいから逃げない。そしてそのせいで屈辱や冷遇を強しいられたのなら、それすらも夢を叶かなえるための糧かてにする。そうしていつの日か摑つかんだ夢を、栄光を、かつて汚名を被せた連中への手た向むけにする──なんという精神性、なんという逞たくましさだろうか。兎田はそれに添える言葉を持ち合わせない。ただただ打ちのめされるのみだ。

  　しかし圧倒されっぱなしの兎田とは対照的に、金シュロ本人にとってはそれが普通。なので何を気負うでもなく金シュロは、イタズラを企くわだてる子どものように、あるいは秘密の宝物をこっそり明かしてくれた子どものように、無む邪じや気きに腹案を語ってくれた。

  「この境遇を活かしてずっと温めているアイディアがあるんだ。痴ち漢かん冤えん罪ざいで捕まった主人公が無罪を主張し続けて、現代の司法や警察機関のあり方に問題提起するって内容だ。タイトルはズバリ、『それでもボクはやってないんですけど！』だ。これはヒット間違いなしだぞ」

  　普段は仏ぶつ頂ちよう面づらで無ぶ愛あい想そうなわりに、映画の話をしているときは本当にイキイキとしている。この学校の大多数の人から蔑ないがしろにされている者とは到底思えない。

  「……おもしろそうですね、それ」

  　そんな金シュロを前にしたら、兎田にはそう答えるのが精一杯だった。

  

  　翌日の昼休み。兎田は漫研の部室に来ていた。無論ギターを弾くためである。せっかく練習場所として提供してもらったのだから、利用しないと勿もつ体たいない。

  　誰もいないと思っていたから、物置部屋のほうから回って漫研に入る。と、そこには兎と毛も成なりがいた。

  「お、ギター弾きに来たの？　どぞどぞ～」

  　兎毛成はチラッと兎田を一いち瞥べつしただけで、再び手元の原稿に向かう。なので兎田も、物置部屋から機材を引っ張り出してきてギターに接続。手て癖くせのままに弦を弾はじいた。

  　しかし、なぜだろうか。いつもだったらギターをいじっていればそれだけで楽しいのに、今日はなんだか落ち着かない。

  「──キミが奏かなでる音には迷いがあるね」

  「ッ!?」

  　ポツリとそんなことを呟つぶやかれ、兎うさぎ田だは手を止めた。心の中を見み透すかされたような気がして、驚きよりも不気味さのほうが先立った。

  　けれどそんな兎田の狼ろう狽ばいっぷりに、当の兎と毛も成なりが浮かべたのは戸と惑まどいの表情。

  「いや、言ってみたかっただけなんだけど……」

  　どうやら兎田は、またも兎毛成の冗じよう談だんを本気にしてしまったようだ。悪気はないのだろうし実際兎毛成に非はないのだけれど、兎田は苛いら立だちを抑えきれずチクリ。

  「……そ、そういうことしてると、いずれまた赤あかっ恥ぱじかきますよ。棒術部のときみたいに」

  「う、うっさい！　変身願望は誰にだってあるでしょ！」

  　口を尖とがらせてそっぽを向く兎毛成を見ていると一いつ矢し報むくいてやった気分だが、しかし、変身願望──兎毛成の口から出たその言葉は、またも兎田の琴きん線せんに触れた。

  　言われてみれば確かに、自分にも変身願望はある。こんな冴さえない容姿ではなく、例えば志し鷹だかのようなルックスになったらきっとバカにされずに済むのにと肩を落としたことは一度や二度の話ではない。それにこの、作った低い声だってそうだ。やたらと高い地声を隠すために、兎田はこんな、不自然に低くてつっかえつっかえで、芝居がかったようなしゃべり方をしている。中学時代にこの地声のせいでしょっちゅうからかわれて、それが嫌いやで嫌で仕方がなくて、だから高校進学を機に一いち念ねん発ほつ起きしてしゃべり方を変えたのだ。もっとも、結局はその、良かれと思って作ったしゃべり方すらも変だと笑われて宇宙人呼ばわりされているわけだが……しかし、自分も兎毛成と同じように変身願望があったのだ。そう考えると、人のことを笑えない。

  　けれど、変身願望を持っている者同士なのに、兎田は兎毛成に共感できなかった。

  　なぜなら──

  「そ、そりゃあ変身願望、あるかもですけど、そんな嬉き々きとしてやらなくても……」

  「え？　だって、楽しくない？」

  「…………」

  　楽しくなんかない。一度だってこの作ったしゃべり方を楽しいだなんて思ったことはない。

  　きっと兎毛成が抱いだいている変身願望と、兎田が抱いている変身願望はまったく別のシロモノなのだろう。

  　それを理解したとき、ギターを弾いていて妙に落ち着かない理由がわかってしまった。

  　居心地が悪いのだ。

  

  　だから兎田は、昼休み終了の予鈴が鳴るよりも早くに、ギターを担かついで漫研を出た。

  　そしてその日の放課後、兎田は漫研に姿を現さなかった。


  


   [image: ]３

  

  　翌々日の放課後、漫研の部室。お菊きくと乃のノの香かが世間話をしているのを他所に、兎と毛も成なりは二人の会話に交ざることなくどこか神妙な面おも持もちで視線を落としていた。

  　と、ガチャリと部室のドアが開いた。兎毛成は期待に目を輝かせそちらを見やる。

  「おらトモ。持ってきてやったぞ。我われながら仕上がりは完かん璧ぺきだ。ただ製本はお前らでやれよ。俺はこのとおり、細かい作業には向いてないからな」

  　言いながら入ってきたのは金かねシュロ。頼んでいたマンガの原稿の印刷がすべて終わり、それを持ってきてくれたようだ。しかし、ありがたいという思いとは裏腹に、

  「なんだ金シュロか……」

  　そんなため息が兎毛成の口からは洩もれていた。

  「ハァァアア!?　なんだその態度は！　感謝はされこそため息つかれる筋合いはねーはずだぞ!?　クッソ、やっぱお前も女だな！　ちょっと甘やかすとすぐコレだ！　俺を利用するだけ利用して手のひら返しやがって！」

  　俄が然ぜん憤いきどおる金シュロ。しかし申し訳ないという思いとは裏腹に、兎毛成は金シュロを無視。代わりに乃ノ香が応対してくれた。

  「まッ！　ちょっと甘えられると甘やかしちゃう金シュロもやっぱり男だけどな！」

  「るせぇえええ！　サンドバッグにすんぞオラ───ッ！」

  　そんな金シュロと乃ノ香ののどかな闘争を他よ所そに、お菊が浮かない様子の兎毛成に声を掛ける。

  「来ないわね。ウサ吉きちくん」

  　そう、今現在、この場に兎うさぎ田だの姿はない。しかもそれは今日に限った話ではなく、実は昨日も一昨日も兎田は漫研の手伝いに来なかったのだ。

  「……ん～、まぁ用事があるんじゃないかな。そもそも強制してるわけじゃないし」

  　何食わぬ顔でそう答えたが、お菊のお察しのとおり、兎毛成は兎田の欠席に少し気掛かりを覚えていた。あんなにギターの練習場所を欲ほつしていたのにもう来なくなるなんて、何かあったのだろうか。ひ弱で情けない後輩なだけに、顔を見れないともどかしい。

  　とはいえど、来ないものをいつまでも待っていてもしょうがない。兎毛成は気持ちを切り替えて殊こと更さら明るくパンと手を叩たたき、陣頭指揮を執とる。

  「さてみんな、今日もお手伝いよろしく～。今日は部室の掃除ね。捨てるものとかも多いから、三人には期待しています」

  「──……おい、なんで俺が頭数に含まれてるんだ」

  　兎毛成は金シュロの抗議を無視して、三人にテキパキと指示を出すのだった。

  

  　一方その頃兎うさぎ田だはというと、ちょうど部室棟の階段を上がり、二階に着いたところだった。あとは廊下を南側へ進めば、突き当たりに漫研の部室がある。しかし、兎田は一瞬その足取りに迷いを見せたものの、漫研へは向かわず、軽音楽部のある三階へと上がっていってしまった。

  　無論兎田にはこの日、特別何か用事があったわけではない。よって兎と毛も成なりの手伝いにも行こうと思えば行けたのだ。しかし、行かなかった。最初こそ漫研の部室を練習場所として使わせてもらえるなんて、感謝しきれないほどにありがたいと思っていた。なのに今はとてもじゃないが、あの場所に足を踏み入れる気になどなれなかった。

  　というのも、あの部室に自分なんかがいることが、ひどく場違いに思えてきてしまったからだ。その場違い感は、自分が教室などにいるときの感覚に似る。自分がひどく惨みじめで、劣おとった存在のように思えてくるあの感覚だ。普通教室では、クラスメイトからの嘲ちよう笑しようや侮ぶ蔑べつがあるからその感覚に陥おちいるのだが、不可解なことに、漫研にいても同じような感覚を抱いてしまう。

  　なぜだろうか。兎毛成も、お菊きくも、金かねシュロも、乃のノの香かも、誰も自分のことを嘲わ笑らったり見下したりせず、あんなにも寛かん容ように受け入れてくれているというのに。本来だったら居心地がいい場所であってしかるべきなのに……。

  　釈然としない陰いん鬱うつな感情を抱かかえたまま、兎田はおずおずと軽音楽部の部室に入る。中には志し鷹だかを含め、数人の部員がくだを巻いていた。どうやら例のごとく、練習前の雑談に耽ふけっていたらしい。

  　すると、いつもなら兎田が来た程度では見向きもしないのだが、志鷹は兎田が入ってくるやいなや、意地悪く口の端を吊り上げた。

  「なんだよ。お前、漫研に移ったんじゃなかったのか？　もう来ないかと思ったぜ」

  　それはもう来ないで欲しかったという皮肉なのだろうが、そんな皮肉よりも兎田の関心を引いたのは、志鷹の口から漫研のことが言及された点。兎田は志鷹に対し、漫研での話など一切していない。なのになぜ、志鷹はそのことを知っているのだろうか。

  　そして志鷹が漫研の名を口に出すと、ほかの部員たちも交ざって好き勝手に言い始める。

  「なに？　漫研行ったの？　こいつ」「あーあのオタクくせーとこか。あいつ、二年のオカマいんじゃん？　あいつが出入りしてんの見たことあるぜ」「あいつヤバイよな、ビジュアル的に。キモイ通り越してグロいんだけど、切実に」「あぁ、あとあのレイパー＆ボクサー＆カメラマンがうろついてるのも見たことあるな」「へぇ、あの電波くんがねぇ。はっはっは、なんだ、漫研ってのは変態の吹ふき溜だまりか？」

  　漫研に出入りする面々への悪意に満ちたせせら笑いが、部室を覆おおう。

  　が、すぐにその嘲笑は断ち切られた。

  「せ、先輩たちはそんな悪い人たちじゃないです……」

  　せせら笑っていた志鷹が、驚いたように兎田を見やった。

  　けれど一番驚いていたのは、思わずそんなことを口走っていた兎うさぎ田だ自身だ。

  　まさか自分が、志し鷹だかに食ってかかるなんて──。

  「はぁ？　なんか言ったか？」

  「……い、いえ……何も……」

  　志鷹に一ひと睨にらみされると、抗議の声などいとも容易たやすく力を失い、兎田はしゅんと鼻白む。

  　何をムキになっているのだろうか。らしくない。自分やそれにまつわるものを貶けなされるなんて、いつものことなのに……。

  　兎田はガラにもなく熱くなった後悔の念を嚙かみしめ、志鷹に懇こん願がんする。

  「あ、あの、先輩たちが練習始めるまででいいんで、ギター弾かせてもらってもいいですか？」

  「……好きにしろ」

  　もう漫研は使えない。だから音出しをするとなると、こうしてほかの部員が機材を使っていないほんのわずかな時間に付け入るほかにない。

  　嫌いや々いやという風だったが確かに志鷹から了りよう承しようを得た兎田は、急いでギターをアンプに繫つないだ。その間、どういうわけか部員たちは会話を止めて、じっと兎田の一挙一動を見ている。

  　妙に重苦しい静せい寂じやくの中で、兎田はギターを構えた。そして水に潜るかのように大きく息を吸い込んで、一気にギターを搔かき鳴らす。指慣らしもおざなりに、ただがむしゃらに弦を弾はじいた。

  　やはり部室のアンプは物置にあったものと比べものにならないほどに音がいい。澄んだギターサウンドが、鉄砲水のごとく部室に氾はん濫らんする。

  　得も言われぬ快感が、兎田を突き抜けた。

  　すると、それと同時に、またもやらしくない感情が湧き上がってきてしまった。

  　それは、〝もっと聞かせたい〟という感情。もっと自分のギターの腕を見て欲しい、一生懸けん命めいに練習をした成果を認めて欲しいという、自じ己こ顕けん示じ欲。

  　和を乱すとみなされ、文化祭ライブに出させてもらえない自分の腕がいかほどか──誰からもバンドを組もうと言ってもらえない、必要とされていない自分の腕がいかほどか──今一度、ちゃんとその耳で確かめて欲しかった。

  　いつもはそんなことを思いもしないのに、突とつ如じよ胸中に芽生えた感情は、急激に膨ふくれ上がって指先に宿る。

  　自分を抑えられなくなった兎田は、磨き上げてきた技術のすべてをぶつけた。

  　熾し烈れつで、獰どう猛もうで、感情的で、綱渡りをしているかのように危なっかしいのに、それでいてギリギリのところで調律を留めた緻ち密みつなギターサウンドが、喘あえぐように、雄弁に鳴り響く。

  　兎田という、小さくて脆ぜい弱じやくな体たい躯くの人間が奏かなでているとは思えない壮絶な爆音が、怒ど濤とうのごとく迫り来る。

  　そして、鬼気としたリフが、最高潮に達しようかというまさにそのとき、

  

  　──………………

  

  　突然と、忽こつ然ぜんと、部室内に[image: ]あふれかえっていた音が消滅した。

  　すべてを呑のみ込み吹き飛ばす嵐が過ぎ去った跡のように、音の更さら地ちとなった部室には、ジャカジャカという生音のみが残ざん骸がいとして空むなしく鳴る。やがてはその、兎うさぎ田だが鳴らしていた生音も失速し、尻しり切きれトンボに消えてしまう……。

  （え？　え？）

  　兎田は何が起きたのか、理解が追いつかずに立ち尽くす。しかしすぐに視線を巡らせて状況の把は握あくに努めた。すると、アンプの前に志し鷹だかが立っていた。その手には、引っこ抜かれたシールドが握られている。それを見てようやく理解した。志鷹がエフェクターとアンプを繫つなぐシールドを引っこ抜き、兎田の演奏を強制的に断ち切ったのだと。

  　そして何を言うのかと思えば、

  「おい、兎田」

  「は、はいッ」

  「練習始めっからどけ。つーか目め障ざわりだから漫研にでも行ってろよ」

  　褒ほめ言葉はおろか、演奏に対する感想もなく、志鷹はいつもどおり兎田に退室を促した。

  　ほかの部員たちも志鷹につられたように立ち上がって、黙々と練習の準備を始めようとする。

  　そして兎田は、先程の演奏などなかったかのように、誰からも声を掛けられず、誰からも見向きもされず、部室の空気となった。

  「…………」

  　もはや部室にいる意味のなくなった兎田はギターを担かついで、部室を出る。

  　すると背後のドア越しに、志鷹が組んでいるバンドの演奏が聞こえてきた。兎田は廊下に突っ立てって演奏に耳を傾ける。その途端、強烈な虚むなしさが襲いかかってきた。

  　　遊び人風の外見とは裏腹に、たゆまぬ努力を重ねているのだろう。歌唱力にしてもギターの技術にしても、志鷹のレベルは高校生バンドという範はん疇ちゆうを超えている。それほどに上う手まい。

  　しかしだ。

  　兎田は、それでも自分のほうがいい演奏ができると、そう思った。思ってしまった。

  「～～～～ッ！」

  　この感情は、本当に傲ごう慢まんなのだろうか。間違っているのは、本当に自分なのだろうか。

  　痛みを伴うもどかしさを胸に抱かかえ、兎田は行く当てもなくトボトボと歩いた。このまま家に帰る気にもならず、とにかく一人になりたくて、校舎を彷徨さまよった。

  　そして気がつくと、自分の教室のすぐ近くにまで来ていた。

  　ちょうどいい。もし誰もいなければ、教室にひとまず逃げ込もう──そう思ったがしかし、あとほんの数歩で教室というところで、開け放たれたドアから女子の話し声が聞こえてきた。どうやら教室に残って雑談をしているようだ。

  　苦にが々にがしい思いで兎うさぎ田だは立ち止まり、ほかにどこか落ち着ける場所はないかと思案を始めた。

  　しかし、教室の中から洩もれ聞こえてきた女子の会話に、兎田は耳を奪われた。

  

  「──え～、じゃあ見てないの～？　そのドラマに出てくる俳優が超カッコいいのに～。千ち咲さきも見てない？」

  「見てるよ～。けど、あんまりその俳優さんは好きじゃないかな～」

  

  　聞き間違うはずがない。それは紛まぎれもなく、千咲の声だった。どうやら教室の中で話しているのは千咲のグループの女子らしい。

  　どんなことをしゃべっているのだろうかと、正直気にはなった。とはいえここで立ち聞きをするのも悪趣味だし、さっさとどこかへ立ち去ろうと兎田は踵きびすを返した。しかし、

  

  「そしたら千咲ってどんなんがタイプなん？」

  「え～、そうだなぁ……」

  

  　とある一人の女子がふと尋たずねた質問に、兎田は後ろ髪を引かれて立ち止まった。

  　千咲は即答をせず、そのため訪れた長い沈黙は、千咲の恥じらいの表情を想起させる。

  　立ち聞きなんて悪いとは思うけれど、その質問には抗あらがえない引力があり、兎田は自然と息を殺し、耳を澄ませていた。

  

  「んと、スポーツマンよりは、音楽とかやってる人のほうが、好きかも」

  

  　照れくさそうに、千咲はそう答えた。

  （音楽？）

  　それを耳にした瞬間、兎田は先程まで抱かかえていた陰いん惨さんたる感情などすっかり忘れて、トクンと心臓を弾はずませた。

  　千咲はクラスで孤立している自分に対しても、普通に接してくれた。クラスメイトにからかわれたときも気にかけてくれた。それはずっと、千咲の性格の善よさ故ゆえかと思っていた。

  　けれど、

  （音楽ってまさか……え？　え？）

  

  「はいはいそうね、ご馳ち走そう様。──あ、だから宇宙人に優しかったりするんだ。あいつ、あんなんだけど軽音楽部でしょ、確か」

  

  　兎うさぎ田だは息を飲む。女子の一人が、実際に兎田の話題を持ち出してきたのだ。

  　その女子にはひどい言われようをされたが、そんなことは気にもならない。

  　それよりも千ち咲さきは一体なんと答えるのだろうか。

  　兎田はより一層耳を澄まし、緊張と、期待の詰まった胸を高鳴らせた。

  

  「いやいや、いくら音楽っていっても、あれは論外だよ～」

  

  （──……え？）

  　理解が追いつかなくて、一瞬、思考が飛んだ。

  　やがてその言葉の意味を理解したとき、今のは千咲ではない別人の言葉なのではないかと疑ってもみた。けれどその、柔らかくて、穏やかで、優しげな声音は間違いなく千咲のもの。

  　ということは、確かに、千咲が言ったのだ。

  　千咲が兎田のことを、〝あれ〟と呼んだのだ。

  　そしてそれが現実であることを突きつけるように、千咲が続けた。

  

  「顔がすべてじゃないけど一定のレベルは超えててくれないと。話し方もなんか台詞せりふしゃべってるみたいで変だし、背だって私より低いしさ。ホントに宇宙人みたいなんだもん。あ、それにねそれにね、あの人、二年の金かね城しろとつるんでるんだよ？　しかもちょっとそれを得意げにしてるの！　怖くない？　私鳥肌立っちゃったよ～」

  「うーわヤバッ！　金城はマジでヤバイって！」

  

  　無む邪じや気きに、愉たのしげに、千咲は兎田をこき下ろす。声音から想像するに、千咲はそれを、いつものたおやかな笑みを浮かべて語っている。兎田の心を鷲わし摑づかみにした、救われるほどに純真で可か憐れんなあの笑顔──あの笑顔で千咲は今、兎田のことを蔑さげすんでいるのだ。

  　目眩めまいがした。夢であって欲しいと切実に願った。

  　けれど兎田にもたらされた絶望は、それだけに留とどまらなかった。

  

  「けどあいつさぁ、絶対千咲に惚ほれちゃってるよね。絶対勘違いしてるからアレ」

  「うんうん。千咲の八方美人が仇あだになったね」

  「別に八方美人じゃないよ～。ただ兎田くんはさぁ、ほら、志し鷹だか先輩の直接の後輩でしょ？　だからさ、あんまり兎田くんに冷たくして、志鷹先輩に嫌いやな女だと思われたくないし……」

  

  （ッ！）

  　思い切り頭を殴なぐられたようだった。

  　今一番聞きたくない人の名前が、よりによって千ち咲さきの口から出てきた。

  　そして、それが意味するところはつまり──。

  

  「何を言ってるんだか。あんたらの仲は今いま更さら宇宙人程度じゃ揺るがないでしょ」

  「え～、でもまだ付き合ってないもん」

  「え!?　あんたらまだ付き合ってなかったの!?　そんだけデートしといて何？　意外と志し鷹だか先輩って奥手なん？」

  「そうそう、意外と真ま面じ目めなの。でもタイミング的に文化祭で告白してくれるつもりなんだと思う。ライブにも誘われてるしね。えへへ、楽しみ～」

  

  　何も知らなかった自分がひどく滑こつ稽けいで、なんだか笑えてすらきた。千咲と志鷹の仲はすでに交際一歩手前にまで進んでいたらしい。

  （……あぁ、そうか。だから志鷹先輩は、僕が漫研に出入りしてることを知ってたのか……）

  　なるほど、千咲と志鷹が繫つながっていたのならば、すべて納得がいく。

  　つまりは千咲が志鷹に話したのだろう。志鷹によって軽音楽部の部室を追い出された兎うさぎ田だが、その後漫研に流れ着いたということを。おそらくは、睦むつ言ごとの一環として、二人で愉しげに嘲わ笑らい合いながら──。

  

  「文化祭で告白ってベタだなぁ。まぁ、志鷹先輩を選ぶくらいだし、ミーハーの千咲にはそれがいいのか」

  「え～なんで？　志鷹先輩カッコよくない？　実際モテてるみたいだしさぁ」

  「それをミーハーだって言ってんの。……──」

  

  　千咲たちの会話はまだ続いたが、これ以上聞いてもいられず、兎田はその場をあとにした。

  （……なんだ、やっぱり、和泉いずみさんも普通の女の子だったんだ）

  　確かに衝撃的ではあった。だってすっかり信じきっていたのに、ものの見事にあの笑顔に騙だまされていたのだから。

  「…………」

  　けど、大丈夫。変な期待をしてしまった分だけの痛みを被こうむっただけ。少しの間、夢を見ていただけ。悲しむことなんてない。昔から自分はこうだったじゃないか。これが普通なのだ。これこそが、この世界が自分に用意した評価であり、身の程なのだ。だから甘んじて受け入れなければならないのだ……わかってる……わかってる…………わかってる。

  　なのに──、

  「……くっ、……うぐぅ…………」

  　どうしてこうも、心臓を握り潰つぶされたような痛みが走るのか。

  　どうして今日に限って、こんなにも悔くやしいのだろうか。

  　これまでは何かあったとき、諦てい観かんが訪れてきてくれた。そして、「お前が悪いんだからしょうがない」と一言囁ささやいてくれて、そのおかげで心を乱すこともなかった。

  　なのに今日は、その諦観が訪れない。

  　宇宙人みたいな見た目としゃべり方であることは認めよう。自覚してる。けれどだからといって、蔑まれるのはしょうがないことなのだと思えなくなっていた。

  　さっきの志し鷹だか先輩のこともそう。志鷹先輩の演奏技術が超高校級であることは疑いようのない事実だけれど、だからといって、自分の腕が志鷹先輩に認められないことも文化祭に出させてもらえないこともしょうがないことなのだとは思えなくなっていた。

  　諦観が訪れないせいで、心を爛ただれさすような感情の火が消えてくれない。燻くすぶったまま、今にも胸のあちこちに飛び火して、さらなる激情の業ごう火かに燃え上がろうとしている──。

  　こんなことは初めてで、困惑するけれど、原因なんてとっくにわかっていた。

  　それは、兎と毛も成なりだ。漫研で出会った、あの人たちだ。

  　彼女たちの存在を知ってしまい、そして、どうしても自分と比較してしまうからだ。

  　自分と同じはずなのに同じじゃない。近いはずなのに、手が届かないくらいに遠い。そんな存在を知ってしまったからには、もう知らない頃には戻れない。

  　だから兎うさぎ田だが向かう場所など、もはやそこしか残されていなかった。自分をこんなにもくるわせたのがあの場所ならば、自分を定めるのもまた、あの場所以外にはないのだ。

  　だから兎田は再び、部室棟へと足を向けた。

  

  　部室棟二階。ゴミ捨てから戻ってきた兎毛成は、夕暮れて仄ほの暗ぐらい廊下をペタペタと歩いていた。滅多に部室の掃除なんてしないものだから汚れも埃ほこりもいらないものもたんまり溜たまっていて、なかなか骨の折れる仕事だった。しかしそれも今のゴミ出しで一段落。疲れはしたがそれ以上の達成感があり、身体のダルさもまた心地良い。

  　すると、そのときだ。

  （──……ん？　これは……ギターの音色？）

  　ふと兎毛成は、前方から風のようにギターの音色が運ばれてくるのを耳で拾った。夕刻にふさわしい、哀あい愁しゆう漂う音色。音に誘われるように廊下を進むと漫研のドアに突き当たり、今もなお、ドア越しにギターの音が洩もれ出ていた。

  　漫研の部室でギターを弾くものといえば、心当たりは一人だけ。

  　兎毛成が部室に入り見渡すと、窓側の隅っこ、床に胡座あぐらをかいて座り込み、スローテンポなギターを弾いている兎田がいた。

  「お、やっと来たかー。急に来なくなったからどうしたのかと思ったよ」

  　今はお菊きくと金かねシュロと乃のノの香かもゴミ出しに出払っているため、部室には兎うさぎ田だしかいない。おそらく兎田は、兎と毛も成なりたちがゴミ出しに行っている間にすれ違うようにしてここに来たのだろう。何はともあれ兎田が顔を出したので兎毛成は気軽に声を掛けたのだが、しかし、兎田はピクリとも反応を示さなかった。相変わらず、メロウなギターを控えめに弾いているだけ。差し込む夕陽に背を向けているため兎田の顔には深い影が落ち、その表情は読めない。

  　が、兎毛成はにわかに眉をひそめた。何か、様子がおかしい。

  「ねぇ、何かあったの？」

  　兎毛成は兎田のすぐ側そばにまで寄り、腰を下ろす。そして、ハッと息を飲んだ。

  　兎田の体が、小刻みに震ふるえている。それどころかギターにポツリポツリと雫しずくが落ちている。

  　やがて演奏を止めて、ようやく発した兎田の声は、

  「……僕のほうが、絶対に、上う手まいんです」

  　途切れ途切れで、震えていた。

  「けど、誰も、認めてくれないんです」

  　兎田は、涙を流していた。

  「僕はただ、僕でいるだけなんです……」

  　刺とげのついた鉄球でも吐き出すように、一言一言を搾しぼり出し、

  「なのに、皆が僕を嘲わ笑らうんです……」

  　兎田は、これまで受け入れてきたはずの世の理り不ふ尽じんを、嗚お咽えつを交まじえて兎毛成に嘆なげいた。

  「一体、なんなんでしょうね、コレ……」

  「…………」

  　兎田のそれはもしかしたら、ただの愚ぐ痴ちだったのかもしれない。不満だけを吐と露ろして、そこから先に繫つながる建設的な思案など微み塵じんも浮かばないのだから。

  　けれど、それでもこうして吐き出してしまわないと、おかしくなってしまいそうだった。行き場を失ってもなお膨ぼう張ちようし続ける感情が、胸につかえて窒ちつ息そくしてしまいそうだった。だから、もう二度と来ないだろうとまで思っていたこの場所に縋すがるように顔を出し、こうして情けなくも涙なんて流している。

  　あまりにも自分が惨みじめでたまらなかった。

  　悔くやしさに、身を裂かれてしまいそうだった。

  　けれど、それは、兎田だけではなかった。

  「……なんだよウサ吉きち、やっぱり『しょうがない』の一言で片づけられてないじゃん……ッ！」

  　まるで鏡で映したかのように、悔しそうに、痛そうに、グッと奥歯を嚙かみしめて、兎毛成もまた、兎田と同じように小さな身体を打ち震わせていたのだ。

  「いーい？　ウサ吉。何も考えずに己おのれの力を過信するのは傲ごう慢まんだよ。けどね、考えて考えて、それでも自分が正しいと思ったら、それはやっぱり自分が正しいんだよ。間違ってるのは世界のほうなんだよ」

  　兎うさぎ田だは顔を上げた。目と鼻の先には兎と毛も成なりの小さな顔があって、確信めいた力強さで訴うつたえかけてくる。その一言一言が、兎田の胸に突き刺さる。

  「なのに世間じゃ、白を白、黒を黒と言っただけでどういうわけか叩たたかれる。それどころか、間違ってるのはお前のほうだの、自分が変われば世界も変わるだの、体ていのいい言葉を掛けてくる輩やからもいる。けどね、そんな奴らの戯ざれ言ごとに耳を貸しちゃいけない……ッ！　そんなのは、世界に喧けん嘩かを売る度胸のない奴らの逃げ口こう上じようだ。どうして間違った世界に自分が合わせてやらなきゃいけないんだ！　ふざけるな！」

  　あげくには声を荒らげ、感情のままに怒鳴る。けれどそれは、兎田に対してではない。むしろその憤いきどおりは兎田の代弁であり、この世界そのものへと向けられていた。

  「自分が正しいと思うなら屈するな。立ち向かえ。見下されたなら見下してやれ。足あし蹴げにされたなら足蹴にしてやれ。自分を認めない世界への復ふく讐しゆう心しんを焚たきつけて、世界なんてねじ伏せろ！」

  　そしてここまではっきりと言い当てられては、もはや自覚せずに済むわけがなかった。

  　ギターの腕を認められないことも、他人から容姿や声のせいでバカにされることも悔くやしくて仕方がなかったのに、「しょうがない」なんて一言で誤ご魔ま化かして、自分に非があるのだと言い聞かせてきた。
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  　けれどそれは、心の底から納得していたからじゃない。ただ、歯向かうのが怖かったからだ。自分は何も悪くない、自分は正しいと言ってしまえば、それを否定してくるこの世界と対立しなければならなくなるからだ。

  　兎と毛も成なりの言葉を借りるなら、世界に喧けん嘩かを売る度胸がなかっただけなのだ。

  　だから自分自身を否定した。卑ひ下げした。自みずから負け犬に成り下がることで、戦うことから逃げてきた。

  　けれどもう兎うさぎ田だには、それはできない。なぜなら、世界に喧嘩を売っている人たちと出会い、そしてそんな人たちのことを美しいと思ってしまったから。憧しよう憬けいと羨せん望ぼうを抱いてしまったから。今まで散々自分を物笑いにしてきた連中を、全員見返してやりたいと望んでしまったから……。

  「──……いいんですか？　〝復ふく讐しゆう心しん〟なんて、邪よこしまな感情で動いても」

  「復讐心のどこが邪だ！　人を突き動かす感情で、これほど純じゆん粋すいで健全なものはない！」

  　兎毛成は吼ほえる。兎田の胸中に芽生えたその感情を肯こう定ていするべく。そしておもむろに、兎田の握りしめた左手に、真っ白い手を重ねてきた。さらにはそっと指を絡ませて、手のひらを開く。そうやって、慈いつくしむように兎田の指先を包み込み、兎毛成はすべてを見み透すかすような澄んだ瞳で兎田を見つめ、優しく、繊細に、微笑ほほえんだ。

  「ほら、ウサ吉きちってば綺き麗れいな手をしてるのに、指先はこんなにカチカチじゃん。これって、死にものぐるいでギターに没ぼつ頭とうした証あかしでしょ？　なら誇りなよ。そして、その誇りを穢けがした奴らを簡単に許しちゃダメだ」

  　そう言って兎毛成は、毎日欠かさなかったギターの練習のせいでカチコチに固くなった兎田のタコを、愛いとしげに撫なでる。その指先の固さこそ、紛まぎれもない努力の証しよう拠こ──それを、兎毛成はしっかりとわかってくれていた。兎毛成は、ただ単にギターの腕を褒ほめてくれていたのではない。その裏にある苦労までをも認めてくれていたのだ。

  　それが嬉うれしくて、報むくわれたような気がして、また目め頭がしらが熱くなった。けれど、なんとか涙が零こぼれ落ちる前に目元を拭ぬぐい、そして兎田も笑ってみせた。

  「──……兎毛成先輩も、そうやって戦ってるんですね。だから、こんなペンだこができてるんですね」

  　すべすべで、柔らかくて、小さく華きや奢しやな手には不似合いな、中指にある荒れたペンだこ。

  　それはまさしく、兎毛成がこれまでに積み重ねてきた努力の証。自分自身を信じる根こん拠きよ。そして、兎毛成が兎毛成たる所以ゆえん……。

  　それが愛しくて、心強くて、兎田は兎毛成の小さな手を握り返す。

  　すると兎毛成はいつものように、勝気な笑みを浮かべて言ってのけた。

  「そ。これが一足先に戦線に立ってる者の手だよ。ウサ吉が胸に抱かかえてる悔くやしさも痛みも苦しみも、私はよーく知ってる。だからさ、ウサ吉が戦うってなら、私も一緒に戦ってあげる！　ウサ吉きちを散々嘲わ笑らってきた、このクソッタレな世界と！」

  「…………ッ」

  　なんて、なんてスゴイ人なのだろう。

  　こんな、心臓を鷲わし摑づかみにされたような感動は生まれて初めてかもしれない。

  　言葉にならなくて、感情が胸につかえて、けど、それでも返事をしなければとそう思った、まさにそのときだった。

  「──んふ～。いい……いいわねぇ～」

  「うんうんうんうん！　甘酸っぱいね～～！　キュンキュン来るねぇ～お菊きくぅ～！」

  「「──ッ!?」」

  　二人きりだと思っていたのに、突然あらぬ方向から声が上がった。

  　いつの間にゴミ出しから戻ってきたのか、恍こう惚こつとした表情のお菊と乃のノの香かが自みずからの身体を抱きしめてくねくね身み悶もだえしていた。そしてその傍かたわらでは金かねシュロが、

  「おい！　なんでそこで声を上げる！　こいつら俺たちに気づいてなかったんだぞ!?　黙って見てりゃキスでもしそうな雰囲気だったのに、せっかくのカットが台無しだ！　ったく、これだから女は……ッ！」

  　なんて毒づきながら、それでもがっつりビデオカメラを回していたのだ。

  「お、おおおおお、お前ら!?」

  　兎うさぎ田だと兎と毛も成なりは、慌あわてて握り合っていた手を振りほどく。しかしそれもあとの祭り。どうやら先の一連のやり取りはばっちり見られていたらしく、三人の顔に張り付いている表情は意味深なニヤニヤとした笑み。

  　兎田も兎毛成も、ボッと顔が発火した。

  「ば、バカ言うな金シュロ！　ただ私は先輩としてウサ吉に説教をしてやってただけだ！　他意はない！　っていうかそのカメラを止めろコラ～～！　データを消せぇぇぇええ！」

  　兎毛成はビデオカメラを奪おうと金シュロに飛びかかっていく。そしてすったもんだを演じる二人を尻しり目めに、お菊が腰を下ろして兎田と目と目を合わせた。

  「あなたも、色々と辛つらい思いをしてたのね。けれどこんなに健すこやかでいる。偉いわ」

  　お菊はただ、兎田にそう言葉を掛けただけ。けれどただそれだけで兎田はお菊に抱だきしめられたような気さえした。

  　すると今度は不意に降ってくる、乃ノ香のあっけらかんとした問いかけ。

  「それでどうすんのー？」

  「え？」

  　どうする……とはなんのことを指しているのだろうか。兎田が目を点にしていると、乃ノ香はケラケラ笑いながら言う。

  「やだなぁ～キョトンとしちゃって。そりゃさ、私だって聖せい人じん君くん子しじゃないからやる気もない人間の肩を持ってあげようとは思わないよ？　け・ど、その気がある人間を見て見ぬふりするほど無ぶ粋すいでも野や暮ぼ天てんでもねーでございますよ。勿もち論ろん、お菊きくも金かねシュロもね」

  「あ……」

  　そこまで言われて、兎うさぎ田だはようやく乃のノの香かの言葉を意味を飲み込んだ。

  　すかさず金シュロが「おい、勝手に俺まで巻き込むな」なんて文句を言ったが、

  「むむむ～？　じゃあ何？　カメラだけ回して傍ぼう観かん者でいるつもり～？」

  「～～～ッだ～から～！　俺はそうやってお前の思惑に沿わされてる感じになってるのが気に喰わないんだよ！　お前なんかに言われるまでもなく俺はウサ吉きちに手ぇ貸すっつーの！」

  　と、嚙かみつくように言って鼻を鳴らすのだった。

  　胸が震ふるえた。乃ノ香もお菊も金シュロも、三人とも「どうする？」とでも言いたげに、試ためすような眼まな差ざしで兎田をじっと見ていた。

  　そして、結局金シュロからビデオカメラを奪えなかった兎と毛も成なりが、乱れた呼吸と髪を整えながらずいっと一歩前に出て、改めて兎田に、その意志を問う。

  「さ、どうしたい？」

  「…………」

  

  　世界から認められなくて、それでも世界に屈しないで、胸を張って自みずからの道を行く人たち。

  　涙が出るほど逞たくましくて、跪ひざまずきたくなるほど美しくて、そして、自分もそうありたいと切望してしまうほどに、鮮烈な輝きと魅力を持つ人たち。

  　今目の前にいるのは、そんな人たち。

  　だから、そんな人たちが背中を押してくれるなら、──

  

  「──……いです……ッ！」

  「ん？」

  

  　僕も、一歩を踏み出そう。

  

  「～～～ッ見返して、やりたいです！　今まで僕をバカにして、認めなかった連中の──軽音楽部の人たちの、度ど肝ぎもを抜いてやりたいです！　だって……だって！　僕は何も間違ってない！　間違ってるのは、この世界のほうだ！」

  

  　もう逃げない。

  　自分は間違ってないと思うから、自分は悪くないと思うから、胸を張って、自分を認めてくれない世界と戦おう──。

  

  　今までわだかまっていて、けれど誤ご魔ま化かしてきた感情を、想いを、兎うさぎ田だが腹の底から吼ほえると、兎と毛も成なりはくしゃりと破顔する。

  「よく言った。偉いぞ」

  　そしてすぐにキッと表情を引き締めて、三人を振り返った。

  「よし、時間がない！　早速行動に移るよ！　乃のノの香か、文化祭実行委員に知り合いはいる？」

  「おうともさー！　私の人脈ナメるなやー！　今年の実行委員の幹部に一人、私のツレがいるよーん」

  「そしたらちょっと探さぐってきて欲しいことがあるから、ひとっ走りお願いできる？　それと人脈といえばお菊きく、今回はお世話になるよ」

  「ふふふ。えぇ、最さい善ぜんを尽くせるように頑張るわ」

  「で、金かねシュロは言わずもがな。期待してるから」

  「お前の期待なんぞ知ったこっちゃないが仕事はきっちりこなしてやるよ」

  　千軍万馬を得たような、絶対的な頼もしさ。

  　もう、何も怖くない。この人たちと一緒なら何かしでかせる。

  「さぁ、してやろうじゃないの」

  　兎田の決意と、兎毛成の好戦的な笑みを以もつてして、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。


  


   [image: ]４

  

  　文化祭を四日後に控えた日の放課後。部室でのバンド練習を終え、志し鷹だかが校門をくぐると、背後から可愛かわいらしい声が投げかけられた。

  「志鷹先輩っ」

  　偶然か、それとも待っていたのか、千ち咲さきが子犬のようにパタパタと小走りでやって来て、志鷹と歩調を合わせた。

  「おぉ千咲じゃん。一緒帰る？」

  「はいっ」

  　そう嬉うれしそうに頷うなずく千咲からはあけすけな慕ぼ情じようがひしひしと伝わってきて、思わず頭を撫なでてやりたくなるほどに可愛かった。

  　文化祭でちょっと凝こった告白をしてやり、正式に彼氏彼女の関係になるのが待ち遠しい。

  「──それで、バンドのほうはどんな感じですか？」

  「あぁ、いまだかつてないくらい調子いいよ」

  　その言葉に偽いつわりはない。志鷹は一年のときから同じメンバーでバンドを組んできたが、その集大成ともいえるレベルにまで演奏の完成度は到達していた。それは元来志鷹たちが高い演奏技術を持っていたからでもあるし、そして何よりも、後こう夜や祭さい出場への意気込みが志し鷹だかたちを突き動かしていたからだ。

  　後夜祭とは、文化祭最終日の宵よいの口くちから始まるイベントのこと。数百人は下らない大勢の生徒が校庭に設営される特設ステージの前にひしめき合い、皆で文化祭の終了を祝うのだ。具体的には、文化祭実行委員が選定したその年の最優秀出店賞や最優秀作品賞だとかの表彰が行おこなわれるのだが、目玉はなんといっても最優秀バンドによるライブフィナーレ。その年で最も優秀とされたバンドが全校生徒の前でライブをし、大騒ぎをしながら文化祭を締めくくるのだ。その盛り上がりはすさまじく、毎年校庭はそこらの野外フェスに負けずとも劣おとらない興奮の坩る堝つぼと化している。

  　つまり後夜祭のステージというのは、桃もも高こうでバンドをやる人間にとっては最高の晴れ舞台。勿もち論ろん最優秀バンドに選ばれるのはたった一組のみだから、体育館でのライブステージに出場する二十組を超えるバンドの中で、一番にならなければならないということだ。

  　だが志鷹たちは、自分たちの後夜祭の出場を疑っていなかった。というかもはや、志鷹の中では後夜祭の出場は確定事項となっていた。間違いなく自分たちのバンドが一番上う手まいという自負もあったが、後夜祭出場への確固たる自信を支えているのはそんなものではない。

  　いわゆる、慣例というやつ。後夜祭の出場に関する、とある慣例。

  　最優秀バンドなんてものは、言ってしまえば出来レースなのだ。最優秀バンドとして後夜祭のステージに立つのは毎年軽音楽部の部長がメンバーにいるバンドと相場が決まっており、つまるところ今年は志鷹が後夜祭のステージに上がる予定なのである。

  　そんな慣例があるから、天地が逆転でもしない限り、志鷹たちの後夜祭出場は覆くつがえらない。

  「そっか、よかった。本番が楽しみです」

  　まったくだ。バンドも恋愛も順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。今年は最高の文化祭になるだろう。

  「あ、けど大丈夫なんですか？」

  「んー？　何が？」

  「兎うさぎ田だくんですよ。志鷹先輩、言ってたじゃないですか。下へ手たすぎてステージに立たせられない～って。軽音楽部の恥さらしだ～って」

  　千ち咲さきの口から突然出てきた兎田の名前に、志鷹は眉をひそめる。確かに再三兎田に関して批判を展開してきたが、それがなんだというのだろう。なぜ千咲は急に兎田の名を出したのか。

  「なのにライブステージにエントリーして、部長さんとしては心配じゃないですか？」

  「……え？」

  　一瞬、千咲の言っていることが理解できなかった。

  「ちょっと待った。それってどういうこと？」

  　あの目め障ざわりだった兎田には、文化祭出場禁止を命令したはずだ。そしてアイツはそれをバカみたいに守るやつだし、そもそも一緒にバンドを組んでくれるような知り合いすらこの学校にいないはずだ。なのに、あの野郎、まさか──ッ！

  「え？　先輩、知らないんですか？　兎うさぎ田だくん、バンド名は未定になってましたけど、第一体育館でやるライブステージに一般参加枠わくでエントリーしてましたよ？」

  「ッ!?」

  　天地が逆転する前触れのように、志し鷹だかの足元がぐらついた。

  

  　──時を遡さかのぼり、兎田と兎と毛も成なりが熱い決起の一幕を漫研で演じた翌日のこと。兎田と兎毛成一味は学校から最寄りの繁華街にまで足を伸ばし、そこのマクドナルドに集結していた。

  　こんなところで額ひたいを突き合わせ何をしているのかといえば、それは作戦会議である。といっても作戦の絵図はすでに兎毛成の頭の中に描えがかれているようで、目下それを兎田に説明中だ。

  「──ウサ吉きちの実力を知らしめるにはライブをするしかない。けど、ただライブをするだけじゃ自己満足に終わる可能性があるし、勝ちが明確に見えない。だからね、今回の作戦目標は、『最優秀バンドに選ばれて後こう夜や祭さいのステージに立つ』こと。これなら志鷹どころか全校生徒をギャフンと言わせられるでしょ」

  　兎毛成の発案に、兎田は大いに納得する。兎田が後夜祭のステージに立つなんてことになったら、志鷹率ひきいる軽音楽部の連中は憤死するほど悔くやしがるだろうし、今まで自分をバカにしてきた連中も目を剝むくに違いない。しかしである。

  「けど、最優秀バンドに選ばれるのって……」

  「そう、毎年決まって軽音楽部の部長がいるバンドなんだよね」

  　兎田の指摘に、兎毛成は相づちを打つ。しかしその勝気な面持ちは崩れない。

  「慣例なのだからどうしようもないのでは……と、思うでしょ？　ところがどっこい。実はそうでもなさそうなんだコレが。──乃のノの香か、最優秀バンドになるための表向きの選考基準は？」

  「うん。『ライブステージにて、二日間を通して最も観客を集め、また盛り上げたバンド』ってなってるらしいよ、表向きは」

  　ライブステージとは第一体育館に設営されるステージで、生徒の有志によりバンドのほかにも漫才や手品など様々なパフォーマンスが披ひ露ろうされる場である。文化祭一日目が一般参加枠わく、二日目が軽音楽部やその他部会の優先枠となっており、表向きとしてはその二日間のうちにライブステージに立ったバンドが最優秀バンドの候補として挙あげられることになる。無論その選考基準とやらはあってないようなもので、毎年件くだんの慣例が踏襲されているわけだが……。

  　しかしどうやら、付け入る隙すきがないわけではないらしい。乃ノ香が続ける。

  「ただ、文化祭実行委員の幹部をやってるツレに聞いた話によるとね、その慣例は空気的にそうなってるってだけで、特に軽音楽部との間で確約なんかがあるわけではないんだってさ。文化祭実行委員としても、その慣例に倣ならったほうが余計な手間やトラブルも避けられるから都合がいいんだろうね。はっはっは、とんだ茶番だぜ！」

  「そう、慣例とはなってはいるものの、その効力は極めて脆もろい。つまりだよ？　文化祭実行委員が看過できないほどの観客動員と盛況を達成すれば、この慣例を打ち破ることなんて夢じゃないってこと。というわけで結論。観客は私たちが集めてくるから、ウサ吉きちはライブステージに出場して、文化祭実行委員を振り向かせるくらい観客を盛り上げなさい。それで最優秀バンドになって、後こう夜や祭さいのステージに立つの」

  　なるほど。慣例を打ち破れる突破口と可能性があるとなると、その作戦はとても魅力的に聞こえる。が、言うは易やすく行おこなうは難かたし。その作戦には重大な落とし穴が……。

  「け、けど、そもそもですよ？　バンドのメンバーはどうするんですか？　それに、文化祭まであと二週間しかないんですよ？　その短期間でお客さんを盛り上げられるレベルの演奏を即席のバンドでやるなんて……プロじゃあるまいし……」

  　現実的な話になったときに、今の兎うさぎ田だにはそもそもバンドのメンバーがいない。一番の問題はそこなのだが、兎田が不安げに尋たずねると、兎と毛も成なりはふふんと自信ありげに鼻を鳴らし、お菊きくに目配せをする。するとお菊は得たりや応と腕時計を一いち瞥べつし、立ち上がった。

  「うん、そろそろいい頃ころ合あいかしらね。さ、行きましょう」

  　そしてほかの三人も一いつ斉せいに立ち上がり、さっさと店を出て行ってしまう。

  「え、ちょ、ど、どこに行くんですか!?」

  　慌あわててそのあとを追う兎田に、兎毛成とお菊はついてくればわかるとでも言いたげにいたずらな笑みを浮かべた。

  

  　マクドナルドから歩いてほんの数分、やって来たのは居酒屋やカラオケ、あるいはいかがわしい大人のお店なんかも多く立ち並ぶ、歩行者天国の繁華街だった。

  　そして先頭を歩くお菊が入っていったのは、そんな盛り場の一角、中規模くらいの雑居ビル。煤すすけた外観からしてなんとも怪しげだが、お菊は一体こんなところに連れてきて何をしようというのか。しかしビビる兎田とは対照的にお菊たちは慣れた様子。六人乗りの小さなエレベーターで三階まで上がり、猫の額ひたいほどのエレベーターホールに下りる。

  　すると、おそらく防音なのであろう重厚そうな作りの扉が一つだけあった。掲かかげられた店名は、『ハリウッド』。

  　お菊は扉に下がった〝CLOSED〟の札も無視して、それこそ漫研の部室に入るような気軽さで扉を開けた。

  　その瞬間、鉄砲水のように[image: ]あふれ出てきた大音量の音楽。

  　面食らいながらもその音楽に逆流するように中へ入る。狭いエレベーターホールとは一転、視界が拓ひらけ、兎田は目に飛び込んできた光景に啞あ然ぜんとした。

  　ビルのワンフロアを丸々利用しているのだろう。そこは広々とした空間だった。扉を開けてすぐ左手にはレジカウンターがあり、右手の奥には深い光こう沢たくを放つ木製のバーカウンター。天井には絢けん爛らんな照明飾りがぶら下がっている。そして特筆すべきはフロア中央、扇おうぎ状に配置された瀟しよう洒しやなテーブルと椅い子すが向いている先にあるのは、ひと通りの舞台照明とサウンドシステムが整ったステージで、ちょうど半円形劇場の様相を呈しているのだ。

  　そして、その店内に今もなお鳴り響いている音楽の出どころはといえば、勿もち論ろんステージ上。なんとステージではジャージ姿の綺き麗れいなお姉さま方が、これまた綺麗なお姉さま方で構成されたバックバンドの演奏するロカビリーに合わせて、華やかで愉たのしげなショーダンスを踊っていたのだ。五人の美女が息をピッタリ合わせたそのダンスは非常に完成度が高く、今でこそ練習用のジャージを羽織って取ってつけたようなスカートを腰に巻いているだけだが、然しかるべきステージ衣装に着替えたなら、その華々しさは観るものを虜とりこにするだろう。

  　ついついステージに見入ってしまっていた兎うさぎ田だだったが、はっと我われに返りここがどういう場所であるのかを理解した。

  　ここはいわゆる、キャバレーというところ。大人向けのショーに特化した娯ご楽らく酒場だ。

  「──は～い、オッケーオッケー。リハはバッチリね～。それじゃあオープンまで解散～」

  「「「「「は～い」」」」」

  　やがて演奏が止やみ、ダンスが終わると、ステージ前でそれを監督していた和装の女の人が声を上げる。するとステージ上のダンサーたちは色っぽく滴したたる汗を拭ぬぐいながら和気藹あい々あいと舞台袖そでへと引っ込んでいき、バックバンドのお姉さま方はステージ上に留とどまっておしゃべりを始めた。そしてその機を見計らい、お菊きくが親しげに声を掛ける。

  「ママー。高たか木ぎママー」

  　高木ママと呼ばれた和装の女性は振り返り、艶あでやかな笑みをぱっと咲かせた。相そう好ごうを崩すと口元や目元に皺しわが寄るが、不思議とそれが老化による衰おとろえの象徴には見えず、成熟された美しさすら感じさせる。なんとも色っぽい女性だ。

  「いらっしゃ～～～～い。待ってたわよ～～～。みんなもお久しぶり」

  「「「ご無ぶ沙さ汰たしてまーす」」」

  　どうやら兎と毛も成なりたちも高木ママと面識があるらしく、一様にお辞じ儀ぎ。兎田も一拍遅れでお辞儀をすると、高木ママは兎田に目を留めた。

  「あら、見ない顔。お菊ちゃん、この子が例の？」

  「はい。兎田くんです。──ウサ吉きちくん、こちらはここ『ハリウッド』のオーナーをしてる高木ママ。ママは私が一番辛つらかったときによくしてくれてね、私が道を踏み外さずに済んだのもママのおかげ。いわば私の恩人よ」

  　お菊の紹介を受け、高木ママは照れくさそうにしながらも昔を懐かしむように目を細める。

  「恩人だなんてそんな大層なものじゃないわよ。けどそうねぇ、まだどっちつかずだったあの頃のお菊ちゃんはホント荒れてたわよね～。毎晩がカーニバルだったものね～」

  「カーニバル？」

  「えぇ、血祭りよ」

  「ち、血祭りぃ!?　誰をですか!?」

  「誰って、ここいら界かい隈わいを闊かつ歩ぽしてたガラの悪いのを手当たりしだ　「はいはいスト～～～ップ！　ウサ吉きちくん、今はそんなことより大事なことがあるでしょう？」

  　お菊きくは高たか木ぎママの証言を遮さえぎって、ぐんと兎うさぎ田だに威圧的な笑顔を近づけてきた。

  　一体お菊の過去に何があったというのだろうか。なんだかとっても物騒な気配がしたが……。

  　しかしまぁ、今はお菊の過去の話は置いといて、

  「あ、えっと、それで、どうして僕たちはこのようなところに……」

  　いくら高木ママがお菊の知り合いとはいえ、なぜこんな場所へやって来たのか。兎田が説明を求めると、お菊はバスガイドのようにステージ方向へ手を伸べて、さらりと発表した。

  「うふふ、今日からここがウサ吉くんの練習場所。そして、あの方々が、ウサ吉くんのバンドメンバーよ」

  「「「よろしく～」」」

  　さっきまでショーダンスのバックバンドとしてベース、ギター、ドラムを務めていたお姉さま方三人が、にこやかに手を振った。

  「えええええええ!?」

  「事情を話したらね、おもしろそうだからって二つ返事でＯＫしてくれたわ。セミプロの姐あねさんたちが力になってくれるなんて、ウサ吉くんは運がいいわね～」

  　いやいやちょっと待って欲しい。自分なんかの個人的な戦いに協力してくれるなんてその気持ちは本当にありがたく、頭が下がる思いだが、部外者であるお姉さま方を文化祭のステージに立たせることなんてできるのか？

  　それに、セミプロを連れて来るのはちょっとずるくないか？

  　そんな懸け念ねんが兎田の脳のう裏りをよぎる。が、さすがというかなんというかそこは兎と毛も成なり。兎田の懸念を解消する策もすでに考案されていた。

  「大丈夫。お姉さま方にはちゃんと桃もも高こうの制服を用意して、それを着ていただく。文化祭実行委員の管理も意外と杜ず撰さんだから、あとは演出の一環として仮面を被かぶるなりなんなりして顔を隠しさえすればバレることもないでしょ。文化祭実行委員との接触は基本代表者だけだしね。ライブステージ出場のエントリーシートに書くメンバーの名義も、乃のノの香かのお力添えにより放送部の部員から拝はい借しやく済み。それとクリーンファイトの精神にのっとって、お姉さま方には高校生レベルにまで質を落として演奏していただくから。それならプロの力量に頼るということもなくなるからセーフでしょ？」

  　抜かりがない、とはまさにこのこと。文化祭でライブをするというストレートでシンプルな作戦を遂すい行こうすべく、その裏ではかなり用意周到に事を進めているらしい。やることの大胆さと緻ち密みつさに、感服を通り越して半ば兎田は呆あきれてしまう。

  　しかしそうなると、最後の懸念材料は一つ。

  「えっと、そ、それじゃあ、肝心のボーカルはどうするんですか？」

  　お姉さま方はあくまでバックバンドであり、ボーカルはいない。インスト系バンドという方向性もあるが、文化祭のライブでそれはウケが悪いだろう。やはり華であるボーカルは必要だ。

  　するといきなり、店内の照明がふっと落ちた。停電かと思いきや、暗くら闇やみの中で突とつ如じよドラムロールが鳴り響き、複数のフォローライトが店内の方々を彷徨さまよい照らす。そしてドラムロールが最高潮に達したそのとき、フォローライトがステージ上の一点、マイクスタンドへと収束し、

  「イッツミ───！」

  　そこにはなんと、乃のノの香かが立っていた。

  「え!?　乃ノ香先輩がボーカルを!?」

  「ア～イエ～っ！」

  　乃ノ香はマイクスタンドを抱だき寄せて、めちゃくちゃいい声で鳴く。姿は見えないがどこぞにいるのであろう照明さん共々ノリノリである。

  「乃ノ香は歌も上う手まいからね。おまけに桃もも高こうのアイドル梅うめ園ぞの乃ノ香がボーカルを務めるバンドとくれば、集客率、上がりそうでしょ？　ま、それ以外にも集客アップの秘策は考えてあるから、そっちの心配もしなくていいよ」

  　兎と毛も成なりの言うとおり、乃ノ香は桃高のアイドルである上に声を扱う分野に関しては申し分ない才能を発揮するだろう。対文化祭ライブ用のバンドのボーカルとしては、これ以上の人材はいないと断言できる。

  「乃ノ香先輩……やってくれるんですか？」

  「やらいでかっ！　それとも私には任せらんない？　自分でやる？」

  「いえいえいえいえ！　とんでもないです！　むしろほかにいないって感じです！」

  　というわけで、兎うさぎ田だと乃ノ香プラスお姉さま方三人衆による即席バンドの結成だ。

  「お膳ぜん立だては私らがやっといてあげるから、ウサ吉きちは自分の為なすべきことをする。いい？」

  　後方支援は兎毛成たちのおかげで万全。だからあとはひたすらに自分のやるべき事──つまりはライブに向けた練習に専念するのみ。

  「は、はいッ！」

  　こうして兎田は気を引き締めて、文化祭へ向けて動き出したのだった。

  

  　──それから約一週間と少々。学校が終わるとすぐに『ハリウッド』へ直行し、営業開始時間ギリギリまでステージを借りて猛特訓をする毎日が続いた。

  　ちなみに曲目はすべて、いつかこんな日のためにと兎田が密ひそかに書きためていたオリジナルである。作曲者の兎田はともかく、ほかのメンバーにとってはいわば初聴の曲で、楽譜をポンと渡してからたった二週間で合わせられるだろうかという心配もあったが、さすがはセミプロ。ドラム、ベース、サイドギターを担当するお姉さま方は、たった数日で難なく演奏してのけた。キーが低くて出ないところが多々あるという乃のノの香かの要望で急きゆう遽きよボーカルパートを手直ししたり、実は『ハリウッド』にいるお姉さま方は全員もれなくお兄さまであるという驚きよう愕がくの事実が判明したりはしたものの、それ以外はこれといったトラブルもなく日を重ねるごとにバンドとしての体裁は着実に整い、文化祭を四日後に控えた今現在、演奏のレベルはかなり高いものに仕上がっていた。お姉さま方なんて、いかに上う手まく演奏するかではなくいかに高校生が演奏しているかのように見せるかの工夫に熱意を注いでいるくらいだ。

  　つまりは準備万端。兎うさぎ田だの体感としては、もう明日がライブだとしても問題ない。

  「──さて、一いつ旦たん休憩しましょうか」

  　練習開始から一時間、サイドギターのお姉さまの一声を以もつて休憩に入る。

  　兎田はフロアにあるふかふかの椅い子すに腰を下ろして一息ついた。

  　見える範囲だと開店前の『ハリウッド』にいるのはいつも高たか木ぎママくらいで、あとはバンドのメンバーと金かねシュロがいるだけだから、演奏が止やめば店内は静かなもの。

  「──うん、後こう夜や祭さい始めるまでの間にちょっと時間あるでしょ？　その間もＢＧＭ流したいからさ、音楽選んでおいてよ。そうだね～、夕方だからメロウながらも、後夜祭前だからちょっとワクワクするような、疾走感のある感じのやつがいいんじゃないかなぁ～──」

  　少し離れたところで乃ノ香が放送部の部員と電話でやり取りしているのも、お姉さま方が最近の高校生の化粧の話をしているのなんかもわりかしよく聞こえて、広々とした空間に人の話し声がぽつりぽつりと咲いているのは耳にこそばゆい。滾たぎるような爆音に身を曝さらすのも好きだけれど、こうした休憩時間も練習中とのギャップを感じ、心地良かった。

  「よお、お疲れ」

  　声のしたほうを見ると、缶ジュースが飛んできた。兎田はそれをキャッチして、相変わらずボクシンググローブにビデオカメラルックの金シュロに礼を言う。

  　練習の邪じや魔まをしないようにと気を遣つかってくれているのか、はたまた文化祭の準備で忙いそがしいのか、兎と毛も成なりとお菊きくは『ハリウッド』にほとんど顔を出さない。けれどその代わりに金シュロが毎日のように兎田と乃ノ香に同行し、練習風景やこうした休憩時間にビデオカメラを回していた。きっと映画監督志望の身としては、ニューハーフキャバレーで演奏する高校生という画えがおもしろいのに違いない。

  　金シュロは一いつ旦たん撮影を止めると、兎田の向かいに腰を下ろして妙にしみじみと言った。

  「お前らスゲーよ。こりゃあ本腰入れて宣伝を打たねーとな。いち文化祭のいちバンドで終わらせるにはもったいなさすぎる」

  　いっつも悪態をついている印象の金シュロにそう言われると、なんだか照れくさい。とはいえやっぱり嬉うれしいので、兎田は恐きよう縮しゆくしつつ照れ隠しでジュースに口をつけた。しかし、

  「ただな、一つだけ重大な落とし穴がある」

  　何やら不吉なことを口走る金かねシュロ。

  「な、なんですか？」

  「お前、このままだと乃のノの香かに手柄を横取りされるぞ」

  　物騒な物言いだったので何かの冗じよう談だんかと思ったが、金シュロは真剣そのもの。なんのこっちゃと思ったが、金シュロの忠ちゆう告こくは正せい鵠こくを射いたものであった。

  「お前のギターは確かに上う手まい。が、そこまで音楽に詳しくない奴はバンドの各パートを意識的に聴くようなことはしない。ぶっちゃけボーカルしか見ないし聴かない。となるとだ、ボーカルの乃ノ香だけが目立って本来一番目立たなきゃいけないはずのお前がただのバックバンド扱いされてしまう可能性が非常に高い。ただでさえ乃ノ香は人気があるからなおさらだ」

  　あぁ、なるほど。横取りというと聞こえが悪いが、言われてみれば確かにそのようなことになりかねない。そういえば金シュロには、放送部の全国コンテストにて乃ノ香に栄えい誉よを奪われた形になってしまった過去があるから、兎うさぎ田だがそれと同じ轍てつを踏まぬようにという忠告なのだろう。手痛い失敗の経験者なだけにその言葉には説得力がある。

  「もっとハジけてもっと前に出ろ。自分の存在と技量をこれでもかってくらいアピールしろ。でないと評価なんて受けられっこないぞ」

  「け、けど、アピールだなんて、そんなの、どうすれば……い、一番苦手な分野ですよ」

  「そうだなぁ。とにかく目立つことが大事だからなぁ。まぁ、最低でもギター回しだったり、歯でギター弾くくらいはやらないとな」

  　ギター回しに歯ギターか……物置部屋でやらかした一生の大恥が脳のう裏りに浮かぶ。

  「い、や～、僕ちょっとそういうことは──」

  　できないと、そう言おうとしたのだが、

  「トモに聞いたぞ。そういうパフォーマンスも得意らしいな」

  「ッ!?」

  　物置部屋での一件に関しては他言しないとお互いに約束し合ったはずなのに、この裏切り。だったらこっちも兎と毛も成なり先輩の奇行をバラしてやろうかという邪じや念ねんも芽生える。

  「あと手っ取り早いのは奇抜な格好することなんだが……そうだ、知り合いに特殊メイクやってる奴いるから、顔だけでも布袋ほてい寅とも泰やすにしてもらうか。これは目立つぞ」

  「いやいやいやいや。いや、布袋さんは好きですけど、僕のこのひょろひょろの低身長に布袋さんの強こわ面もてが乗っかってたらヤバイでしょう。スリルありすぎです」

  「じゃあ志し村むらけんにするか？」

  「ちょっと、B'zビーズの松まつ本もとさんをディスるのはやめてください。僕大好きなんですから」

  　その後もああでもないこうでもないと金シュロと話したが名案は降ってこず、この話題は一時保留と相あい成なった。しかし金シュロの言うとおりこのままだと乃ノ香に食われかねないので、何かしらの対策は必要だ。この件に関しては家に持ち帰って宿題にでもしよう。

  「あーそれと、バンド名はどうするんだ？　保留になってたけどいい加減決めてくれ。でないと俺とトモが宣伝に乗り出せない」

  　兎うさぎ田だは指摘されて思い出す。そういえば練習に次ぐ練習の日々でドタバタしていたから、まだ正式にバンド名を公言していなかった。とはいえ口に出さなかっただけで、すでにこれと決めたものは前々からあったのだが。

  「あ、あ、はい。え～っと、せっかくなんで、僕がギターを始めたきっかけになったマンガのタイトルから拝はい借しやくしちゃおうかと思ってて」

  　兎田が答えると、金かねシュロは興味深げに片眉を上げた。

  「ギターを始めたきっかけ？　それがマンガなのか？」

  「はい、僕、とある軽音楽部のマンガに影響されてギター始めたんですよ。け、軽音楽部っていう部活に憧あこがれちゃって……」

  「軽音楽部のマンガ……？」

  　やはりこれを言うのは少し恥ずかしい。マンガに憧れてギターを始めただなんて、我われながら夢見がちというかなんというか、笑われても仕方ない。

  　しかし兎田が萎い縮しゆくする一方で、急に金シュロはビデオカメラを起動。そしてそれを兎田に向け、口早に尋たずねてきた。やや食い気味に、興奮したように。

  「それってもしかしてあれか？　軽音楽部のマンガなのに、ライブやら練習じゃなくて部員たちの日常をクローズアップした──」

  「あ、金かね城しろ先輩も知ってましたか。そうです。それです」

  　知っているのなら話は早い。兎田はそのマンガのタイトルを口に出す。

  

  「七なな元もとリュウっていう作者の、『脱だつ兎とリベンヂ』っていうマンガです」

  

  　七元リュウ著『脱兎リベンヂ』──それが兎田が、中学時代に出会ったマンガ。ギターを弾ければ友達もでき、軽音楽部で楽しい学校生活を送れるという勘違いも甚はなはだしい幻想を植えつけた問題の書。幸か不幸か兎田がギターに傾倒するようになった、そもそもの原典。

  　そのマンガのせいでギターを始めて嘲わ笑らわれたこともあったが、そのマンガのおかげで世界に抗あらがう術すべとしてギターを弾けるようになった。もし『脱兎リベンヂ』に出会っていなかったらそれこそなんの特技も持たず、卑ひ屈くつなままで、ただ世界に屈していたことだろう。

  「な、なので、そのタイトルをもじって、バンド名は〝脱兎リベンジ〟にしようかと……」

  　ただ好きなマンガだからというのではない。『脱兎リベンヂ』というマンガへの感謝と敬意──それがあるから、兎田は自みずから脱兎リベンジの名を背負おうと思ったのだ。

  「──くっくっく、はっはっはっは！　なるほどなるほど。そういうことか。お前にギターを持たせたのはあのマンガだったのか」

  　案の定、金かねシュロからは腹を抱かかえて笑われてしまった。

  　しかし金シュロは一ひと頻しきり笑い終えると、意外にも多弁にしゃべり出す。

  「軽音楽部の男子高校生の話なのにクローズアップされてるのが音楽的な要素じゃなくて登場キャラたちの日常や内面性の描写だったから、ネットでも退屈だのなんだのと散々叩たたかれて全然売れなくて、一年弱の連載の末に打ち切りになったんだよな。全三巻だったっけか」

  　その口ぶりからするに、実は金シュロも『脱だつ兎とリベンヂ』を読んだことがあるらしい。話がわかるならと、兎うさぎ田だはため息交じりに洩もらした。

  「ぼ、僕はそこがすごい好きだったんですけどね。登場キャラがみんなどこかしら影を持ってて、しょっちゅう対立もするんだけど、しっかり信頼関係が築かれていく過程も描かれてたりして。は、派手なイベントはないですけど、キャラクターのほんのささいな気持ちの揺れ動きまでがよく伝わってきて。そ、それで二作目も期待して待ってるのに、ずっと出なくて……」

  　作者である七元リュウは、『脱兎リベンヂ』以降、ただの一話も作品を発表していない。かれこれ『脱兎リベンヂ』の連載が終わって二年近くも経つのに、だ。一体次回作はいつになるのやら……なんて思いを馳はせていると、金シュロがとんでもないことを口にした。

  「[image: ]うわさによるとその作者、もう漫画家辞めようとしてるらしいぞ」

  　心臓が口から零こぼれ落ちるかと思った。

  「え？　どうしてですか!?」

  「三年前の恩おん学がく館かんコミック新人大賞──そこで編集部と審査員の大絶賛を受けて、異例の若さでデビューしたのが七なな元もとリュウだ。マンガのプロたちはその才能に舌を巻き、次世代漫画家の旗手の誕生を確信したらしい。そうして七元リュウは『脱兎リベンヂ』を引っさげて鳴り物入りで世に送り出されたわけだが、蓋ふたを開けてみれば編集サイドの期待と勝算とは裏腹に、読者から総スカンを食らった。まったく人気が出ず、売り上げも散々。初版から強気な部数と派手な宣伝で打って出たもんだから、大赤字まで出しちまった。ま、編集サイドと受け手の温度差なんてのはよくある話だよな。ただこの一件で、七元リュウは干ほされた。何十本というマンガの構想やネーム、ときには完成原稿まで編集部に提出し続けたものの、そのことごとくにボツを突きつけられた」

  　兎田は確信した。金シュロもまた七元リュウのファンであると。でなければこんなに詳しいはずがない。そして、だからこそ金シュロの話が単なる[image: ]ではないのだろうなという苦にがい予感が、兎田の口いっぱいに広がった。

  「それで……」

  「あぁ。もう心が折れちまったんだろな。何十本なんて、言うは易やすいがその一本一本は全身全ぜん霊れいを懸かけて生み出された己おのれ自身そのものだ。それを否定され続けるのは、つれーよな」

  　期せずして知らされた、大好きな漫画家のリタイア。

  　それはある意味兎田にとっての訃ふ報ほうで、やるせなさが身にしみる。けど、

  「……だ、だったらなおさら、僕が『脱だつ兎とリベンヂ』の名を背負わないと。だってそのマンガがなかったら、きっと僕は今ここにいないんですから」

  　落ち込んでばかりもいられない。七元リュウという漫画家が今後いなくなってしまうとしても、七元リュウという漫画家がかつていた意味まではなくしてしまいたくない。

  　だから自分が背負うのだ。おこがましいかもしれないけれど、脱兎リベンジのその名を。

  「あぁ、そうしろ。そのほうがおもしろいことになりそうだ」

  　勝手ながら兎うさぎ田だの中で熱を帯びた使命感を、金かねシュロはそう言ってあと押ししてくれた。

  「──うん、うん。そうそう。じゃあそういうことで。はい、よろしく頼むね～」

  　するとちょうど乃のノの香かが放送部員との電話を終えて、こちらに来る。

  「さて、バンド名も決まったことだし、俺は俺の仕事をするか。じゃ、またな」

  　それを一いち瞥べつした金シュロは、乃ノ香と入れ違うように帰っていった。

  　先程まで金シュロが座っていた席に、今度は乃ノ香が腰掛ける。

  「放送部の人ですか？」

  「うん。一緒に神み輿こしを担かついでくれる気のいい奴らだよ。あはははは」

  「た、ただでさえお忙いそがしいのに、こんな個人的なことに付き合わせちゃってすみません」

  「ええ？　や～だなぁ。好きでやってるんだってばぁ～」

  　乃ノ香は放送部の部長であり、本来ならばそちらのほうへ時間を割さかなければならないはずなのだ。にもかかわらず、乃ノ香は放送部の優先順位を兎田のために繰り下げてくれている。それがありがたくもあり、申し訳なくもあり、今いま更さらながら改めて頭こうべを垂れた。

  　けれど、だからこそ気になったので、兎田は思いきって訊きいてみた。

  「あ、あの、えと、乃ノ香先輩は、どうしてここまでしてくれるんですか？」

  　純粋な好奇心から訊いてみただけ、と言えば噓うそになる。去年の全国コンテストでの金シュロの件や金シュロが先程言っていたことを反はん芻すうしてみると、もしかして乃ノ香は自分の手柄を横取りせんがため協力してくれているのではという疑念が脳のう裏りにチラついてしまうのだ。

  　そもそもおかしいと思っていた。

  　兎と毛も成なり、お菊きく、金シュロの三人は、自分と共感できる部分があるからこそ協力してくれているのだろうなという漠然とした印象はあるのだが、こと乃ノ香に限っては自分と共通する部分など一ミリも見当たらない。男女問わず羨せん望ぼうを向けられるような容姿だし、性格は明るく人望もあるし、放送部の全国コンテストではその美声を活かして優勝までしているし、おまけに家は茶道の家元でお金持ちだ。兎田から見たら、乃ノ香はすべてを手に入れた成功者にほかならない。そんな人が、どうして自分なんかに手を貸す？　おかしいだろう。

  　そう考えると、やはり乃ノ香には下心があるのではないかと勘ぐらずにはいられなかった。

  　一体乃ノ香はなんと答えるのだろう。兎田は疑ぎ惑わくの目を向けて待つ。するとだ。

  「──……ウサ吉きちはさ、音楽で大成することを夢見たことはない？」

  　一瞬、乃のノの香かが消えてしまうかと思った。いつも賑にぎやかで、華やかで、太陽のような笑顔を振りまく乃ノ香が、叢むら雲くもに隠れる朧おぼろ月づきのような、淡く儚はかない微笑ほほえみを浮かべたのだ。

  「そ、そりゃあ、まぁ、な……くはないですけど……」

  　その微笑みの前では噓などつけず、兎うさぎ田だは本心を吐と露ろする。ギターはたくさん練習したし、唯ゆい一いつの武器だし、何より純じゆん粋すいに音楽そのものが好きだ。だから気の合う仲間とバンドを組んで音楽を作り、ライブをして、果てはスターになれたらなんて、そんなこと当然夢に見る。明確な意志も計画もないけれど、そんな青写真だったらいつでも懐ふところに忍しのばせてる。

  「私もね、ナレーターとかラジオのパーソナリティーとかアナウンサーになるのが将来の夢だった。声優なんかにも挑戦してみたかったし、それこそ歌を歌うのも興味があったんだ」

  　あぁ、これだけの才能と実績がある乃ノ香なら、今挙あげたどれにだってなれるだろう。きっと乃ノ香にとって声の仕事は、神が与えた天職だ。

  　けれど乃ノ香の言い回しに、ふと兎田は気掛かりを覚えた。

  〝将来の夢だった〟？　なぜ過去形なのだろうか。

  　その疑問を質ただすように兎田が乃ノ香を見やると、乃ノ香の微笑みに、儚さが増した。

  「けど、それは叶かなわないんだ。私は梅うめ園ぞの流茶道の家元、梅園家の長女として、流派を継ぐことを決められてるから」

  「え、あ、……」

  　言葉が、見つからなかった。

  「普通の学校に入って、髪染めて、放送部に所属して、はしゃぎたいだけはしゃいでしゃべりたいだけしゃべくり倒す……そんな自由が許されているのも高校生まで。あとたった一年ちょっと……高校を卒業してからはさ、梅園流の茶道家として和わ敬けい清せい寂じやくの世界で生きていかなきゃいけないんだ。厳格で、静せい謐ひつで、自由な会話すらままならない、そんな世界でね」

  　極々一般的なサラリーマンと専業主婦の間に生まれた兎田には想像もつかない、歴史ある旧家の事情。乃ノ香には夢があって、そしてそれを実現させるに足る能力も持っているのに、その夢を叶かなえられないなんて──。

  「だからウサ吉きちやトモや金かねシュロみたいに、評価されるべき能力があって、その能力によって切り拓ひらかれうる未来がある人たちが羨うらやましくてね、ついつい、そういう人たちに夢を見ちゃうんだ。勝手ながら、夢を託したくなっちゃうんだ」

  「…………ッ！」

  　そうか、それが乃ノ香が、自分なんかに手を貸してくれる理由。

  　兎と毛も成なりや金シュロのように能力を持ちながらにして認められず埋うもれている人間もいれば、能力を持ち認められながらも道を断たれた人もいる。

  　可能性がある分、救いがあるのは前者なのだろう。そしてどうしようもないのが後者なのだろう。だからこそ、後者である乃ノ香は、兎田に夢を託したのだ。

  　道も半ばで断たれた自分の代わりにその先を見てこいと、まだ道が続いてる兎うさぎ田だをあと押ししてくれていたのだ。

  「ただ私、そうやって人のために動くのが下へ手たくそみたいでさ、トモのときも、金かねシュロのときも失敗しちゃって。二人の力になるどころか、二人のことを傷つけちゃった。よかれと思ってトモに漫研入部を勧めたけど、ほかの部員さんたちと相性が悪くて辛つらい思いをさせちゃった。金シュロのこともなんとかしてあげたいと思って映画作りに誘ったけど、ますます金シュロのことを怒らせて、嫌われちゃった。空回りにもほどがあるよね」

  　そのばつの悪そうな苦笑いの下で、本当は泣いているのが手に取るようにわかった。

  　乃のノの香かは一体、どれほどの罪悪感と無力感に苛さいなまれただろうか。

  　兎田に今そうしているように、乃ノ香はかつても兎と毛も成なりと金シュロの助けになろうとしたのだ。類たぐい稀まれなるマンガの才能を持ちながら行き詰まっている兎毛成を漫研へと誘いざない、そして痴ち漢かんの濡ぬれ衣ぎぬを着せられた金シュロの名めい誉よを取り戻そうと映画作りを持ちかけた。けれどそのどちらもが功を奏さず、結果二人を傷つけた。

  「──だからこれが、三度目の正直。次は外さない。絶対成功させるから」

  　乃ノ香の鬼気迫るほどの真剣な眼まな差ざしが、兎田の疑念を射い落おとし散らす。乃ノ香は手柄の横取りを企たくらんでいるのではなどと邪じや推すいした自分を、兎田は本気で恥じ入った。

  　文化祭ライブの敢かん行こうは、自分個人の戦いだと思っていた。乃ノ香は単なるそのお手伝いだと思っていた。

  　けれど違った。乃ノ香もまた、この文化祭ライブに懸かけているものがあったのだ。

  　それは己おのが果たせなかった夢と、かつて友の力になれなかったことへの罪つみ滅ほろぼし。

  　だとするならば、成功させなければならない。このライブを。

  　自分の一人のためだけでなく、乃ノ香のためにも。

  「……れ、練習、再開しましょうか」

  「おう！　望むところさ！　──お姉さま～～～！　練習再開しま～～～すよ～～～！」

  　兎田と乃ノ香は互いに目を合わせ、頷うなずき合い、再びステージへ向かっていった。

  　そうして再開した練習で、兎田が搔かき鳴らすギターと乃ノ香の高らかな歌声は奇跡的なまでの調和を生み、これまで何度も兎田たちの演奏を傍で聞いていた高たか木ぎママがステージに釘くぎづけになるほどの音楽を轟とどろき渡らせていた。

  　二人は文化祭ライブの成功を確信した。

  　過信ではなく、最高の音を自みずからのものにしていたのだ。

  　が、しかし、兎田と乃ノ香が同じステージに立ったのは、この日が最後となってしまった。


  


   [image: ]５

  

  　文化祭を三日後に控えたこの日の昼休みになって、ようやく兎うさぎ田だは漫研へと顔を出してみることにした。バンドの練習に全力を注いでいたからこれまで漫研には来れなかったが、昨夜の『ハリウッド』での練習で満足のいく演奏ができたので気持ちに余よ裕ゆうができ、ちょっと様子を見に行きたくなったのだ。

  　さてどうなっているのかなと漫研のドアをくぐると、見覚えのある部室の様相はそこにはなく、室内は完全に文化祭仕様へと衣ころも替がえされていた。室内のほとんどを占しめていたあの作業机や腰掛けは端っこに寄せられ積み上げられて、見み栄ばえの悪いそれらを隠す衝つい立たてのように、展示用パネルが並べられている。その展示用パネルには、勿もち論ろん兎と毛も成なりの渾こん身しんのイラストが貼られており、大きいものになるとＢ２サイズのものまであるためかなりの迫力である。パネルに空きスペースがあることから察するに、これからまだ増えるのだろう。そして部屋の中央には長机とパイプ椅い子すが用意され、長机の上には兎毛成のマンガが置かれている。ゆっくりと椅子に座って読めるようにという配慮のようだ。部室の片隅に過去の漫研の作品を閲えつ覧らんできるコーナーがあるのは、あくまで漫研の出し物ですよというための文化祭実行委員へのポーズに違いない。でないとこの部室を私物化していると非難されても文句が言えないような状況である。

  　まぁ逆に言えば、それほど兎毛成の個展としての完成度が高い空間になっているわけで、兎田はちょっとした感動を覚えた。

  　よくもまぁ、たった一人しかいない同好会がここまでの出し物をプロデュースできたものだ。改めてその行動力には驚かされる。

  「──ん？　おぉウサ吉きち、久しぶり！」

  　そして、この企画の張本人たる兎毛成はといえば、なぜか化学の授業などで着る学校指定の白衣を羽織り、髪をカチューシャではなくヘアクリップで纏まとめ上げていた。さらには眼鏡めがねも着用しているため大人っぽい雰ふん囲い気きのアイテムで身を固めているのだが、いかんせん兎毛成の身体が小さすぎるのか白衣がダボついており、結局は「子どもが背伸びして大人っぽい格好をしている」といった趣おもむきが色濃く醸かもし出されている。

  　ともかくそんな格好で何をしているのかと思えば、真っ黒に汚れた手には墨ぼく汁じゆうの入った瓶びんと毛筆が握られて、兎毛成の足元には巨大な模造紙が敷かれていた。そしてその模造紙には、毛筆で描かれたマンガ絵が……。

  「コレ、ずっとやってみたかったんだよね。井いの上うえ雄たけ彦ひこ先生リスペクト。けど、やっぱムズイわ。こんなんじゃ先生の足元にすら及ばないどころか足元すら拝おがめない。……んがー！　悔くやしい！　ダメだダメだ！　こんなんじゃ全然ダメ！　やっぱ地道に落書きから始めよう」

  　どうやら展示用のイラストとして、筆を用もちいた一枚に挑戦していたらしい。その白衣も、墨汁で制服を汚さないための装いのようだ。

  　しかし筆でマンガ絵を描くのはなかなか難しいようで、兎と毛も成なりは地じ団だん駄だを踏んでいた。確かにその出で来き栄ばえは兎毛成がペンを用いて描く絵と比べてもだいぶ見み劣おとりするし、ましてや井上先生の描くものとは比べようとすること自体がおこがましいほどに雲うん泥でいの差があった。

  　けれど、ちゃんとそれを自覚しているあたりが兎毛成らしいと思う。

  「兎毛成先輩……ほっぺたに墨すみついてますよ」

  「む。──どう？」

  「あ、あ、余計ひどくなりました。黒ひげ危機一発みたくなってます」

  　あとこんなところも兎毛成らしいと思う。頰ほおについた墨を白衣の裾すそで拭ぬぐったら、口周りが余計に汚れてばつが悪そうにしていた。

  「……う、ウェットティッシュはそこにあるんだけど、今ちょっと手が離せないからなー！　どうしたものかなー！」

  「はいはい」

  　兎毛成は墨で手が真っ黒に汚れている上に、筆と墨入れを持って両手がふさがっている。なので兎うさぎ田だが代わりに兎毛成の顔をウェットテイッシュで拭ふいてやるのだった。

  　兎毛成は小さな顎あごをくっと差し出して、無防備にまぶたを閉じている。そのむにむにと柔らかなほっぺたに触れていると、なんだかドキドキしてしまう。

  「……綺き麗れいになった？」

  「えっ、……あ、も、もうちょっと待ってください。──はい、大丈夫です」

  　拭ふき終えると兎毛成はにかっと笑えんで、再び足元の模造紙へと向かっていく。今度はかっちりしたイラストではなく下書き無用の自由な落書きで、筆を走らせる兎毛成の横顔は、アスファルトにチョークを走らせる子どものように無む邪じや気きで、見ていて微笑ほほえましい。

  「それにしても、すごいですね。もうほとんど準備終わってるじゃないですか。ま、まだ準備日にすらなってないっていうのに」

  　兎田が改めて室内を見渡して言うと、兎毛成は相変わらず落書きしながら答える。

  「これまでお菊きくがほぼ付きっ切りで手伝ってくれたおかげだよ。準備日はみんなそれぞれクラスとか部活でやることもあるだろうから、準備日までには内装くらいは終わらせとこうと思ってたんだ。──それに、この文化祭を境さかいにマンガを描くのは一いつ旦たんお休みして、大学受験の勉強に専念するつもりだからさ、気合も入ろうってもんよ」

  「え？　そうなんですか？　て、てっきり漫画家への道を突き進むのだとばかり」

  　兎毛成の口から大学受験という言葉が出てくるのは、ちょっと意外だった。

  「はっはっは。別に大学に通いながらでも漫画家は目指せるよ。それにこんなご時世だから、漫画家になれなかったときのことを考えて大卒の保険くらいは持っときたいでしょ」

  　なるほど、言われてみれば正論だ。

  　それにしても兎と毛も成なりは猪ちよ突とつ猛もう進しん、脇目も振らず我が道を行くタイプかと思いきや、意外と現実的に先のことを考えているようだった。直感的な人かと思いきや用意周到に文化祭ライブへの作戦を立てたりしていたし、仲間のためにあえて準備日までに個展の準備をあらかた片づけてしまうその気配りも細やかだし、相変わらず二面性のある人である。

  　しかし何にせよ、兎毛成がなぜこんなにも文化祭の個展に力を入れているのかが理解できた。

  「だからいわば、この個展が私の集大成」

  　つまりはそういうこと。兎毛成にとってこの個展は、高校のマンガ生活の引退を飾るものなのだ。それを思うと、たくさんお客さんが来て欲しいと心底願う。どうせクラスの出し物には関わらないのだから、文化祭当日の空いた時間はなるべくこちらを手伝うことにしよう。

  「そういえば、金かねシュロから聞いたよ。バンド名、脱だつ兎とリベンジにしたんだって？　あのマンガ、『脱兎リベンヂ』をもじって」

  「あ、はい。……や、やっぱり変ですかね？」

  「いや、いいと思うよ。本当に。きっと七なな元もとリュウも喜んでるよ。評価も売り上げも散々だったけど、あの作品を描いた意味はあったんだってね。漫画家にとっては、これ以上ない手た向むけだよ」

  「そうだといいんですけど。──って、と、兎毛成先輩、早速顔が汚れてます」

  「い、今ちょっと手がー！」

  「はいはい」

  　兎うさぎ田だと兎毛成の昼休みは、こうしてゆるゆると過ぎていく。

  

  「こ、こんにちはー。今日もよろしくお願いしまーす」

  　放課後。兎田、乃のノの香か、金シュロの三人は、今日もまた『ハリウッド』へとやって来た。

  　すると脱兎リベンジのメンバーであるお姉さま方三人衆がステージの舞台袖そでからひょっこり顔だけ出して、乃ノ香を手招き。

  「乃ノ香ちゃ～ん、例のあれ、早速用意しておいたわよ～」

  「おぉ！　マジでございますか！」

  　乃ノ香は下ろしかけていたスクールバッグを再び手た繰ぐり寄せ、「殿方は練習の準備しといて～」と言い残し、軽やかなスキップで舞台袖へと消えていった。一体何をしているのやら。もっともこんな、乃ノ香の天てん真しん爛らん漫まんな行動は今に始まったことではないので兎田と金シュロはさして気にしない。なので練習の準備をしていると、少し経ってから、

  「お・待・た・せ～」

  　なんて乃ノ香の声がしたので面おもてを上げてみて、兎田と金シュロは思わず二度見。どころか噴き出しそうになった。笑い的な意味合いでではなく、性的な意味で。

  　モデルのような足取りでステージから下りてきた乃ノ香の装いは、なんと見み目め麗うるわしく、そして官能的であることか。

  　先程まで纏まとっていたはずの制服をすべて脱ぎ捨て、今その肉感的な体たい躯くを包むのは、なんとスクール水着一枚。そして艶なまめかしくうねる細腕の先には腕輪のようにカフスが、スラリと扇せん情じよう的に伸びた脚にはニーハイソックスとハイヒールが、滑らかな鎖さ骨こつが浮き彫りになった首には首輪のように襟えりと蝶ちようネクタイがそれぞれあしらわれており、極めつきは頭頂部から生えたウサギの耳と、たわわなお尻しりに揺れるファーボンボンのしっぽ。要するに乃のノの香かは、バニーガール衣装で兎うさぎ田だと金かねシュロの前に現れたのである。

  「バンド名が脱だつ兎とリベンジに決まったからねぇ～。それにちなんだステージ衣装をお姉さま方にお借りしてきやした！　ライブ当日にこれ着て演やったら盛り上がること請うけ合い！　っていうかお捻ひねりももらえるレベルでしょ！」

  　なんともエロス漂うあられもない格好をしているというのに、乃ノ香は恥ずかしげもなく兎田たちのすぐ真ん前までやって来て、ゆさっと豊満な胸を張った。そして狼ろう狽ばいしまくる兎田を他よ所そに、あまつさえ色っぽいポーズまでとり、金シュロを挑発する。

  「どうよ金シュロ、このナイスプロポーションとセクシーな衣装は。よだれもんだろ～？　撮影意欲をそそるだろ～？　本気で口く説どいてくれればグラビア撮影も考えてやらないこともないぜ～？」

  　その堂々とした振る舞いは、自分に自信があるからこそできるのだろう。とはいえ乃ノ香のその姿は自信を持って然しかるべき逸いつ品ぴんで、そんな態度も鼻につかないどころかむしろある意味ご褒ほう美びですらあった。が、どぎまぎして色々と昂たかぶっている兎田とは対照的に、挑発された当の金シュロは驚くほど淡たん々たんとしていて、それどころか不満げですらあった。

  「……胸の露出が少ない。脚あし刳ぐりが低い。やや肉づきが甘い。あと身長がないから脚線が今ひとつ。つーかそれスクール水着だろ。もしかしてタイツじゃなくてニーハイを選んだのはスク水がローレグだからか？　中途半はん端ぱなことしやがって。バニーガールなめてんのか。正規のチューブトップレオタードと網タイツで出直してこいよ。六十五点」

  　スゲエこの人、これにダメ出しするなんて目が肥こえすぎ……兎田は本気でそう思った。

  「こやつ、眉一つ動かさずによくもずけずけと……。だってしょうがないじゃ～ん。学校指定のスク水だからこそ衣装として押し切るつもりなんだから。ガチのチューブトップレオタードなんて着ちゃったらアウトに決まってるだろ～？」

  　どうやら乃ノ香は文化祭ライブのステージ衣装としてバニーガールを選んだらしいが、いやいや、スクール水着だろうと十分アウトだ。

  「いいもーんだ。ウサ吉きちに褒ほめてもらうから」

  　乃ノ香は金シュロにあっかんべえをし、今度はウサ吉の前にピョンと立つ。そしていつもどおりのあっけらかんとしたテンションで、エロス漂うポーズを取った。しかしだ。

  「どっおー？　似合う～？　見み惚ほれちゃったかな～？　ちょっとウサ吉には刺激が強すぎ？　あはははははは！　──って、ウサ吉きち、どうしたの？　尋じん常じようじゃないくらい顔真っ赤だよ」

  「う、あ……えと……」

  　兎うさぎ田だは金かねシュロほど達観していない。普通の健全な高校生男子だ。だからそんな、目のやり場に困るような姿で豊満な美女に詰め寄られてクールでいられるわけもなく……、

  「？」

  「あ、そ、その……す、すごく似合ってます！　可愛かわいいです！」

  　正直素直な感想を絞り出しつつも気恥ずかしさのあまり乃のノの香かを直視できず、兎田は自分のつま先へと目を逸そらしてしまった。乃ノ香は褒ほめ言葉にも慣れているだろうからへっちゃらだろうが、兎田にとっては女の子への賛辞など勇気を振り絞ってようやく口に出せたもの。言う前も恥ずかしかったが、言い終えたあともまた別の気恥ずかしさがぐつぐつと煮えたぎり、耳が溶けそうなほどに熱い。きっと自分は今、茹ゆで蛸だこのようになっていることだろう。

  　からかわれるのだろうなぁと、そんなことを思った。けれど予想に反し、いつまで経っても乃ノ香からの応答がない。

  　不審に思い、どうしたのだろうと視線を乃ノ香の顔へと上げてみる。と、

  「──……お、あ、うん。ありがと。……てか、そんな真剣に答えられちゃうとこっちまで恥ずかしくなってきちゃうんスけど……」

  　乃ノ香はそう言って、どういうわけか紅こう潮ちようした頰ほおをぽりぽりと搔かきながら目を泳がせていた。まるで鏡合わせをしたように、兎田と乃ノ香は等しく赤面し合っていたのだ。そしてその一部始終をしっかりビデオカメラに収めていた金シュロがついにゲラゲラ笑い出し、それに便乗するようにして乃ノ香もようやく本来の調子を取り戻す。

  「あ、あはははは！　いや～末恐ろしい子だよウサ吉は。この天然ジゴロめ！　とりあえず金シュロ、上着を貸しなさいッ」

  　乃ノ香の意外な一面を垣かい間ま見た気がした。乃ノ香にとってバニーガールコスは、自信があったから着たのではなく、ある意味ジョークであったのだろう。なのに兎田が大真ま面じ目めに乃ノ香の女の部分に赤面してしまったものだから、そのあたりに無自覚だった乃ノ香にも恥じらいが芽生えてしまったらしい。

  　乃ノ香はいそいそと金シュロのブレザーを羽織り、晒さらしていた艶えん容ようを隠すのだった。もっとも、ほんのり頰を染めつつ水着の上にブカブカのブレザーを羽織っているその姿も、それはそれで扇せん情じよう的だったりするのだが。

  「さ、練習しよ練習！　衣装よりも大事なのはそっちだから！　いつまでも鼻の下伸ばしてんじゃないよ男ども！」

  　どっちが先に衣装の話なんて持ち出してきたのやら。しかしまぁ乃ノ香の言うとおりいつまでも遊んではいられないので、兎田は練習モードに意識を切り替える。文化祭まではあと三日。脱だつ兎とリベンジの演奏がすでに仕上がりを見せているとはいえ、気は抜けない。

  　お姉さま方はすでにステージでスタンバイしている。乃のノの香かも今、ヒラリとマイクスタンドの前に立った。なので兎うさぎ田だもギターを担かつぎ、ステージへ上がっていこうとした。

  　そのときだった。それは、突然訪れた。

  「──ごめんなさい。まだ営業時間になっていないのですが、なにか御用でしょうか？」

  　店の入り口のほうで、そんな声が聞こえた。高たか木ぎママの声だ。

  「えぇ、近頃こちらに身内が出入りしていると小耳に挟はさんだものですから」

  　次いで聞こえてきたのは、鋭く険のある、老女の声。その声には聞き覚えがない。

  　何事かと振り返ってみると、店の入り口のところに、付き人らしき男を二人引き連れた和装の老女が立っていた。老女といっても背筋がすっと通っており、佇たたずまいや顔立ちは洗練され、気品の感じられる柳やなぎの古木のような人だ。和装ということで高木ママの知り合いかとも思ったが、先の言葉のやり取りからしてそれはないだろうし、現に今も、高木ママは中央フロアへ歩を進めるその老女に戸と惑まどいの目を向けている。

  　何者だろうか。しかし胡乱うろんな空気が流れたのもつかの間のこと。

  「一体何をしているのです。乃ノ香」

  「せ、先生……」

  　ステージ上、マイクスタンドの前に立っていた乃ノ香が、血の気の失うせた唇を震ふるわせた。

  　そして兎田の隣からは、金かねシュロの舌打ちが鳴る。
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  「まずいな。ありゃ乃のノの香かのばあさんで、梅うめ園ぞの流の現当主だ」

  　金かねシュロの耳打ちで、兎うさぎ田だは乃ノ香と老女の関係性を把は握あく。そして両者の表情を見比べて兎田の胸中に訪れたのは、不吉な予感。静かなる剣幕を湛たたえた当主と、子犬のように萎い縮しゆくし怯おびえている乃ノ香。よもや当主が乃ノ香にエールを送りに来たのではないことくらい、嫌いやでもわかる。

  　当主はざっと『ハリウッド』の店内を見渡し、高たか木ぎママと脱だつ兎とリベンジのお姉さま方三人衆に目を細め、そして最後に乃ノ香の格好に眉み間けんの皺しわを刻むと、無遠慮に言い放った。

  「恥を知りなさい。全国に一千人の門下生を抱かかえる我が梅園流……その次期当主たる貴女あなたのその軽率な行おこないが、門下生全員の顔に泥どろを塗るに等しいことと承知ですか」

  　それは由緒正しき茶道の家元、梅園家の当主が、不出来な跡継ぎに向けた容よう赦しやない糾きゆう弾だん。背筋が凍るほどに冷厳な叱しつ責せき。

  　格式高い梅園流──その跡継ぎたる乃ノ香がこのような店に出入りし、あまつさえニューハーフとバンドを組むなど許されざることなのだろう。

  　兎田は、どこかで乃ノ香の境遇のことを甘く見ていたのかもしれない。ただ代々続いてきた家業を継ぐ──その程度の認識しかなかった。けれど、積み重ねた歴史と、受け継いできた伝統と、門下生を抱える家元としての責任は、そんなに軽いものじゃない。そのことを、今痛烈に思い知らされた。同時に、乃ノ香という女の子がどれほどの重責と不自由の最さ中なかであの天てん真しん爛らん漫まんな賑にぎやかさや屈託のない笑顔を振りまいていたのかを、ようやく理解できた。

  　けれど、だからこそ、兎田が口を挟はさめる問題ではない。俯うつむき震ふるえる乃ノ香のそばに行ってやりたかったが、兎田にはただ事態の推移を見守ることしかできない。

  「どうしてもと必死に頼むものですから高校を卒業するまでは好きにさせてきましたけれど……どうやらそれは、貴女あなたを付け上がらせただけだったようですね。少し貴女とは話をする必要があります。早く着替えてきなさい。帰りますよ」

  　当主は嘆たん息そくすらも高圧的で、口答えの余地すら与えない。乃ノ香が畏い怖ふするのも無理はなく、言われたとおりに乃ノ香が帰るであろうことも容よう易いに想像がついた。

  　が、俯いていた乃ノ香は、当主ではなくまず兎田に一いち瞥べつをくれた。そしてほんの刹せつ那なの間兎田と視線を交こう錯さくさせると、当主をまっすぐ見み据すえ、恐こわ恐ごわと、けれどはっきりと言葉を返した。

  「まだ、練習があります」

  　なんと乃ノ香は梅うめ園ぞの流の次期当主ではなく、脱兎リベンジのボーカルを選んだのだ。

  　乃ノ香がそれを言葉にするのにどれほどの勇気を振り絞ったことだろう。

  　しかし当主は、そんな乃ノ香の勇気すらも一いつ蹴しゆうする。

  「……あくまでも、その音楽とやらをやるおつもりですか。ならば結構。貴女の転校の手続きを進めます」

  「「「ッ！」」」

  　その発言には、乃のノの香かだけでなく兎うさぎ田だも金かねシュロも息を飲んだ。

  「どうしても文化祭とやらで演奏をしたいというのであれば、どうぞご自由に。ですがそうした場合、即転校の手続きを進めます。私がかねてから推奨していた、全寮制の女学校にね」

  　いくらなんでもそれは単なる脅おどしだろうと思った。けれど当主は淡たん々たんと今後の応対を明かしたあと、乃ノ香の出方を見もせずに「よくお考えになることですね」とそれだけ言い残し、付き人共々さっさと帰っていってしまった。

  「…………」

  　嵐が去ったあとの静せい寂じやくと、うかつに声を出すのも躊躇ためらわれる重い空気が蔓まん延えんしたが、それを破ったのは乃ノ香自身。

  「……ゴメン、ちょっと時間をもらうね」

  　そう言って乃ノ香は一人、足早に化粧室のほうへと消えていった。さすがにその背中をビデオカメラで追うことは躊躇われたのか、金シュロは液晶モニターを閉じてぼやく。

  「あのばあさん、本気だろうな」

  　金シュロの言うとおり、乃ノ香の反応や、当主のあの選択の余地だけを与える突き放し方を見ると、本気なのだろう。もし文化祭でライブをしようものなら、乃ノ香は転校させられる。当主が選んだ全寮制の女学校に。そしてあの当主のことだから、きっとその学校には乃ノ香が望む自由はないのだろう。そこはまさしく、鳥とり籠かごのようなところなのだろう。

  「クッソ、代わりのボーカル考えねーとな」

  　切せつ羽ぱ詰まったようにボクシンググローブで頭を搔かきながら、金シュロは言う。そして兎田も自然とその意見に同調し、乃ノ香の代わりのボーカルのことを考え始めていた。

  　とはいえど、文化祭まではあと三日しかない。今から観客を盛り上げられるほどの歌唱力を持ったボーカルを見つけることなどできるだろうか。いや、よしんば見つけられたとしてもオリジナルの楽曲を一から覚えてもらわなければならない。それには時間が足りなすぎる。となると一番現実的なのはお姉さま方三人衆のうちの誰かに歌ってもらうことだが、何だかんだで彼女らの肉体は男性。オリジナル楽曲のキーを原曲で出すのは、おそらく厳しい。全体的にキーを下げてしまえば歌うことも可能といえば可能だが、それでは曲の魅力が大幅に下がる。観客を盛り上げられるとは到底思えない──。

  　考えれば考えるほど、手に汗が滲にじむ。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

  　ここまで順調に来ていたから想像だにしていなかったけれど、もしかして自分は、文化祭ライブを成功させることなんてできないんじゃないか……そんな不安が、強烈な現実味を帯びて迫ってくる。しかしだ。

  「さーって！　茶道家の襲来によって文字通り茶々入れられちゃったわけだけど、気持ちをサクっと切り替えて練習しますか！　文化祭まであと三日！　ラストスパートかけるよ！」

  「「ッ!?」」

  　兎うさぎ田だも金かねシュロも目を見開き、声のしたほうを振り向く。そこではなんと、化粧室から戻ってきた乃のノの香かが元気いっぱいに笑っていたのだ。あまつさえ、文化祭ライブへの出場を嘯うそぶきながら──。

  「な、何言ってるんですか！　転校させられちゃうんですよ!?」

  「んー、まーねー。先生なら本気でやるだろうねぇ。あははははは。けどさ、約束したじゃん。『次は外さない。絶対成功させるから』って」

  　脳のう裏りをよぎる、昨日の一幕。確かに昨日乃ノ香はそう言った。乃ノ香は己おのれが果たせなかった夢を兎田に託し、そして、かつて友の力になれなかったことへの罪つみ滅ほろぼしを果たそうとしている。この二つの想いを同時に叶かなえるための断固たる決意が、その約束なのだ。

  　ただ……、

  「ぜ、絶対ダメです！　だ、だってそんなことをしたら、乃ノ香先輩の自由が……！」

  　今この状況でその約束を守るには、代償があまりにも大きすぎる。

  　乃ノ香が茶道の世界に身を置くまでのあとたった一年ちょっと──それが、乃ノ香が自由でいられる猶ゆう予よ期間。その猶予期間を乃ノ香は、一般的な公立校の放送部という梅うめ園ぞの家けのしがらみから解放された場所で、兎と毛も成なりたちや放送部員たちと、大切に大切に過ごそうとしていたはずだ。けれど、兎田との約束を守るべく文化祭ライブのステージに立てば、それが失われる。おそらく乃ノ香の人生において、最後の猶予期間が……。

  　そんなの、奪えるはずがない。奪っていいはずがない。これは自分の個人的な戦いなのに、いくら協力者とはいえ乃ノ香にそこまでの犠ぎ牲せいを払わせるなんて間違っている。

  　それに何より、乃ノ香のことを信頼しているからこそ、仲間だと思っているからこそ、自分なんかのために傷ついて欲しくない。傷つけたくない。傷つけてはいけない。

  　けれど──、

  「だってほかにいないんだよ？　本番間近だっていうのに、今からじゃボーカルをこなせる人なんて見つかりっこない」

  　乃ノ香が突きつける現実。

  　そう、今からじゃまともなボーカルなんて見つかるはずがない。それは自分でも出した結論で、反論の余地も無いし、すべてを丸く収める代替案も思い浮かばない。

  　兎田が言葉に窮きゆうしていると、乃ノ香はどこか達観めいた微笑ほほえみでため息をついた。

  「ね？　私がやるしかないんだよ。それともウサ吉きち、自分で歌える？」

  　はっとして、しかしすぐに兎田は内心で頭を振った。きっと乃ノ香は一つの案として口から出任せに放言しただけなのだろう。深い意味はないはずだ。

  　そう思ったが、しかし、次いで出た一言は兎田を驚きよう愕がくさせる。

  「嫌いやなんでしょ？　コンプレックスなんだよね？」

  　心臓を鷲わし摑づかみにされたようだった。

  「……き、気づいてたんですか……？」

  「殊こと更さら〝声〟に関しては耳ざとい質たちでして」

  　狼ろう狽ばいする兎うさぎ田だをからかうように、乃のノの香かは自みずからの耳を指先でつまむ。

  「ま、意識的に低い声を作って、話し方に妙なクセがついてまで地声を隠してるくらいだから、コンプレックスなんだろうなぁ～って思って今まで触れなかったけどさ」

  　そうか、乃ノ香はすべて見抜いていたのか。その上でこれまではあえて言及せず、そして今になって引き合いに出してきたのか──。

  （ずるいなぁ……）

  　心底そう思う。そこまで見抜いているならばきっと、歌えないことはないのも見抜いているのだろう。

  　そう、これまで脱だつ兎とリベンジが練習してきた曲目を、兎田はすべて歌える。当然だ。なぜなら自分で作曲した曲だし、自然と自分が歌えるキーで作曲を行おこなっていたのだから。

  　けれど〝歌える〟というのは、そのキーで発声できるという意味であって、人様に歌って聴かせられるほどの歌唱力を持っているという意味では断じてない。兎田が歌えるのは、この声でだ。中学時代に散々バカにされ、桃もも高こうではふとした瞬間に発してしまったときに裏声だのヘリウムガスなどと気味悪がられたこの声だ。コンプレックスでしかないこの声だ。この声でしか、あの楽曲は歌えない。

  　そしてそれを見越して乃ノ香は兎田に問うたのだろう。

  〝歌えるか？〟と──。

  　乃ノ香のことをずるいと思ったのはそれが理由。

  　おっしゃるとおり、こんな声で人前で歌えるわけがない。

  　だから兎田には、乃ノ香を止めることができない。乃ノ香に頼るしかない。乃ノ香の自由と引き換えに、乃ノ香に歌ってもらうしかない──。

  「…………」

  「さ、時間も勿もつ体たいないし練習始めよう！」

  　乃ノ香は兎田の肩を優しくポンと叩たたくと、動こうとしない兎田に、殊こと更さら明るく笑いかける。

  「だ～い～じょ～ぶっ！　私は私の意志で歌うんだよ。嫌いや々いやだとか、引っ込みがつかなくなったからじゃない。むしろ可愛かわいい後輩のために一肌脱げるだなんて誇りに思うくらいだよ。後悔なんて絶対にしな──」

  

  「　　　歌います　　　」

  

  　それは、甲高い声だった。どのように甲かん高だかいか、それを形容する言葉は人によって様々だろう。なよなよとした声、女か子供のような声、今にも死に絶えそうな声、鶏にわとりの首を絞めたような声、宇宙人のような声、ヘリウムガスを吸ったような声、裏声……ただ、少なくとも乃のノの香かにはその声が、一匹の獣けものが上げた雄お々おしき咆ほう哮こうに確かに聞こえていた。

  　しかし無論、こんなところに獣なんて物騒なものはいやしない。

  　乃ノ香の目の前でそう甲かん高だかい声を上げたのは、一匹の兎うさぎだ。

  「僕が自分で歌います」

  　兎うさぎ田だは、もはや低い声を作ったりせず、ありのままの地声を紡つむぐ。

  「……歌えるの？」

  　念を押されたが、正直に言えば嫌だ。これまで散々嘲わ笑らわれてきたのに歌いたいと思うわけがない。これから一生ものの恥をわざわざ作るのかと思うと死にたくなる。

  「はい」

  　けれど、それでも歌うということに迷いはなかった。

  　コンプレックスだからと歌わずに乃ノ香の自由を奪うなんてのはやはり間違っている。自分個人の戦いで、乃ノ香を傷つけていいはずがない。それにもし乃ノ香の自由と引き換えに文化祭ライブを成功させたとしても、それは絶対素直に喜べない。

  　だから自分が歌う。それが筋だ。歌えないことはない。今までは歌おうとしなかっただけのこと。その結果自分が恥をかく？　文化祭ライブで観客を盛り上げられないかもしれない？　上等だ。そうなったのなら所しよ詮せん自分はそれまでの男だったというだけの話なのだ。

  「……それじゃあ、歌ってみせてくれる？」

  　乃ノ香に求められ、兎田はギターを引っ摑つかんでステージに上がる。そして、左サイド後方だった今までの立ち位置とは違い、ステージのど真ん中最前列、マイクスタンドの前に立つ。

  　乃ノ香は勿もち論ろん、金かねシュロと高たか木ぎママの視線が一身に集まる。背後からはお姉さま方の視線も感じている。これほどまでに注目されるのは初めての経験だ。そんな中で自分のコンプレックスをさらけ出すのは並なみ大たい抵ていの恐怖ではない。

  　が、こういうのは怖がったり照れたりして中途半はん端ぱになるのが一番みっともない。それにそんなみっともない姿を乃ノ香に見せたら、やっぱり私が歌うなどと言い出しかねない。

  　だから本気で歌う。この、他人からしたら耳みみ障ざわりなのであろう声を全力で絞り出す。

  　そうやって、乃ノ香が安心してボーカルの座を降りれるようにしてやる──。

  

  　ドラムのカウント、

  　跳はねるようなベースに寄り添い滑り出すツインギター、

  　疾走するイントロ、

  　そして、──……

  

  　脱だつ兎とリベンジの奏かなでる爆音が氾はん濫らんする『ハリウッド』の店内。

  　兎うさぎ田だは、確かに歌っていた。

  　そしてその場にいる全員、事の成り行きを静観していた高たか木ぎママも、ビデオカメラを構えていた金かねシュロも、共に演奏をしているお姉さま方三人衆すらもが、歌うというよりもむしろ絶叫に近い兎田のその声に耳を奪われ、驚きよう愕がくと動揺を隠せずにいた。

  　ただ一人、乃のノの香かを除いては……。

  「──……ははっ、歌えないはずがないとは思ってたんだ。けど、さすがにこれは予想外」

  　そんな乃ノ香の呟つぶやきが、誰かの耳に届くことはない。

  　今この空間の音を支配しているのは、ほかの誰でもなく、兎田だからだ。
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  　桃もも高こうの文化祭には準備日が二日間用意されており、今日はその一日目。終日授業もなく、生徒たちは文化祭の準備に追われていた。資材を持った生徒があちこちを駆け回り、教室という教室、廊下という廊下で日曜大工のように装飾物の制作が行おこなわれ、校内は雑多な活気で満ち満ちていた。

  　兎田のクラスはベタに喫茶店を出店することになったそうだが、兎田には基本的にこのようなクラスの行事に入り込む余地などないので、男女入り交じりキャッキャと盛り上がっているクラスメイトたちを他よ所そに、教室の端っこで一人、紙コップやら紙皿の開封という地味かつ必要性の非常に薄い作業に従事していた。すると、ケータイに兎と毛も成なりからメールが入った。内容は、顔を出せるときでいいから一度漫研に顔を出して欲しいというもの。

  　ナイスタイミングだ。兎田はこれ幸さいわいと教室を抜け出して、漫研の部室に向かった。

  

  　いつもは人ひと気けのあまりない部室棟にもまた、結構な生徒が行き来していた。きっと普段はロクに活動していない部や同好会も、文化祭ばかりはと張り切っているのだろう。

  　兎田が漫研に来てみると、兎毛成はいつもどおり黒板前の作業机にいた。もっとも、

  「スー…………スー……ん、…………」

  　ペンも眼鏡めがねもカチューシャも傍かたわらにほっぽり出し、突つっ伏ぷして午睡中であるが。

  （起こしちゃ悪いな……）

  　急ぎの用事でもなさそうだったし、また出直そうと兎うさぎ田だが静かに踵きびすを返した途端、その気配に感づいたのか、兎と毛も成なりの体がピクリと跳はねて、そしてもぞもぞと起き出してきた。

  「ん、……んー……」

  「あ、すみません。起こしちゃいましたか」

  　乱れた髪を手ぐしで流し、むにゃむにゃと欠伸あくびを嚙かみ殺しながら兎毛成は顔を上げる。

  「や、ヘーキ平気」

  　とか目を擦こすりながら言っているが、よくよく見てみると、その目は妙に充血している。おそらくは、睡眠時間を削って文化祭のためにペンを執とっているのだろう。作業机にはいまだ完成していないイラストがあり、作品の進しん捗ちよくはカツカツであることが容易たやすく想像できた。

  　悪いことをしてしまった。もう少し寝かせておいてあげたかった。罪悪感がチクリと疼うずく。

  「それで、用っていうのは？」

  「うん、ポスター貼るのを手伝って欲しいんだ」

  　兎毛成は脇に置いてあった紙袋を持ち上げた。どうやら漫研のポスターがその中に入っているらしい。ただでさえ文化部の出し物はほかの華々しい出し物に負けて埋うもれがちになってしまうから、ポスターを貼って積極的に広告するのはイイ手だ。

  「勿もち論ろん、お安い御用です」

  「さんきゅー。貼るポスターは二種類ね。これと～、これ」

  　兎田が快かい諾だくすると、兎毛成はニヤリと得意げに口の端を吊り上げ、二枚のポスターを紙袋から差し出した。漫研のポスターを二種類も作ったのかと思いきや、兎田はすぐに目を剝むいた。

  「え、これって！」

  「なかなかカッチョいいでしょ？」

  　差し出された二種類のポスター。一枚は漫研のものだが、もう一枚はなんと、兎田のバンド、脱だつ兎とリベンジのポスターだった。バンド名のロゴが入り、くたびれたスーツを着たウサギが葉巻のようにニンジンをくわえ、したり顔でギターを構えているというエッジの効いたイラストが描かれている。当然めちゃくちゃ上う手まくて、めちゃくちゃカッコイイ。

  「これを、僕のために!?　わざわざ!?」

  「ふっふっふー、しかもこれ、ただのイラストにあらず。よ～く見てみて」

  　兎毛成に促され、兎田は改めて隅々にまで目を凝こらす。と、ギターを構えたウサギの手元、ぱっと見ピックかと思いきや、それは二次元バーコードになっていた。それに気がつくと兎毛成が催さい促そくするので、兎田はケータイでその二次元バーコードにアクセス。

  　すると飛ばされたのは、とある動画サイト。

  　まず映像として流れてきたのは、何やら見覚えのあるステージだった。

  「……ん？　……んんっ？」

  　そして次々にカットが切り替わり、テンポよく映像が流れる。が、その絵は見覚えのあるドラムセットやベースや音響機材で、そして、何やら後ろ姿や服装なんかに見覚えのある人たちが楽器を構えたかと思うと、始まる演奏。しかもそれも聴き覚えがあるどころか耳にタコができるほど聴き慣れたイントロで──というか、脱だつ兎とリベンジの曲であった。

  「あッ！　これ僕たちだ！」

  　兎うさぎ田だにはこの映像が『ハリウッド』にいる自分たちであることがわかった。しかし実際の映像では、絶妙なカメラワークで演奏者たち──つまりは兎田たちの顔は一切映っていない。メンバーたちの後ろ姿や楽器を演奏する手元、体たい躯くなどばかりがクローズアップされているのだ。

  　しかしその、正体不明な感じがかっこいい。演奏者や楽器や音響機材の要所要所をピンポイントで捉えた映像が斬ざん新しんなエフェクト処理によって昇しよう華かされ、走りだした音楽に合わせてスピード感たっぷりに咲き乱れては消えていく。熱を秘めた音楽と洗練された映像の融合は躍動的で、見る者を惹ひきつけて離さない不思議な魅力を放つ。そしてイントロから、いよいよ歌い出しに入ろうとするその間ま際ぎわ、最後に一瞬だけ、マイクを持ってカメラ目線でウインクをした乃のノの香かの笑顔が見切れ、暗転。同時に音も消失。来るぞ来るぞと期待させておいて歌はおあずけという、なんともニクい演出を以もつて、文化祭の日時とライブの開始時間、そして脱兎リベンジの名前が浮かび上がる。

  「すごい……」

  　兎田の胸を満たしたのは、映画の予告編を見たときとまるで同じワクワク感。それは脱兎リベンジの文化祭ライブ用宣伝動画──いわゆるトレーラーだったのだ。

  「名づけて、謎なぞの大型バンドプロモーション大作戦～。あえて情報を絞ることにより受け手の興味を引いておいて、その上で乃ノ香の存在を仄ほのめかすってのがミソね。乃ノ香は学校で人気あるから、乃ノ香が何かをしでかすんじゃないかって好奇心をくすぐること間違いなしよ」

  　明確で、そして的確な企画意図。それをこの宣伝動画は見事なまでに再現していた。

  　兎と毛も成なりのイラストでまず人目を引き、二次元バーコードによってこの動画へと誘導。そしてこんな動画を見せられたら興味を引かないわけにはいかず、その集客効果は計り知れないものになるだろう。まったく、よくもまぁこんなおもしろいことを思いつくものだと、心底兎毛成の策士っぷりには感心してしまう。

  　が、勿もち論ろん、この謎の大型バンドプロモーション大作戦における最重要人物のことも忘れてはならない。

  「あ、そうか！　金かね城しろ先輩はこれを作るために練習風景を撮影してたのか！」

  　そう、イラストを描いたのは兎毛成だが、この宣伝動画を制作したのはほかの誰でもない、金かねシュロだ。『ハリウッド』での練習について来てビデオカメラを回していたのはてっきり金シュロの趣味かと思っていたが、あれはこの宣伝動画を作るための撮影だったのだ。

  「いい仕事するよね。私が見込んだだけある」

  　いやはや〝いい仕事〟なんてレベルじゃない。どこのＣＭ大賞にノミネートしても恥ずかしくない出で来き栄ばえだ。今度会ったときには地面に額ひたいを擦こすりつける勢いで礼を言っておく必要があるだろう。しかし感謝の気持ちが大きい分、申し訳なさもひとしおだ。特に今回は、兎と毛も成なりに対して……。

  「本当にありがとうございます。でも、先輩だってまだイラスト仕上がってないんじゃ……」

  　これだけの力の入ったポスター、費ついやした時間だって相当のものだろう。ということはだ。きっとこのポスターを作っていたから、個展用のイラストがまだ仕上がっていなかったり、睡眠時間を削ることになってしまったのだろう。ポスターを作ってくれたことは嬉うれしいけれど自分のせいで迷惑を掛けてしまうなんて、それがとても申し訳ない。

  　しかし、兎うさぎ田だが弱気な顔を見せた途端、兎毛成は盛大にため息をつき、そして兎田のおでこをつんと人差し指で押さえた。

  「あのねぇ、心配されなくても私は私を最優先に動いてるよ。それでもまだ余よ裕ゆうがあったからこういうポスターを作ったの。私を見くびらないで欲しいね。自分の力量以上のことを無理にやろうとして共倒れになるほど愚おろかじゃない。私が大丈夫といえば、大丈夫なのさ。後輩のくせに変な気を遣つかうんじゃない」

  「兎毛成先輩……」

  　わかってる。それはきっと、兎毛成の強がりだったのだろう。兎田に心配を掛けまいとしてそう言ったのだろう。

  　どこまでも、懐ふところが深く、そして、強いひと──。

  「さ、早速貼りに行こう」

  　そして内に秘めたる苦労などおくびにも出さず、まるでピクニックにでも誘っているかのように兎毛成が笑うので、兎田も自然と、微笑ほほえみを浮かべていた。

  

  「──あ、でもこれ、乃のノの香か先輩がバンドに関係してるみたいな映像になってますね」

  「？　乃ノ香がボーカルなんだから当然でしょ？」

  「あ、乃ノ香先輩が歌えなくなっちゃったんで、僕が歌うことになったんですよ。聞いてなかったですか？」

  「え!?　そうなの!?」

  「えぇ、まぁ、恥ずかしながら……一応、乃ノ香先輩からのＧＯサインも頂いただいたので、僭せん越えつながら……」

  　兎田と兎毛成は校舎内をポスターを貼って回る。兎毛成にはまだイラストの作業もあるので、兎田は自分一人でポスターを貼りに行くことを進言したのだが、兎毛成は気分転換になるからと言ってついて来た。

  「ふーん、そっかそっか。ま、ボーカルはやっぱりバンドの華だし、みんなを見返すためにはそれが一番いいかもね。──ん？　ってことは今日やけに声が変なのって、練習のし過ぎでノド痛めたとか!?」

  　兎うさぎ田だがボーカルを務めることになったと知るやいなや、兎と毛も成なりは兎田の話し声の異変を心配する。そう、実は兎田は今、というかさっきからずっと、低い声を作っていない。素すの甲かん高だかい声でしゃべっているのだ。さすがにクラスメイトの前ではまだこの声でしゃべる勇気はないが、兎毛成たちの前でならいいかなと、そう思えるようになったのだ。

  「いやそうじゃなくて、これが地声なんですよ。今までのがおかしかったんです」

  「へー、そうなんだ。わざわざ声を作ってたなんて、ウサ吉きちも相当な変わり者だね。まぁ乃のノの香かがメンバーにいなくても問題ないでしょ。大体宣伝なんてそんなもんだし。テレビコマーシャルとか本の帯でだって作り手とはまったく関係ない著名人を引っ張ってきてるじゃん」

  「…………」

  　今までの声が偽いつわりで、実は今のこの変な声が地声であること……それを暴ばく露ろするのは兎田にとって一大事であったはずなのだが、気負う兎田とは裏腹に、兎毛成はさしたる興味も奇異の目も示さずに〝変わり者〟の一言で片づけて、さっさと違う話題へと移っていた。

  「？　なに？　どうしたの？」

  　なんとなくそれが拍ひよう子し抜けで兎田はぽけっとしてしまい、兎毛成に怪け訝げんな顔をさせてしまう。

  「いや、なんでもないです」

  　そう言って誤ご魔ま化かしたけれど、兎田のその口元には柔らかな笑みが浮かんでいた。

  　悪口や嘲ちよう笑しようばかりが際立って耳につくけれど、そんなことを思っていない人の声なき声も、もしかしたら自分が思っている以上にあふれているのかもしれない。この声や容姿のせいで悩んでいたけれど、そんなのは自分が思ってたよりずっとちっぽけなことなのかもしれない。

  　そんな風に考えたら、なんだかすっと胸が軽くなっていた。

  

  　校舎内にポスターを貼って回り、二人は今度は校庭へとやって来た。校庭には掲示板もあるし、その外周に沿って伸びる渡り廊下の柱なんかにもポスターを貼っていく。

  　ちょうど校庭では特設ステージの組み立てのためにガテン系な生徒たちが配管を担かついで行ったり来たりしており、その骨組みはすでにできつつあった。

  　この特設ステージこそが、兎田が目指す後こう夜や祭さいの舞台。特設ステージは毎年お笑い芸人やプロのミュージシャンのライブが催もよおされたりするくらいなのでその作りは本格的で、スタンディングエリアもかなり広く取られており、千人くらいの人数ならば収容可能。体育館でのライブステージで一番の観客動員と盛り上がりを見せ、最優秀バンドになりさえすれば、一介の高校生がライブをするには贅ぜい沢たくなほどのこのステージに立つことができるのだ。

  　兎うさぎ田だは、自分が最優秀バンドとしてその特設ステージに立つ姿を想像する。

  　黄たそ昏がれどきの闇やみの中、照明によって煌こう々こうと浮かび上がるステージ。目の前には海原のように揺れる桃もも高こうの生徒たち。そんな場所で自分がギターを弾いたら、歌ったら、一体どんなに気持ちがいいだろう。クラスメイトや、軽音楽部の連中、それに志し鷹だかは一体どんな顔をするだろう──少し考えただけで身み震ぶるいがし、特設ステージへの渇かつ望ぼうが増す。そしてその特設ステージに立つための確かな手応えまでもが、今の兎田にはあった。

  　というのも、なんと脱だつ兎とリベンジのポスターを貼ったそばから、早速立ち止まってポスターを眺めている生徒の姿をチラホラ目撃しているのだ。中には早々に二次元バーコードの存在に気づき、ケータイを向けている生徒もいたりした。これはつまり脱兎リベンジの宣伝としてその効果を存分に発揮しているということであり、ひいては集客も十分期待できるということだ。これはまさしく兎と毛も成なりの狙ねらいどおりであり、その深しん謀ぼう遠慮に感服するが、同時に再認識したのは兎毛成の天才性だ。数あるポスターやチラシの中でも突出した求心力を放つイラストを描き上げられるその実力には、改めて舌を巻く。

  「素しろ人うとが偉そうなこと言うようですけど、兎毛成先輩って一枚絵でも十分魅せるもの描くから、イラストレーターとかも向いてそうですよね」

  　また一人、脱兎リベンジのポスターに立ち止まっている生徒を遠巻きに眺めつつ、兎田はふと思ったことを口にする。もっとも兎毛成のことだから言われるまでもなく自覚してるだろうけど……と、思っていたのだが、意外にも兎毛成は目からウロコといった様子で、そしてどこか、寂しそうだった。

  「──あぁそっか。そんな道もあったりするんだね。普通の大学入ってＯＬやるよりは、まだ適性があるのかな」

  「あ、いや、勿もち論ろん一番先輩に向いてるのは漫画家だと思いますよ？」

  　編集者にいまだ認められずにいる兎毛成にこんなことを言うのは、いささか無神経だったろうか──兎田は慌あわててフォローを入れた。実際、それが本心である。しかしだ。

  「私もそう思ってたんだけどね……」

  　兎毛成は、小さく小さくそう呟つぶやいた。

  「え？　兎毛成先輩……？」

  「んーん、なんでもない！　それよりホラ。次いこ、次。学校中に貼りまくって、お客さんいっぱい集めないとね」

  　聞き間違いだろうか。兎毛成は今〝そう思ってた〟と言ったように聞こえたが……。

  　違和感を覚えたものの、確認する間もなく兎毛成は笑顔を取り戻してさっさと歩き出してしまう。なんだか妙な胸騒ぎがして、兎田は兎毛成の背中を追おうとした。

  　が、

  「よぉ兎田」

  「ッ!?」

  　突とつ如じよ肩にのしかかってきた重圧と、耳元で囁ささやかれた聞き覚えのある声が、それを許さなかった。

  　誰かと確認するまでもなく、その声だけで底冷えのする悪お寒かんが全身を這はう。恐る恐る視線を肩のほうへやると、案あんの定じよう、志し鷹だかが兎うさぎ田だにもたれかかってきているのだった。

  「なぁ～、兎田。俺驚いちまったよ」

  　傍はたから見たら、肩まで組んでさぞかし気心知れた親密な仲だと思われることだろう。

  　しかし、志鷹のその芝居がかった口調が孕はらんでいるのは、明確な敵意。

  　文化祭出場禁止の命に背そむき、ライブをすること。そうやって、自分を認めてくれない連中を見返すこと──それは兎田が望んだこととはいえ、志鷹からしたら反逆にほかならない。ましてやその謀む反ほんを起こしたのが兎田とあっては、志鷹が黙っているはずがなかったのだ。

  「軽音のお前がわざわざ一般枠わくを取ってまで何しようってんだ？　手品か？　漫才か？　あ、それともパントマイムとかか？　いやー、まさかお前にそんな特技があるとは思わなかったわ～。でもなんかお前、パントマイムとか上う手まそうな顔してるよな。はっはっは」

  　志鷹は歯を剝むいて笑う。が、それは怒りの発はつ露ろであり、剝いた白い歯は親和の証あかしなどではなく断罪のための牙きばだ。

  「え、う、あ、……」

  　嫌いやな汗が、額ひたいにも、手にも滲にじんでくる。ダメだ。なにか言おうと思っても、喉のどがカラカラに張り付いて言葉にならない。必ず見返してやると勇いさんでいたものの、いざこうして志鷹を前にすると怖くて仕方がない。

  　なぜ？　決まってる。こんなにも明確な敵意や怒りなんてものを突きつけられたのはこれが初めてだからだ。これまでは戦うということから散々逃げて人の顔色ばかり窺うかがってきたから、侮ぶ蔑べつや嘲あざけりを浴びるだけで済んでいた。

  　けれど、今は違う。こちらが牙を剝いてしまったから、相手もまた牙を剝いている。

  　だから、こんなにも怖い──ッ！

  「これ、なんの冗じよう談だんだ？　あ？」

  「～～～～ッ！」

  　一転してどすの利きいた声を耳元で囁ささやかれ、心が折れてしまいそうだった。

  　こんな怖い思いをするくらいなら、侮蔑され、嘲わ笑らわれる屈くつ辱じよくに耐えるほうがまだ楽なのではと、そう思ってしまった。

  　けれど、心が折れる既すんでのところで──

  「どーん！」

  　またも兎田は、兎と毛も成なりに救われた。兎毛成が志鷹に体当たりをかましたのだ。

  「イッテ！」

  　志し鷹だかは不意を突かれ、たたらを踏んで兎うさぎ田だから離れる。そして兎と毛も成なりは兎田を庇かばうように、志鷹の前に立ちはだかった。

  「下がれ下げ郎ろうッ！　───……くぅ～、この台詞せりふ一度言ってみたかった～」

  「な、なんだテメェは！」

  「知らざあ言って聞かせやしょう！　漫画研究同好会会長、兎毛成結ゆう奈なとは私のことだ！」

  　志鷹の剣幕にも、兎毛成は一切怯ひるまない。兎毛成だって兎田と同じくらいの背しかなくて、志鷹と比べると大人と子どもみたいなのに、兎毛成は正面から大おお見み得えを切って睨にらみ合う。

  「漫画研究同好会？　兎田が入り浸びたってるっていう……」

  「そうだ。ウサ吉きちはうちの部室で超～上う手まいギターを聞かせてくれてるよ。アンタが軽音楽部から追い出してくれたおかげでねっ」

  「……お前か、兎田を唆そそのかしたのは」

  　兎毛成を敵として認識した志鷹の形相は、ますます鋭さを増していく。

  　しかし兎毛成はそんなことは意にも介さず強気にフンと鼻を鳴らすと、兎田を振り返った。

  「ウサ吉、こんな小物にビビることなんてないよ。人は自分より優れた才能に直面したときに、その真価が問われるもの。嫉しつ妬と心しんや競争心を抱いだく事自体は何も間違ってない。むしろ、それは自分を突き動かす原動力になる。けれどね、それに駆られて人の足を引っ張るようなヤツは、小物でしょ？　どう考えても」

  　兎毛成の挑発に、一瞬志鷹のこめかみがピクリと跳はねた。が、すぐに志鷹は余よ裕ゆうの表情を浮かべ、兎毛成を鼻であしらう。

  「……はっ、何言ってんだテメェは。いつ俺が兎田なんかに嫉妬したよ。俺はただ単純に、こいつの腕がライブをするまでに至っていないから──」

  「ほ～ぅ、プロのミュージシャンを目指すほどのお方が、よもやウサ吉の技量を見抜けないとはねぇ」

  「ッ!?」

  　今度は志鷹が、兎毛成に鼻であしらわれる番だった。

  「積極的にレコード会社のオーディションとかに参加してるそうじゃん」

  　装っていた余裕が剝はがれ落ち、元来の端正な顔立ちが、敵てき愾がい心しんで大きく歪ゆがむ。志鷹がプロを目指していることも、そのためにオーディションを受けていることも兎田には初耳だったが、志鷹が浮かべたその表情こそがその情報の裏づけとなった。

  「……テメェ、なんでそれを……ッ！」

  　志鷹は悔くやしげに呻うめく。その物言いから察するに、おそらくプロ志望であることも、オーディションを受けていることも、表おもて沙ざ汰たにはしていないことなのだろう。

  「あちこちにパイプ持ってる事情通が、うちの陣営にはいましてね」

  　その事情通とは、十じつ中ちゆう八はつ九く、乃のノの香かのことだろう。どうやら兎毛成は、敵対勢力の筆頭である志し鷹だかの身辺調査までをも乃のノの香かにやらせていたらしい。

  　怒りで身体を打ち震ふるわせる志鷹は、対たい峙じするのも恐ろしいほどの剣幕を放つ。しかし兎と毛も成なりはそれに臆おくすことなく頼もしい笑みを兎うさぎ田だに向け、固まっている兎田を解きほぐすようにポンと肩に手を置き、言った。

  「ウサ吉きち、大丈夫。私がいる。だから安心して、啖たん呵かの一つでも切ったりなさい」

  「…………ッ！」

  　さぁ、とばかりに兎毛成は志鷹へと顎あごをしゃくり、志鷹と兎田の間から退のいた。

  　兎田と志鷹が正面切って向かい合う。今にも喉のど元もとに食らいついてきそうな眼で、志鷹は兎田を睨みつけてくる。が、すぐ隣に兎毛成の存在を感じている今、兎田はもう、慄おののきはしない。

  　戦うために必要なものは二つ。牙きばを剝むく勇気と、牙を剝かれる覚悟。

  　どちらが欠けてもダメ。戦うとは、そういうことなのだ。

  　だから兎田は、勇気と覚悟を腹に据すえ、膝ひざと口をガタガタに震ふるわせたまま、裏返ったような高い地声で言い放った。

  「せ、し、志鷹先輩、僕は、が、バンドやります。軽音楽部の枠わくでは出しゃしぇてもらえないから、一般参加の枠で出ることにしました。自分のギターに自信があるから、歌いたい歌があるから、僕はステージに上がります！　そして、こ、きゃ後こう夜や祭さいのステージ、本気で獲りにいかせてもらいます！　だって絶対、僕のほうが上う手まいからッ！」



  [image: ]


  「ッ!?」

  　まさか兎うさぎ田だがそんな口を叩たたくなど、夢にも思っていなかったのだろう。志し鷹だかの表情は、まさしく飼い犬に手を嚙かまれたかのようだった。

  　片や兎田をけしかけた兎と毛も成なりは、バシッと兎田の背中を叩いて大喜び。

  「よく言った！　嚙みまくってたけど！」

  「っざけやがって……ッ！　チビが二人でイキってんじゃねぇぞコラ……ッ！」

  　その一方で、逆げき鱗りんを撫なでられた志鷹は声を荒らげる。しかしその矢先、兎毛成は意味深な笑みとともに志鷹の背後を指差した。振り返ってみろとでも言いたげに。

  　──お～、お前ら～。適度に休憩は取れよ～。

  「──……ちっ」

  　校庭の特設ステージの様子を見に来た教師の声を背中で聞いて、志鷹は舌打ちした。ここで揉もめれば確実に教師が飛んでくるだろう。それを厄やつ介かいに思うだけの理性は志鷹の中にも残っていた。

  「お前ら、絶対に後悔させてやるからな」

  　そして志鷹はそれだけ吐き捨てて、踵きびすを返し、去っていった。

  　兎田の緊張の糸が、プツリと切れる。堰せき止めていた呼気を盛大に吐き出すと汗がどっと出てきた。よくもまぁあんな啖たん呵かが切れたものだ。自分で自分を褒ほめてやりたい。

  　しかし兎田が胸を撫なで下ろす一方で、遠ざかっていく志鷹の背中に送られる兎毛成の眼まな差ざしは、先程までとは打って変わり、物もの憂うげで、今にも泣き出しそうですらあった。

  「ふんっ。後悔ならとっくにしてるよ。昔はあんなにかっこよかったのに、三さん下したに落ちぶれちゃって……」

  　兎毛成は独り言のようにそう洩もらす。そしてすぐに兎田の視線に気がつき、弁明した。

  「あぁいや、別にあいつに熱を上げてたとかじゃないよ？　けど、中学のときはもっとまっすぐな目をしてて、人を惹ひきつけるパワーがあって、キャラクターとしては最高でさ。見てるだけで色々インスピレーションが湧いてくるような人だったんだけどなぁ……」

  　確か兎毛成は志鷹と同じ中学校の出身で、一方的とはいえ志鷹のことを知っていたし、志鷹のライブも観たことがあると言っていた。だから中学時代の志鷹が今や過去のものになってしまったことに、兎毛成は一抹の切なさと寂しさを感じているのだろう。それはわかる。

  　けど、本当にそれだけか？

  　なんだか兎毛成の表情からは、それ以上の何かを感じるのだけれど……。

  「──だからさウサ吉きち、ガツーンと熱いのをお見舞いして、目ぇ覚まさせてやってよ！」

  　しかし兎田が声を掛けるよりも早く、兎毛成は持ち前の切り替えの速さで勝気な笑みを浮かべ、小さな拳こぶしで兎田の胸をぽすりと叩たたき、颯さつ爽そうと歩き出した。

  「いやいや、さっきのを見る限り、そういうのは兎毛成先輩のほうが適役だと思いますけど。あんなに面と向かってものを言えるなんてすごいです。僕なんて、まだ手ぇ震ふるえてますよ」

  「ふふん、当然。ウサ吉きちとはくぐり抜けてきた修しゆ羅ら場ばの数が──ぁああーっ」

  　突然、得意げにしていた兎と毛も成なりが、前のめりに倒れた。

  「ッ!?　と、兎毛成先輩!?　大丈夫ですか!?」

  「……だ、大丈夫。ちょっと躓つまずいただけ」

  　なんて言いながら、兎毛成はなんでもないという風に手を振って立ち上がろうとする。が、

  「──っとと」

  　兎毛成は立った途端、まるで生まれたての仔馬のように、ふらふら～っと足をもつれさせて兎うさぎ田だに寄り掛かってきた。兎毛成の小さな手が、縋すがりつくようにしっかりと兎田の肩を握りしめている。まるで支えがないと立っていられないかのように。

  　一体どうしたんだろうと、ふと視線を下げると、兎毛成の膝ひざがふるふると震ふるえていた。いやそれどころか、兎毛成の手からも微振動が伝わってくる。

  　少し考えて、兎田は胡乱うろんな眼まな差ざしを兎毛成に向けた。

  「まさか、兎毛成先輩も本当は怖かっ……」「いやーどうやらさっきの体当たりが膝にきたみたいね！　体当たりが！　膝にッ！」

  　しかし兎田の言及は、兎毛成の必死の説明によって搔かき消された。

  「……はぁ」

  「言っとくけど体当たりって捨て身の攻撃だからね!?　そりゃあ自分へのダメージもあるよ！　膝にも来るよ！　だから何もおかしくない！　むしろ立ち上がれるのが奇跡くらいのものでしょ!?　いやー私ってばすごいなー！」

  「え、えぇ、そうですね」

  　説明……というか、言い訳？

  　そしてようやく身体の震えも収まったのか、兎毛成は兎田から離れ、「さーポスター貼らなくちゃー」とか言いながら歩いていってしまう。

  　なぜ兎毛成が震えていたのか、その真相はわからない。が、あえて聞くようなことはせずに、兎田は兎毛成のあとを追った。

  

  　放課後。今日も『ハリウッド』で練習がある。しかしボーカルの座を下りた乃のノの香かも撮影を終えた金かねシュロも、もはや『ハリウッド』に顔を出す理由がなくなってしまった。なので今日はお菊きくが一緒に『ハリウッド』へついて来てくれることになった。

  　待ち合わせをした校門にお菊の姿は見当たらず、兎田は校門を出てすぐの歩道でお菊を待っていたのだが、ぼんやりしていたせいか通行人とぶつかってしまった。相手はメッシュキャップを目ま深ぶかに被かぶった男で、服装こそ私服だが、その顔つきを見ると若い。高校生くらいに見える。

  「あ、ご、ごめんなさい」

  「あー大丈夫大丈夫」

  　兎うさぎ田だが慌あわてて非礼を詫びると、相手の男は気さくに手を振ってくれた。

  　兎田は安心し、お菊きくはまだかと校舎の方へと視線を戻す。するとだ。

  「兎田くん」

  「はい？」

  　突然名前を呼ばれたので、兎田は振り返った。そしてキョトンとしてしまう。なぜならそこには、先程ぶつかった男の人しかいないのだから。

  「え、あ、あれ……？　あの、今、僕の名前……呼びませんでした？」

  「え？　呼んでないけど？」

  　男のほうはさらりと答えて立ち去った。そりゃそうだ。なにせただの通りすがりなのだから自分の名前を知っているわけがない。となるとただの空耳か……。

  「ウサ吉きちくん。待たせたわね」

  　しかし今度こそ確かに名を呼ばれたので、兎田は男のことなどすっかり忘れてしまった。

  

  　終わりに向かいながらも何かの始まりを予感させるような、そんな余熱を帯びたアウトロが、ついにはギターの音色を以もつて終止符を打つ。

  「──……どうですか!?」

  『ハリウッド』にて、脱だつ兎とリベンジとしての一曲を終えた兎田は背後のお姉さま方三人衆を振り返った。するとお姉さま方から返ってきたのは、会心の笑みとサムアップ。

  「「「バッチリ！」」」

  「ッ！　やった！」

  　乃のノの香かが脱兎リベンジから脱退し、兎田が元来のリードギターに加えボーカルも兼任することになって二日目。主にボーカルとの兼ね合いで各パートとの微調整を行おこなった結果、お姉さま方三人衆からの納得のＯＫサインが出た。それが意味するところはつまり、これなら文化祭のライブステージで観客を圧倒できるだろうという、セミプロ三人からのお墨すみつきである。リハーサルを見ていた高たか木ぎママも、鷹おう揚ように頷うなずいて拍手を送ってくれていた。

  　そして誰よりも興奮していたのは、新生脱兎リベンジの演奏を初めて体感したお菊である。

  「すごいじゃない！　どうりで乃ノ香がボーカルを譲ゆずったはずだわ！」

  『ハリウッド』では勿もち論ろん、こうして帰路についている今でもすっかり興奮しており、お菊はしきりに兎田を褒ほめちぎっていた。

  『ハリウッド』は繁華街にあるだけあって、練習を終えて外に出てくると辺りは夜の街然とした猥わい雑ざつな活気で賑にぎわっている。ネオンの光で暴力的なまでに彩いろどられた通りには夜気にあてられ浮かれた人々が群れをなして蠢うごめいており、兎田とお菊は流動と停滞を繰り返す人垣を巧たくみに避よけながら、駅へと向かう。

  「ちょっと顔を出さないうちにすっかり立派になっちゃって……嬉うれしいやら、ちょっぴり寂しいやら。結局私がしてあげられることなんて何もなかったわね」

  　お菊きくはふと、ほふぅとため息をついた。あまり『ハリウッド』での練習に関与していないお菊からしたら、自分の与あずかり知らぬところで事が推移していくのが少し寂しいのだろう。

  　しかし兎うさぎ田だは、それは違うと鼻息荒く言葉を返す。

  「何言ってるんですか。そもそも『ハリウッド』の人たちを紹介してくれなかったらバンドすら組めなかったわけですし、兎と毛も成なり先輩の個展もあったんですから。お菊先輩が兎毛成先輩に付きっ切りでいてくれたから、僕は心置きなくバンドのほうに集中できたんです。それに見ましたよ？　兎毛成先輩の個展。最後を飾るにふさわしい出来だったじゃないですか。あれもひとえに、お菊先輩のおかげですよ」

  　そう、いわばお菊は影の立役者、縁の下の力持ち。なので兎田は世辞でもご機き嫌げん取りでもなく本心からの謝意をお菊に寄せたのだが、しかし、お菊はにわかに眉をひそめた。

  「──トモの、最後？　それはどういうこと？」

  「……え？　お菊先輩聞いてなかったんですか？　大学受験をするから、マンガを描くのを一いつ旦たんやめて勉強に専念するって言ってましたけど」

  　ここしばらくずっと兎毛成の手伝いをしてきたお菊が、それを知らなかったのだろうか。

  「……そう、なの…………あの子ちょっと前までは、高校卒業したらアシスタントするって言ってたのに……進学を選んだってことは……」

  　ぶつぶつと独ひとり言ごつお菊に兎田は戸と惑まどったが、お菊はすぐにぱっと顔を上げ、どこかぎこちない笑みで言った。

  「……ゴメンなさい。ちょっと急用を思い出したから、先帰ってて？」

  　そしてケータイを取り出しながらそそくさと兎田から距離を取り、誰かに電話を掛ける。「トモ？」とお菊が呼びかける声がしたので電話の相手が兎毛成であろうことは察しがついたが、兎田は一人駅に向かって歩き出した。なんとなく釈然としなかったが、聞かれたくない内容の電話なのであろうことは十分察せられたので仕方ない。

  　秋口の夜は風が冷たく、兎田の背中を丸めさせる。早く帰って、お風呂に入って温まろう──そんなことを考えながら歩調を早めると、声を掛けられた。

  「お兄さんどうですか～。可愛かわいい娘こいますよ～」

  　風俗店の客引きらしい男が、おもむろに兎田の前に立ちふさがる。

  　まぁ客引き自体はあちこちにいるから別に珍しくともなんともないが、明らかに高校生とわかる格好の自分に声を掛けるなんて、どうかしてるんじゃないか？

  　煩わずらわしく思いながら兎田は特に取り合わないで、さっさと通り過ぎようとした。しかし客引きらしい男は、馴なれ馴れしく肩まで組んできて、兎田を路地のほうへ誘導しようとし始めた。

  「まぁまぁ、お兄さん。安くしときますから～」

  「え？　あ、ちょ、ちょっと……ッ！」

  　どうも様子がおかしい。いくらなんでも強引すぎる。しかも客引きらしい男は、明らかに店などないようなビルの合間の裏路地のほうへと兎うさぎ田だを連れ込もうとしているのだ。

  　そもそもこの男、本当に客引きなのだろうか。客引きにしては妙に若く同年代くらいに見えるし、店の制服も何も着ないで私服だし、店の看板やチラシの類たぐいだって何一つ持っていない。

  　兎田は不安になって、裏路地の前で足を踏ん張りブレーキを掛けた。行きたくなんてないと、明確な意思表示をした。するとだ。

  「いいからおとなしくついてこいって」

  　男は先程までの愛あい想そのいい声音を潜ひそませて、兎田の耳元に威圧的な台詞せりふを囁ささやいた。

  　臓ぞう腑ふに氷を滑らせたように、悪お寒かんが全身を這はう。いまだかつてない危機感が押し寄せて、警けい鐘しようが鳴るように動どう悸きが速まっていく。

  「ッ!?　な、なんなんですか、一体！」

  「お前がそれを知る必要はねーよ。ま、俺たちも恨うらみがあるわけじゃないんだけどさ、ちょっと頼まれちゃったから、殴なぐられといてくれる？」

  　途端に、兎田の肩にかかる強制力がぐんと増す。そして裏路地の闇やみの中で複数人の影が蠢うごめいたかと思うと、何本もの腕がにゅっと伸びてきて兎田の身体を摑つかみ、闇の中に引きずり込んだ。

  　兎田は抵抗せんと身体をよじるがその圧倒的な膂りよ力りよくには抗あらがえず、恐怖で喉のどが引き攣つり悲鳴すら上げられない。そしてなされるがままに軽々と振り回され、兎田は雑居ビルの壁に叩たたきつけられた。

  「──……うぐっ！」

  　後頭部を強したたかに打ち、肩にしていたスクールバッグも投げ出され、兎田はその場に崩れ落ちる。まるで船酔いでも起こしたかのように目眩めまいがし、痛みよりも気持ち悪さが込み上げてくる。それでもなんとか顔を上げると、兎田は四人の男に囲まれ、見下されていた。それ以外に、人ひと気けはない。いや、あるにはある。こんな裏路地でも、チラホラと人が通ったりしている。しかし、誰も彼もが見て見ぬふりをしてそそくさと通り過ぎるか、男たちが威い嚇かくするので蜘く蛛もの子を散らすように逃げて行ってしまう。

  「とりあえずなんだっけ、こいつフクロにすればいいんだっけか？」

  「そうそう。──おらよっと」

  　不吉な台詞を男の一人が呟つぶやいたかと思うと、おもむろに、それはもう転がっていたボールを蹴けるような気軽さで、別の男が兎田の腹部を蹴り上げた。

  「……ッ！　か……は……ッ！」

  　しかし軽かったのは、人を蹴ることに対する罪悪感のみ。蹴りそのものは内臓を抉えぐるように重く、腹部に刺さったつま先は鎌かまか何かのようにすら感じられた。

  　呼吸ができなくて苦しいのに、吐き気は腹の底から込み上げてくる。兎田はお腹なかを抱かかえ込み、這はいつくばった。すると今度は、脇腹、太もも、肩、腕、背中……まるで石の雨にでも打たれているかのように、兎うさぎ田だの華きや奢しやな体に衝撃が一いつ斉せいに降り注いだ。

  　男たちが寄ってたかって、兎田のことを足あし蹴げにし始めたのだ。

  　けれど兎田は、決してそれを腕で防ごうとはしなかった。手をお腹なかに持って行き、身体を丸め込み、ただひたすらに痛みに耐え、悪意の雨が止やむのを待った。

  「…………ッ」

  　そして、どれくらい経っただろうか。きっと時間にしたら十数秒の出来事だったのだろう。けれど、兎田にとっては永遠にも思えた地獄のような仕打ちが、ようやく、止んだ。

  　骨が軋きしみ、筋肉は悲鳴を上げている。少しでも身体を動かそうとすると、電流のように激痛が走る。けれど、これで済むのなら御おんの字じなのだ。

  　もう十分痛めつけただろ？　早く帰れ！　──心の中で、兎田は叫ぶ。しかしその切なる願いを、男たちは粉々に打ち砕いた。

  「フクロにするだけでいいの？」

  「いや、なんかあと、手もやれって」

  「ッ!?」

  　最悪だった。もっとも恐れていたことが訪れようとしていた。

  　身体を痛めつけられるだけならまだ良かった。けれど、手はダメだ。手を怪け我がしたら、ギターを弾けなくなる。それだけは避けなければいけないと思い、どんなに無防備になろうと手だけはお腹の中に隠して死守していたというのに。

  「おい、お前そっち押さえろ」

  　男たちは身を丸める兎田の身体を地面に押し付け、左腕を強引に伸ばした。

  「や、め……て……」

  　兎田はなんとか抵抗を試こころみるも、先程の袋ふくろ叩だたきのダメージは深刻で、ただ身体をもぞつかせることしかできない。ただでさえ腕力に自信のない兎田が、男数人に取り押さえられて身動きなど取れるはずもなく、兎田の左手は、まるで断頭台に据すえられた首のように地面に縫い止められる。

  「ま、悪く思うなよ」

  　そして、どこかで見覚えのあるメッシュキャップを被かぶった男が、片足を上げた。それは、処刑人が斬ざん首しゆの刃やいばを振り上げたのと同義。

  　手が、希望が、踏み砕かれる──絶望の息いき遣づかいが、すぐ耳元で聞こえた。

  　そのときだった。

  　片足を上げたメッシュキャップの男の身体がふわりと浮いた。

  　跳躍をしたわけでもないのに、まるで不可視のワイヤーで吊り上げられたかの如ごとくだ。

  「は!?　なァ!?」

  　その謎なぞの現象がメッシュキャップの男の意志とは無関係に起こっていることは、そのすっとんきょうな声とじたばたともがいては空くうを切る四肢が物語っている。

  　そしてメッシュキャップの男の身体がついに上空二メートルほどまでに持ち上がったその瞬間、超高速で地面へと落下──否いな、叩きつけられた。

  　──ぐしゃんッ！

  　断末魔はなく、交通事故でも起こったかのような衝突音が轟とどろく。

  　メッシュキャップの男は轢ひき殺されたカエルのようにうつ伏せで地面にへばりつき、微かすかに痙けい攣れんを繰り返すだけで、立ち上がる気配は微み塵じんもない。頭部から濃い影がじわじわと広がっているかと思えば、それは血ち溜だまりだ。鼻か、口か、砕けたのはどちらだろうか。

  「──……ウサ吉きちくんが路地に連れ込まれるのを見て慌あわててあとを追ってきたんだけど……ごめんなさい、一足遅かったわね。けど、もう大丈夫よ」

  　そして突然の出来事に誰もが絶句する中で、しなやかな台詞せりふがポツリと咲く。

  「すぐに片づけるからちょっと待ってて。あ、良い子は見ちゃダメよ」

  　兎うさぎ田だはなんとか首を持ち上げた。兎田を取り押さえていた男たちも、ポカンと口を開けて視線を上げた。

  　すると、さっきまでメッシュキャップの男が立っていたところに仁に王おう立だちしていたのは、お菊きくだった。

  

  「何をさらしてくれとんじゃごらぁぁぁぁぁぁああ！　血ぃ見んぞォ[image: ]ぁぁン!?」

  

  　そして普段のお淑しとやかな姿からは想像もつかないような憤ふん怒どの咆ほう哮こうが上がった直後、お菊は一陣の黒い風となり、兎田を取り押さえていた男たちを一方的に蹂じゆう躙りんした。

  　その姿たるや、鬼神の如し。ボディブローで相手の足を浮かせたり、人一人を片手で振り回したりと物理法則を無視したようなめちゃくちゃをあまりにも軽々とやってのけるから、兎田は「あれ？　人って発泡スチロールか何かでできてるんだっけ？」とゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしたほどだ。が、兎田にとってお菊の登場は身の安全を約束するものにほかならず、泣きたくなるほどの安あん堵ど感を抱いだいて、お菊の邪じや魔まにならぬよう死んだふりをするのだった。

  

  「──ふん、威勢がいいのは格好だけでたわいもない奴らね」

  　物々しかった裏路地もすぐに鳴りを潜ひそめ、お菊の軽く弾はずんだ呼気すらも耳に届くようになる。おそらくは暴力の世界に身を置いているのであろう四人の男たちが地に伏している中で、立っているのはたった一人、お菊だけ。その超然とした佇たたずまいはまさしく圧巻で、しかも無傷ノーダメージだというのだから賞賛を通り越してもはや呆あきれてしまう。常々とんでもない肉体をお持ちだとは思っていたが、岩のような筋肉はその見み栄ばえに恥じぬ戦闘能力の結けつ晶しようであったようだ。

  「大丈夫？　ウサ吉きちくん」

  「……て、手だけは、……なんとか守りました……あつつ……」

  　乱れていた髪ウイツグを整えて、お菊きくは兎うさぎ田だに手を差し伸べる。兎田はその手を借りて、激痛が走る体をなんとか起こした。

  「それはそうと、なんで絡まれてたの？　カツアゲ？」

  　お菊の問いかけに兎田は頭を振り、そして確信を持って答えた。

  「い、いえ、……この人たちたぶん、志し鷹だか先輩の差し金です。ゲホ……ッ！　……頼まれてやってるとかなんとかって言ってましたから……」

  　兎田自身も、最初はカツアゲかと思った。けれどこの男たちは口を滑らせていた〝頼まれた〟と。そこで兎田はすぐに思い至った。人に頼んでまで、自分を痛めつけたいと思っているであろう人物を──。

  　十じつ中ちゆう八はつ九く、志鷹だ。元々志鷹は不良崩れのような人。こういう知り合いがいたとしても、こういう手段に出たとしても、何ら不思議ではない。そして何よりも、男たちの中には見知った顔があった。校門でぶつかった、あのメッシュキャップを目ま深ぶかに被かぶった男だ。きっとあのときからもう、あとを尾行つけられていたのだろう。兎田の名前を呼ばれたのも気のせいでもなんでもなくて、兎田本人だと確認するためだったのだろう。

  「ッ！　……なんて卑ひ怯きような真ま似ねを……ッ！」

  　すぐに事情を把は握あくしたお菊は、より一層の憤いきどおりを滲にじませて下唇を嚙かんだ。そしてはっと息を飲み、恐る恐る質ただしてきた。

  「ねぇ、ウサ吉くん、大丈夫？」

  　その〝大丈夫？〟は、先程の体の具合を気き遣づかうものとは違う意味を持つ問いかけ。

  　きっとお菊は、兎田の気弱な性格上、先の暴力に屈するのではないかと思ったのだろう。

  　確かに以前の兎田だったら、ちょっと小突かれただけで楯たて突つく気力など根こそぎ奪われていたに違いない。けれど、──

  「──ケホっ、……だ、大丈夫です。今いま更さらこんな脅おどしじゃ怯ひるみませんよ」

  　今はもう、前までの自分ではない。牙きばを剝むかれる覚悟をも決めたのだ。

  　だからこうして痛みを被こうむったとしても、これくらいでは屈しない。むしろこの一件で、志鷹への対抗心がより強固になったくらいだ。

  　兎田が全身に走る痛みをこらえて笑みを象かたどってみせると、お菊はいささか面食らったようだったが、すぐにその瞳をキラキラと輝かせて兎田に抱だきついてきた。

  「いやだぁぁぁああ！　もうぅぅこの子ったらホントに立派になっちゃってぇ～～っ！　惚ほれちゃうじゃないのぉぉ～～～～ッ！」

  「ッ！　ちょ、お菊センパ、……く、苦し……ッ！」

  　しかしじゃれ合う間もなく、突とつ如じよとして裏路地に鳴り響く警けい笛てき。そして、叱しつ声せい。

  　──コラ───ッ！　貴様らそこで何をやっているか───ッ！

  　見れば表通りのほうから、警官が二人駆け寄って来ている。

  　それに気づいた瞬間、お菊きくは慌あわてて兎うさぎ田だを開放して、苦にが々にがしく吐き捨てた。

  「んもう！　来るなら来るでもっと早く来なさいっての！　ウサ吉きちくん、逃げるわよ！」

  「え？　なんでですか？　事情を説明すればちゃんとわかってくれると思いますけど」

  　四人の男たちが死体のようにそこらに転がっているけれど、これは正当防衛の結果にほかならない。だから警察に慌てる必要はないし、むしろ事情を説明してこの悪漢共に社会的制裁を下すのが道理だと兎田は思ったのだが、お菊はそれを却きや下つかした。

  「だ、ダメよ！　警察が私の言うこと聞いてくれるわけないわ！　またこれだけ派手に暴れちゃったんだもの、一方的に私が加害者扱いされて留りゆう置ち場じよう行きよ！」

  「え!?　りゅ、留置場!?　なんでそんな──」

  「警察には昔荒れてた頃に何度もお世話になっちゃってるの！　虞ぐ犯はん少年としてブラックリストに載っちゃってるの！」

  「…………」

  　そういえば高たか木ぎママもかつてお菊が荒れていたような事を仄ほのめかしていたし、今のお菊の暴れっぷりからしても大いに納得できる話だ。つくづくタフな人生を送っている先輩である。

  　とはいえ一応兎田も手負いのため、警察から逃げるのは困難なのだが……と、思っていたら、お菊は兎田のスクールバッグを拾い上げ、そのついでとでも言わんばかりに軽々と兎田を肩に担かつぎ上げた。

  「さあぁぁ逃げるわよぉぉぉぉぉ～～～ッ！」

  　そして、全力疾走。

  「～～～～っわ、わ、わッ！　お、お菊先輩、速ぁああああああ！」

  「黙ってて！　舌を嚙かむわ！」

  　人一人を担いでいるというのにお菊はぐんぐん警察官との差を広げ、あっという間に目抜き通りの人込みの中に飛び込み、紛まぎれた。とんでもない身体能力である。

  　こうして兎田とお菊は悪漢と警官を煙に巻き、夜の街にその姿を消したのだった。

  

  　文化祭準備日二日目。ライブステージの最終確認があるので各出場グループの代表者は第一体育館に来るようにと、運営側からお達しがあった。なので兎田が第一体育館に顔を出すと、文化祭実行委員の腕章をした女の子がパタパタと駆け寄ってきたのだが……それが誰なのかを視認した途端、苦にが々にがしさが口の中いっぱいに広がって、兎田は思わず顔をしかめた。

  「あ、兎田くん。最終確認に来たの？」

  「う、うん……」

  「頑張ってねー。えーっと、確か未定だったバンド名は脱だつ兎とリベンジに決まったんだよね。ポスター見たよ～。明日は私、あちこち走り回ってるから時間作れるかわからないけど、行けたら応援に行くからッ」

  　そう人懐っこく話しかけてきたのは千ち咲さきだった。千咲の笑みはいつもと変わらないたおやかで純真なもので、タイムテーブルの確認や当日の諸注意、機材の説明などをしている間もその笑顔は崩れない。だから兎うさぎ田だも、あんなことがあったというのに邪じや険けんにできず、千咲の言葉に素直に頷うなずいていた。すると段々、あの教室で立ち聞きしてしまった会話など悪い夢だったのではないか。もしくは何かの聞き間違いか、勘違いだったのではないか──そんな思いが強くなってきた。こうして面と向かっていると、今目の前にいるこの子の口で『あれ』呼ばわりされるとは、到底思えないのだ。

  　けれど、兎田が見ている千咲は、ただの幻想だったのだと思い知らされることになる。

  「ちーさーき」

  　兎田と千咲が話していると突然、千咲の背後から第三者の声が割り込んできた。

  　兎田は顔を曇くもらせて、反対に千咲の表情は、陽が差したような満面の笑み。

  　きっと最終確認のためにやって来たのだろう。寵ちよう愛あいの眼まな差ざしを千咲に注ぐ志し鷹だかがそこにいた。そして志鷹の視線が兎田に移ると、口には笑みを浮かべたままながら、目は忌いま々いましげに細められる。けれど兎田は怯ひるまず、むしろぐっと胸を張って正面から見返してやった。

  　しかし志鷹を前にしても怯まなかった兎田の内心を揺さぶったのは、志鷹を前にした途端の千咲の態度だった。

  「えーっと当日の説明受けに来たんだけど、取り込み中だった？　あとにしたほうがいい？」

  　志鷹が、意味ありげな流し目を兎田にくれながら千咲に尋たずねる。すると、千咲はハッとしたように兎田に一いち瞥べつをくれ、口早に答えた。

  「え？　いいえ？　全然そんなことないですよ？　事務的なことを話してただけです。それも今終わりましたし」

  　千咲は相変わらず笑顔だ。けれど、語調や雰ふん囲い気きのささいな変化が、千咲の兎田に対する本当の心証を物語っていた。

  「兎田くん、漫研の手伝いとか忙しいんだよね。頑張ってね」

  「……うん」

  　それとなく、けれどあからさまに、千咲は兎田を追い払おうとした。兎田を邪険に扱って冷たい女とは思われたくないとはいえ、そのせいで志鷹のことを二の次にしてしまったら本末転倒だと判断したのだろう。だから兎田を追い払い、志鷹を優先する。単純な話だ。

  　千咲には追い返される始末だし、実際もうここに用はない。なので兎田は早々にその場から立ち去ったのだが、一つだけ気になることがあった。

  　それは、志鷹の表情の変化。千咲が見ていないところで志鷹はずっと兎田に対して敵意と憎ぞう悪おを飛ばしていたのに、千咲が〝漫研〟という言葉を発した瞬間、嗜し虐ぎやく的に口端を吊り上げたのだ。

  　あれは一体なんだったのだろうか──考えながら歩いていると、部室棟の前でそれぞれ別々のルートから現れた金かねシュロ、お菊きく、乃のノの香かの三人とばったり鉢はち合あわせに。

  「ん」「あらあら」「あっはっはっは！　奇遇だなー！」「あ、どうも」

  　それがなんとなくくすぐったくて、自然と兎うさぎ田だの頰ほおもゆるんだ。

  

  「──そういえば、金シュロと乃ノ香は知ってる？　トモね、この文化祭が終わったら大学受験するためにマンガをやめて勉強に専念するそうよ。昨日、本人にも確認してみたわ。どうやら本気みたい」

  「え!?」

  　四人連れ立って部室棟へ向かう最中、ふとしたお菊の呟つぶやきで、乃ノ香が息を飲んだ。

  　金シュロは「俺は知ってた」と平然としているし、兎田にとっても既き知ちの情報なのだが、どうやら乃ノ香はそれを知らずにいたらしい。昨日までのお菊といい、お菊から今初めて知らされた乃ノ香といい、なぜ兎と毛も成なりがこの文化祭での個展を境さかいに大学受験に専念するという事実が知らされていなかったのだろうか。いささか不思議である。

  　しかしもっと不可解なのは、それを知った乃ノ香の反応だ。

  「そう、なんだ……そっか……けど、トモが決めたことなら、それは尊重してあげないとね」

  　そう口先で独ひとり言ごつ乃ノ香の面おも持もちは、深刻そうで、そしてどこか悲しげであった。

  　なぜ、そんな顔をするのだろうか。たかだか大学受験に専念するというだけの話なのに……兎田が怪け訝げんに眉をひそめると、その疑問に答えるように金シュロが言った。

  「今までろくすっぽ勉強なんてしてこなかった奴が急にするなんて言い出したから気味悪がってるだけだ。ウサギがいきなり耳を羽ばたかせて空飛んだら焦あせるだろ？　それと同じだ」

  　そういうものだろうか。確かに自分よりも乃ノ香たちのほうが兎毛成と付き合いは長いわけで、それ故ゆえに兎毛成に抱いだく印象も違うとは思うのだが……今ひとつ釈然としない兎田であった。

  「けど、そういうことだったらなおさらこの文化祭は頑張らないとね！　ウサ吉きちは勿もち論ろん、トモにもいい思い出作らせてやらなきゃ！　思い残しがないようにッ！」

  　しかし乃ノ香が殊こと更さら明るく気合を入れるので、兎田も小さな疑問など放っておいた。乃ノ香の言うとおり、兎毛成にとってもこの文化祭は大事なイベント。思い残しがないように、全力でサポートしてあげよう──。

  　兎田は静かなる興奮と決意を胸に秘め、漫研の部室の前までやって来た。ドア上のフィックス窓を見ると室内の電気は点ついている。ということは、兎毛成は中にいるのだろう。

  「オイ─────ッス！　クラスの輪に入れない可哀かわい想そうなのけ者たちが居場所を求めて逃げてきたから匿かくまってくれやトモぉ！」

  　まずは乃ノ香が先頭を切って、漫研の部室へと入っていく。

  「おい、微妙に痛いところを突くんじゃねぇ」

  　そして金かねシュロは文句を言いながら、お菊きくはクスクスと笑みを嚙かみながら部室へと入っていく。兎うさぎ田だもそのあとに続こうとした。しかしどういうわけか、乃のノの香かも金シュロもお菊も、部室に入ってすぐのところで立ち止まってしまった。

  「？　どうしたんですか」

  　不審に思い、兎田は棒立ちになっている三人の間に割って入り──そして三人と同じく、言葉を失なくして立ち尽くした。

  「──……え？」

  　目の前の光景に、目を疑った。

  　昨日来たときにはこの部室は、いつでも文化祭を始められるくらいにまで準備が整っていた。部室内は綺き麗れいに整せい理り整せい頓とん、掃除がなされ、兎と毛も成なりのイラストもほぼすべて展示パネルに飾られていたし、兎毛成のマンガを試ためし読みできる長机と椅い子すが用意されていたし、過去の漫研の作品が閲えつ覧らんできるコーナーもちゃんとあった。兎毛成の個展とも言えるような空間が、ほぼ完成していたのだ。

  　なのに今、部室内は〝個展〟などとはおよそ呼べない有り様に成り下がっていた。

  　あるべきものが、そこにない。

  　展示パネルに貼ってあったはずのイラストも、長机の上に並べられていたはずのマンガも、過去の漫研の会誌も、何一つとしてそこに残っていなかった。

  　その代わりに、雪でも降り積もったかのように、大量の紙片が部室中にばら撒まかれていた。

  　その紙片が何なのかは、いちいち拾って調べるまでもなかった。

  　過去の漫研の会誌と、兎毛成のマンガやイラストだ。

  　兎毛成の、寝る間も惜しんで制作にあたった渾こん身しんの作品の数々が、執しつ拗ようなまでに細かく引き裂かれ、ちぎられて、ばら撒かれていたのだ。

  　そして兎毛成はといえば、そんな凄せい惨さんな現場の真ん中、散り散りバラバラになった自分の作品の上に茫ぼう然ぜん自じ失しつとへたり込み、床に手をついて紙片を指先で弄もてあそんでいた。

  　やがて兎田たちが入ってきたことにようやく反応し、ゆっくりと振り返った兎毛成は、

  「──あはは、今日来てみたら、こんなんなってた」

  　まるで熱量の感じられない瞳と、消え入りそうなか細い声で、力なく笑った。

  「…………ッ！」

  　息が詰まり、言葉が出ない。

  　これをやった犯人が誰かなど、もはや考えるまでもない。

  　兎田だけではなかったのだ。

  　志し鷹だかが牙きばを剝むいたのは、兎田に対してだけではなかったのだ。

  「～～～～ッ！　あいつかぁぁぁぁぁぁッ!!」

  　すぐにお菊きくもこの犯人を察したらしく、激怒の野太い咆ほう哮こうを上げて部室から飛び出そうとする。慌あわててその腕を摑つかんだのは金かねシュロだ。

  「ばっ、待てお菊！」

  「離して金シュロ！　ウサ吉きちくんのみならずトモにまで手を出すなんて……ッ！　もう許せない！　志し鷹だかとかいう野郎ッぶっ殺す！」

  「～～～～ッ！　気持ちはわかるがお前のマジギレはマジで洒落しやれにならん！　冷静になれ！　──おい乃のノの香か！　お前もこいつを止めろ！」

  「え？　やだよ。私もお菊と一緒に行くし。志鷹殺すし」

  「ッ!?　お前もかぁぁぁぁッ！」

  　さながら鎖くさりに繫つながれた獣けものの如ごとく猛たけりくるうお菊と乃ノ香を、金シュロは体を張って止めている。そしてそんな三人の格闘を他よ所そに、兎うさぎ田だは事の重大さに愕がく然ぜんと立ち尽くしていた。

  　終わった。

  　兎と毛も成なりの文化祭が、終わったのだ。あんなにも気合を入れて制作にあたり、最後だからと全力を尽くそうとしていた文化祭が、志鷹の手によって終わらされたのだ。

  　これまで散々バカにされてきたのよりも、昨晩悪漢に足あし蹴げにされたのよりもずっと鋭く激しい痛みが胸を貫つらぬき、動どう悸きが速まり、心臓が張り裂けそうになる。

  　ひたすら憎く、ひたすら悔くやしい。兎毛成の気持ちを想像すると、無念でならない。
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  　なんだ、これは。

  　こんな不条理があっていいのか。こんなにも容易たやすく人の努力が悪意に蹂じゆう躙りんされていいのか。

  　なんで、どうしてこんなことに──それを考えて、兎うさぎ田だは、目の前が真っ暗になった。

  　確かにこれは、志し鷹だかがやった嫌いやがらせだろう。けれど、そもそも志鷹が兎と毛も成なりに手を出したのはなぜだ。元々は赤の他人のはずの志鷹が、どうして兎毛成にここまでする──!?

  

  　──お前のその跳ねっ返りのせいで周りまで痛い目見てるっていうのに

  

  　そう、兎毛成が志鷹の毒どく牙がに掛かってしまった理由なんてたった一つ。

  「……僕の……僕のせいだ……僕がライブをしたいなんて言い出したから、兎毛成先輩までこんな目に……ッ！」

  　兎毛成が、兎田の反逆に加担したからだ。

  　もし兎田と出会っていなければ、兎毛成は無事に個展を成功させていたはずだ。

  　兎田との出会いこそが、兎毛成にこの絶望をもたらしたのだ──ッ！

  「──……んなさい……」

  　身体の震ふるえが止まらない。

  「ご、ごめんなさい……ッ！　ごめんなさい！」

  　罪悪感なんて言葉では片づけられない強烈な自じ己こ嫌けん悪おと自責の念が、兎田の首を締め上げる。

  「～～～～ッ！」

  「ッ!?　ウサ吉きち！　待って！」

  　兎毛成の制止の声が背中に届いたが、兎田はそれを振り切るように部室から飛び出した。

  　一度も振り返らず脇目もふらず、兎田は、その場から逃げ出した。
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  《──本日は、第三十五回桃とう武ぶ台だい高校文化祭にお越し頂いただき、誠まことにありがとうございます。我われ々われ生徒一同、誠心誠意を以もつて皆様をおもてなしさせて頂きますので、どうか思い出に残る一日をお過ごしくださいませ》

  　正門に聳そびえる凱がい旋せん門もんは、美術部制作の渾こん身しんのアーチ。それを見上げながらくぐり、案内所となっているテントでパンフレットを受け取ると、そこから先はもうお祭りムード一色。

  　校舎まで続く道には出店が立ち並び、校舎内も様々な出し物が軒のきを連つらね、近隣の一般人や他校の生徒が大河のようにその間を練ねり歩く。校内スピーカーから流れるアップテンポなＢＧＭ、人々の嬌きよう声せい、歓談……浮ついていて、必要以上にやかましくて、けれどその喧けん騒そうは陽気なもので、誰も彼もが楽しげな、秋晴れの文化祭一日目。桃武台高校は都内でも有数のマンモス校なので、文化祭の注目度も高い。よって例年のごとく、今年もまた大盛況である。

  　そしてそんなお祭り騒ぎの学校を、閑かん散さんとした校舎の屋上にて眼下に眺めている人影が二つあった。金かねシュロとお菊きくだ。

  　しかし文化祭の愉たのしげな空気とは裏腹に、二人の表情は浮かない。

  　状況からして、個展荒らしが志し鷹だかの仕し業わざであることは間違いのないことだった。おそらく志鷹は人目のない時間を見計らい、物置部屋から漫研の部室内に侵しん入にゆうしたのだろう。物置部屋の鍵かぎは壊れているため、かねて物置部屋までは誰でも入れるようになっていた。その上兎うさぎ田だと兎と毛も成なりが物置部屋と漫研の部室とを繫つなぐドアのノブを壊してしまったせいで、これまた誰でも出入りが自由になってしまっていた。つまり漫研の部室への侵入など、誰にでも可能なのだ。しかしこれは裏を返せば、志鷹でなくとも部室への侵入は可能であったということ。つまりは、志鷹による犯行だと断定できる証しよう拠こは何一つとしてないのだ。

  　だから、個展荒らしの被害報告は教師側にしたものの、志鷹が犯人であるとは主張できなかった。もっともそれは証拠不十分だけが理由ではなく、教師に志鷹との関係性を探さぐられると『ハリウッド』に出入りしたり部外者をライブステージに上げようとしているというこちら側のやましい部分も露ろ見けんしかねなかったからでもある。志鷹はもしかしたらそのあたりのこともすべて見越した上でこのような大胆な行動に出たのかもしれない。

  「……まさかこんな結末を迎えるなんて、夢にも思わなかったわ」

  　お菊は拳こぶしを握りしめ、腸はらわたが煮えくり返るほどの悔くやしさで下唇を嚙かむ。そしてお菊に同調し小さく頷うなずいた金シュロは、ビデオカメラを第一体育館の入り口へと向け、俯ふ瞰かんした。

  　するとちょうどスピーカーからの全校放送で、乃のノの香かのしめやかな声が響き渡る。

  《──なお、第一体育館のライブステージにて一時から予定しておりました、脱だつ兎とリベンジの演奏は、演奏者の都合により中止となりました。次のライブステージでの催もよおし物は、一時四十五分からの、──》

  　それは、脱だつ兎とリベンジの演奏中止を告げるアナウンス。それが流れた途端、第一体育館の扉が開き、にやついた志し鷹だかが真っ先に出てきた。そして志鷹を皮切りに、ぞろぞろと次から次へと人が出てくる。すごい数だ。ざっと数えただけでも百人はいるだろうか。

  　彼らは、校内に貼られた脱兎リベンジのポスターと宣伝動画を見て興味を持った者たちだ。

  　たかだかいちバンドのライブにこれだけの観客が集まるのは、まさしく異例。つまり集客に関しては目を見張る成果を出しているのだ。きっとライブが真っ当に行われたのなら、運営側も驚くような盛り上がりをみせたに違いない。しかしライブが急きゆう遽きよ中止となったものだから、その誰もが不満げな様子で帰っていってしまう。

  　そして観客が出きって、人の列が絶えた頃、ひょっこりと一人の女子生徒が重い足取りで出てきた。兎と毛も成なりだ。

  　金かねシュロもお菊きくもその様子を屋上から眺め、やるせなさに奥歯を嚙かみしめる。

  　兎うさぎ田だは、ライブの時間になっても姿を現さなかった。昨日、兎毛成の個展が荒らされているのを目まの当たりにして逃げ出してから、兎田と連絡が取れなくなった。ケータイの電源を切っているらしく電話を掛けても繫つながらない。メールを送っても返信がない。そして今日、兎田のクラスに行ってみたら、兎田は学校にすら来ていないらしかった。

  　それでもと、兎毛成は兎田が来ることを信じてああして第一体育館に詰めていた。しかし結局、脱兎リベンジのライブは始まることもなく終わってしまったのだ。

  「～～～～ッ！　あんのバカ吉きちが……ッ！」

  　ビデオカメラのズームで寄った兎毛成の表情を目まの当たりにして、金シュロは吐き捨てた。

  　するとそのとき、ジャニーズの楽曲が鳴り響く。お菊のケータイに着信が入ったのだ。

  「ウサ吉か!?」

  「いいえ、トモよ。──もしもし？」

  『そんなとこにいて、暇ひまなの？』

  　お菊のケータイから、どこかいたずらめいていながら、けれどやっぱり弱々しい兎毛成の声が流れ出る。兎毛成の言葉を受けて、お菊と金シュロは第一体育館のほうへと視線を移す。すると第一体育館の入り口から、兎毛成が屋上に向かって小さく手を振っていた。どうやらこちらの存在に気づいていたらしい。お菊は手を振り返して、力なく笑う。

  「私たちみたいなのにとっては、この手のイベントは他ひ人と事ごとだからね」

  『じゃあさ、部室の片づけ手伝ってくれない？　いつまでもあのままにしておくのもなんだし』

  　あぁ、それがいい。どうせこんな思いを引きずったままでは文化祭など楽しめるはずもないのだから、いっそ作業をこなして気を紛まぎらわせていたい。

  　お菊は了解の旨むねを兎毛成に伝え、通話を切ろうとした。しかし、兎毛成はさらに続けた。

  『あ、それとね、』

  「うん？」

  『頼まれて欲しいことがあるの』

  

  　自室のベッドにて目を覚ました兎うさぎ田だは、のそのそと起き出してふと窓に目をやった。カーテンを開けてたはずなのにやけに部屋が暗いなと思ったら、とっくに陽ひが落ちているのだから当然だ。時刻はすでに六時過ぎ。

  　文化祭当日の今日、兎うさぎ田だはこの自室にてライブの開始時刻を迎えた。そしてもうライブには間に合わないと確定したところで、兎田はベッドに潜り込んで惰だ眠みんを貪むさぼったのだった。

  　中途半はん端ぱに寝て起きたからか、頭がズキズキと痛む。

  　兎田は脱だつ兎とリベンジのライブに行けなかった。否いな、行かなかったのだ。兎と毛も成なりに申し訳がなくて、兎毛成に会うのが怖くて──。

  　自分の腕を認めてくれない志し鷹だかに一泡吹かせてやりたい──散々自分をバカにしてきた連中の度ど肝ぎもを抜いてやりたい──そんな渇かつ望ぼうと決意を胸に、兎田は自分を否定するこの世界と戦うことを決めた。それを兎毛成たちは応援し、手を貸してくれた。兎毛成たちの存在は本当に心強くて、兎毛成たちがいたからこそ戦うことができた。けれどそれは裏を返せば、兎毛成たちを兎田の個人的な戦いに巻き込んでしまったことにほかならなかったのだ。

  　そしてその結果があれだ。

  　まだ自分が痛めつけられる分にはいい。戦うと決めたから、その痛みにも耐えられる。けれど、兎毛成は違う。あの人は、ただ自分の味方になってくれただけなのだ。背中を押してくれただけなのだ。なのに、こんな自分と関わってしまったがために、兎毛成の個展は志鷹によって完かん膚ぷなきまでに破壊し尽くされてしまった。積み重ねた努力も、個展に込められた想いも、たった一晩のうちにバラバラの紙片にされてしまったのだ。きっと兎毛成は、自身をバラバラに引き裂かれたような心の傷を負ったことだろう。

  　それと同時に、引き裂いてやりたくなるほどの恨うらみを自分に抱いだいているに違いない。もし今兎毛成と顔を合わせたら、兎毛成は烈れつ火かの如ごとく怒りくるい、憎ぞう悪おを剝き出しにして、自分を罵ば倒とうしなじることだろう。兎田には、それが怖かった。ほかのどんな人に嫌われようとまだ受け入れられる。けれど、兎毛成にだけは嫌われたくない。それだけは耐えられない。あんなに自分によくしてくれた兎毛成に──尊敬してやまない兎毛成に罵倒されなじられるだなんて、想像しただけで心臓が潰つぶれそうになる……。

  　だから、学校になんて行けるはずがなかった。

  　ましてやこんな罪悪感を抱かかえたまま、ライブなんてできるはずがなかった──。

  （……兎毛成先輩、今頃どうしてるんだろう）

  　もう文化祭の一日目は終わっている。あんなことがあったのだから、無論文化祭を楽しんだはずがない。周りが浮かれている中で、兎と毛も成なりだけが怒っていたのだろうか。泣いていたのだろうか。恨み言ごとを零こぼしていたのだろうか……。

  　会うのは怖い。けれど兎毛成がどうしているのかは気になった。

  　兎うさぎ田だは重い頭を持ち上げて、ケータイを取り出した。昨日からずっと切っていた電源を入れる。そしてセンターに問い合わせをしてみると案の定、何十通というメールが一気に受信された。差出人は決まっている。友達がいない兎田にメールを送ってくれる人といえば、兎毛成たちだ。受信ボックスの一覧を見ると、兎毛成、お菊きく、金かねシュロ、乃のノの香かの全員の名前が確認できた。きっとこの数々のメールには、怒りと怨えん嗟さの言葉が書き連つらねられているに違いない。

  　兎田は、生なま唾つばを飲み下す。嫌いやな汗が、額ひたいに滲にじむ。ケータイのボタンの上で、親指が震ふるえる。

  　本当は見たくない。けれど、今兎毛成がどういう様子なのかを知りたくて、意を決し、ほんの十分ほど前に兎毛成から送られてきたばかりの新着メールを恐る恐る開いてみた……そして、兎田は眉をひそめた。

  

  　件名　【もう、疲れちゃったよ】

  

  　どういうことだろうか。意味がわからなくて、とりあえず本文を読み進めようとする。しかし画面に現れたのは文章ではなく、一枚の画像だった。

  　それは、学校の屋上からの風景写真。しかし、美しさを想起させるような写真では断じてない。兎毛成のものらしき上うわ履ばきが屋上の縁に立ち、そこから一階を見下ろすような形で撮られたものなのだ。言い換えるなら、今にも屋上から飛び降りようとしている人間の視点を切り取ったかのような写真なのだ。

  　その写真と、そして件名を見比べて、戦せん慄りつが走る。このメールに込められた兎毛成からのメッセージを、兎田ははっきりと読み取った。

  （まさか、兎毛成先輩、飛び降りようとしているのか!?）

  　兎田は半信半疑ながらも、大おお慌あわてで兎毛成のケータイに電話をかけてみた。しかし、出ない。コールが鳴るだけで一向に出る気配がない。

  　心臓がバクバクと暴れ出し、サーっと血の気が失せる。

  　信じたくはないがしかし、兎毛成が飛び降りるに足る動機なんてすぐに思いつけてしまう。散り散りに引き裂かれた自分の作品の中でへたり込む兎毛成の姿が脳のう裏りに浮かんだ瞬間、兎田は大急ぎで制服に着替えると転げるように家を出て、自転車を走らせた。

  　信号の色なんて気にも留めず、ベルを鳴らし通行人を追い散らして、学校へと急行する。

  　すでに文化祭一日目は終了しているが、生徒たちは皆明日の準備のために居残っていて、学校はいまだ賑にぎやかな活気でさざめいていた。

  　兎田は裏門から入り、自転車をその場に乗り捨てて校内へと駆け込んだ。人にぶつかって怒鳴られながらも、それでも脇目もふらずに校舎の階段を駆け上がる。

  　間に合ってくれ！　間に合ってくれ！　間に合ってくれ──ッ！

  　兎うさぎ田だは心の中で必死に叫びながら、体ごと扉にぶつかって、屋上へと飛び出した。

  　待ってください！　死なないでください──ッ！

  「兎と毛も成なり先輩ッッッ！」

  　悲鳴にも近い、追い縋すがるような兎田の絶叫が、屋上に木霊こだました。

  

  「ね？　ほら、来てくれた」

  

  「──……へ？」

  　兎田は、その場で呆ぼう然ぜんと固まった。

  　なにせ兎田は、兎毛成が今にも屋上から飛び降りようとしている緊迫のひとコマがそこにあるものとばかり思っていた。最悪、揃えられた上うわ履ばきだけがそこにあるのかと思った。

  　しかし今兎田の目の前にあるのは、そんな深刻な状況とはまるで無縁の牧歌的な光景。兎毛成は飛び降りるどころかお馴な染じみの三人と車座になり、焼きそばやフランクフルト、たこ焼きにクレープ、その他様々な食べ物を囲んで、まったりとくつろいでいるのだった。

  　そして兎毛成に、ふふんといたずらな笑みを向けられて、ようやく兎田は、自分がまんまと騙されたことに気づき、へなへなとその場に膝ひざをついた。

  「な、なにしてんすか～、も～……心配したんですからぁ」

  　緊張の糸が切れて、なんだかもう泣き出しそうな声しか出ない。本気で怖かった。本気で心配した。なんてことをするんだこの人は。いくらなんでもやることが悪質すぎる。

  「あっはっは。ごめんごめん。こうでもしないと出てきてくれそうになかったからさ」

  　すると兎毛成はお尻しりを叩はたきながら立ち上がり、とことこと兎田の元までやって来て、膝をつく兎田の前でしゃがみ込んだ。

  　いよいよ断罪されるのだろうと、兎田は身を強こわばらせる。しかしじっと兎田を覗のぞき込んでくる兎毛成は、兎田を咎とがめるでもなく、責めるでもなく、ただ穏やかに微笑ほほえんだ。

  「それに、心配したのは私も同じ。連絡の一つもよこさないんだから、どうしたのかと思っちゃったよ」

  　てっきり怒られるんだと思っていたのに、その微笑みがあまりにも澄んでいるものだから、兎田は面食らってしまう。

  「……兎毛成先輩、怒ってないんですか？　僕のこと」

  「？　なんでウサ吉きちを怒らなきゃいけないの？」

  「だって、僕のせいで、兎毛成先輩の個展があんなことに……」

  「はっ、な～にを言ってるんだか。あれはどう考えても志し鷹だかが悪いんでしょうが。そういうの加害妄もう想そうっていうんだよ」

  　兎うさぎ田だの抱いだいていた罪悪感など吹いて飛ばしてしまうかのように、兎と毛も成なりははっきりとそう言い切った。その言葉に、噓うそや建前の類たぐいが含まれているようには聞こえない。兎毛成は本心から、兎田のことを怒っても、憎んでも、恨うらんでもいなかったのだ。

  　それがわかった途端、救われたような気がして、全身の力がどっと抜けた。けれど、

  「それで、どうして今日は来なかったの？」

  　その問いに、兎田は再び罪悪感を募つのらせる。

  「……だって、演やれるわけないじゃないですか。兎毛成先輩をあんな目に遭あわせておいて、僕にステージに立つ資格なんてありません……ッ」

  　いくら怒っていないとはいえ、憎んでいないとはいえ、恨んでいないとはいえ、自分と関わってしまったがために兎毛成の珠しゆ玉ぎよくの作品たちを蹂じゆう躙りんされたのは、紛まぎれもない事実。

  　そうやって兎毛成を巻き込んでおいて、傷つけておいて、それでも演やろうだなんて、そんなことできるはずがない。許されるはずがない──ッ！

  

  「……ハァ、わかってないなぁウサ吉きちは」

  

  　ため息。そして、呆あきれ顔。

  「え？」

  　兎毛成は聞いていられないとばかりにやれやれと肩をすくめると、乃のノの香かたちのいる輪へ戻り、そこに置いてあったカルトンバッグから一枚の画用紙を取り出した。

  　それは、兎毛成が文化祭で展示するはずだったイラスト──ほんの前々日にはまだ仕上がっていなかったイラストの完成形だ。きっと家に持ち帰って制作にあたっていたから、志し鷹だかの難から逃のがれたのであろう。

  　幸さいわいにも残った、その一枚。それもまた、渾こん身しんの出来であるはずの一枚。それを、

  

  　──ビリビリ、ビリビリビリ……。

  

  　兎毛成は突然、破き始めた。

  「ッ!?」

  　真っ二つに裂き、重ねてまた二つに裂き、それをまた重ねてと、パズルのピースみたいになるまでイラストを細かく細かく破いていく。

  「な、何してるんですか!?」

  　すると、兎田の狼狽うろたえようをからかうように一陣の風が屋上を吹き抜けて、細切れになったイラストの紙片が兎毛成の手のひらからさらさらと流れる。

  　そうして風に弄もてあそばれた紙片は、花弁のように夜空を舞った。

  　せっかく無事だった、たった一枚のイラスト──兎と毛も成なりはそれを自みずからの手で、夜空へと葬ほうむってしまった。

  　あれは大切なものだったんじゃないのか、渾こん身しんの作品だったんじゃないのか──そう目で訴うつたえかけるも、兎毛成は何食わぬ顔で言ってのける。

  「あのねぇ、これまでにどれだけ読者からはつまらんと一いつ蹴しゆうされて、編集者にこき下ろされて、同志のはずの元部員たちからは足を引っ張られてきたと思う？　そりゃあムカつきはするけどね、今いま更さら作品を破られたくらいでへこたれるほど私はヤワじゃないっての」

  　兎うさぎ田だは、ハッと息を飲んだ。どうやら自分は、大きな勘違いをしていたらしい。

  「大体ねぇ、『一緒に戦ってあげる』って言ったでしょ？　一緒に戦うってことは、一緒にボロボロになってあげるってことだよ。こうなることも覚悟の上で私はウサ吉きちに手を貸してるの」

  　この人は、ただ自分の味方になってくれただけではない。ただ背中を押してくれただけではない。一緒に戦う──つまりは、一緒になって牙きばを剝むき、一緒になって牙を剝けられることをも覚悟してくれていたのだ。

  「つーわけでウサ吉よ、膝ひざをつくにはまだちと早いぜぃ」

  　目を奪われた。兎毛成のその、勝気な笑みに。

  「これはもう、ウサ吉だけの戦いじゃない。私たち不遇の才人を代表した、このクソッタレな世界に歯向かう大一番なんだ」

  　胸が震ふるえた。兎毛成のその、気風きつぷのいい啖たん呵かに。

  「私は見たいのよ。評価されて然しかるべき能力が、人格が、正当に報むくわれるところをね」

  　もう兎毛成は、このクソッタレな世界のせいで、文化祭で評価を問うことも受けることもできなくなってしまった。

  　だからこそ、兎田がやらなければならないのだ。

  　慎つつましく戦いから降りることは、贖しよく罪ざいになんてなりはしない。悲しがってる場合じゃない。

  　自分は正しいと突っぱねるエゴが何も間違っちゃいないと証明するまでは、屍しかばねを越えてでも戦わなければならないのだ。

  　自分と、そして、自分のためにボロボロになってくれた戦ト友モのために──ッ！

  

  「ねぇウサ吉、私らに、その夢見してよ」

  「～～～～ッ、はいっ！」

  

  　そうだ、膝をつくにはまだ早すぎる。

  　戦おう。

  　この人たちと出会えた意味を、なくしてしまわぬように──。

  

  「がっはっは！　泣け泣け若わこ人うど！　その涙がそなたを強くするであろう～」

  　あぁ、もう、そういうことを言うのは恥ずかしいから勘弁して欲しい。

  　熱いものが込み上げてきて不覚にも流してしまった涙を、兎うさぎ田だは必死に拭ぬぐって顔を上げた。

  「けどもう、ライブは……」

  　最後まで戦い抜く意志は固まった。とはいえ、やはり今いま更さらなのだ。なにせ、脱だつ兎とリベンジに割り振られていたライブステージの枠わくは、すでに終了してしまった。なので当初目もく論ろんでいた後こう夜や祭さいへの出場はおろか、人前で演奏することすらがままならない状況にある。

  　もはや手遅れなのではないか。意志があったところでどうしようもないのではないか。そんな不安が頭をもたげるが、しかし、いらぬ心配のようだ。

  「心配ご無用！　切り札なら、ちゃーんと用意しといたげたよ！　ちょっとばかし反則くさいジョーカーだけどね！」

  　乃のノの香かがそう言って、自信たっぷりにドンと胸を張り、

  「エンディングにはまだ早いと思ってたんだ。きっちり話にオチをつけろ」

  　金かねシュロはボクシンググローブをしたまま、器用にビデオカメラのバッテリーを交換し、

  「志し鷹だかの野郎にきちんと一泡吹かせてちょうだい。でないと私、人を殺あやめることになるわ」

  　お菊きくは冗じよう談だんとも本気ともつかない声音でそう嘯うそぶいた。

  　そして、兎毛成ともなりの不敵な笑み。

  「さぁ、してやろうじゃないの」

  

  　文化祭など無縁のような乾いた校舎の屋上で、報むくわれない面々による反撃が、今始まる。
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  　文化祭二日目。時刻は四時半を少し回り、何もかもが夕焼け色に燃え上がる頃──桃とう武ぶ台だい高校の第一体育館は、その夕焼けにも負けないような熱気と狂乱で燃え上がっていた。

  　アンプから怒ど濤とうのごとく放出されるサウンドが五十人ほどの観客を煽あおり立て、観客は暴動を扇動されているかのようにステージに殺到する。そんな、観客を魅了し、圧倒し、巻き込んでいるのは、ライブステージの取りとして登場した志し鷹だか率ひきいるバンドだ。

  　彼らは、文句なしに上う手まかった。演奏の技術も観客への煽あおりもパフォーマンスも合間合間に挟はさむＭＣまで、そのすべてが安定していて曲の完成度も高く、これだけの熱狂を観客から引きずり出してみせたのも確かな実力によるものだった。決して、観客のほとんどが志鷹たちの友人やファンだからとか、そういうチンケな理由ではない。知り合いのライブだからといった馴なれ合いから来る盛り上がりとは一線を画した、いちバンド、いち音楽としての興奮がそこには渦うず巻いていた。

  　だから今、志鷹のリードギターとシャウトが轟とどろき、第一体育館内の熱量が真夏を彷ほう彿ふつとさせるほどに膨ぼう張ちようして、最高潮のままに演奏が終わった瞬間、歓声が大爆発し、惜しみない賞賛が贈られたのも至し極ごく真っ当な評価といえた。

  「──ふぅ、あっちぃ～」

  　志鷹はライブを終えると舞台袖そでに引っ込んで、スポーツドリンクを一気に喉のどに流し込む。水分を渇かつ望ぼうしている身体の隅々にまでスポーツドリンクは染しみ渡り、達成感と共に口に広がるその味は格別である。さらに言うなら、ライブ終了直後のこの視線もたまらない。志鷹のライブを見て心を奪われた女の子たちが、友達らとひそひそ話をしながらこちらに色目を向けているのだ。志鷹は素知らぬ風を装っているが、女の子たちが話しかけようかどうしようかと浮かれた密談を交わしているのはバレバレだ。

  「先輩！」

  「ん？　おう千ち咲さき」

  　すると、そんな女の子たちの群れから抜け出るように、千咲がパタパタと駆け寄ってきた。

  「すっごくカッコよかったです！」

  「ははっ、ありがとう」

  　いまだ興奮覚めやらぬ様子の千咲が、頰ほおを朱しゆに染めてはしゃぐ。汗ばみ、濡ぬれそぼった髪が額ひたいや首筋に張り付いていて、扇せん情じよう的な色香を漂わせていた。

  　そしてその眼に宿っているのは志鷹への憧しよう憬けい、羨せん望ぼう、恋れん慕ぼ、さらには優越感と自じ己こ陶とう酔すい。これから彼氏になる男が注目の的まとになっているのが嬉うれしくて仕方ないのだろう。まぁもっとも、そんないやらしさはお互い様。これほどの美少女がこんなにもべた惚ぼれしてくれるだなんて、志し鷹だかとしても鼻が高い。

  《只ただ今いまを以もつて、第一体育館におけるライブステージの演目をすべて終了させて頂いただきます。なお、第三十五回桃とう武ぶ台だい高校文化祭はこれにて終了となりますので、一般参加の方はお気をつけてお帰り下さいませ。生徒の皆様はこのあと、五時半から後こう夜や祭さいが開催されますので、どうぞ奮ふるってご参加ください》

  　志鷹と千ち咲さきが美男美女同士、見せつけるかのように仲なか睦むつまじく話していると、放送部の男子の声で文化祭終了を告げる校内放送が流れた。ということはもうじき文化祭実行委員のほうから最優秀バンドに選ばれたという旨むねと、そして後夜祭でのライブオファーが来るはずだ。それは毎年の慣例となっていることであるし、それに、唯ゆい一いつの不安要素も取り除いてあるので、確定事項といっても差し支つかえないだろう。

  （ホントにバカなやつだ。おとなしくしてりゃあ、こっちも何もしなかったのによ）

  　志鷹の抱かかえていた不安要素とは、無論兎うさぎ田だのこと。

  　まさかあの宇宙人が、出場禁止の命令に背そむいてまで歯向かってくるとは夢にも思わなかった。よもやあの梅うめ園ぞの乃のノの香かまで味方につけて、やたらクオリティーの高い宣伝動画まで作って後夜祭のステージを狙ねらいに来るだなんて、誰が想像できただろうか。しかし、だからこそ、少なからずの焦あせりがあったことは否いなめない。あまりにも生意気で、しかも本気のようだったから友人のとっぽい奴に頼んで演奏なんてできない身体にしてやろうと思ったのに、それもあのオカマのせいで失敗に終わったときには肝きもを冷やしたものだ。

  　けれど、天運は自分にあった。兎田を唆そそのかしたあのクソ生意気な漫研の女──兎と毛も成なりとかいうやつの存在がどうしても我慢ならず、なにか嫌いやがらせの一つでもできないものかと漫研へ行ってみたら、物置部屋と漫研の部室とを繫つなぐドアがどういうわけか壊れているのを発見し、難なく部室内へと侵しん入にゆうできてしまったのだ。なので憂うさ晴ばらしに、個展をめちゃくちゃにしてやった。するとそれが功を奏したのか、兎田は昨日のライブに現れなかった。

  　そうやって不安要素は取り除かれ、第一体育館でのライブを成功させたのだ。

  　となるとあとは、ある意味本番ともいえる後夜祭でのライブだ。さらにその前には、千咲への告白も控えている。最高の栄えい誉よも、最高の女も、もう目と鼻の先……いや、もはや手中に収めているといっても過言ではない。

  　志鷹は完全勝利を確信し、内心では高笑いが止やむことはなかった。

  「あのさ、千咲、後夜祭が始まる前に、ちょっとでいいんだ、話す時間ある？」

  「え？　あ、はい……」

  　志鷹が千咲にそう告げると、当然千咲のほうもなんの話かなどわかっているようで、いじらしく睫まつ毛げを伏せて、恥じらいながらもまんざらでもない様子でこくりと頷うなずく。

  　暗がりの第一体育館、くすぐったいようないい雰ふん囲い気きが、二人の間に流れる。

  《──なお、後夜祭までの間、放送部よりお送り致します特別プログラムをお楽しみください》

  　そんな二人の世界に割って入ったのは、ムードなんて読まない校内放送だった。

  　もっとも、校内放送自体は何らおかしなことではない。だが、志し鷹だかがふと気を引かれたのは、その放送の内容である。放送部による特別プログラムなんて、過去にそんなものがあった記憶はないのだが、今年からの新たな試こころみだろうか。特に興味があるわけではないが、頭の片隅で志鷹が考えていると、スピーカーから響く声の主が替わった。

  《はーい桃もも高こう生のみなさんお疲れさーんです！　放送部部長、梅うめ園ぞの乃のノの香かです！　二日間にわたる文化祭、楽しめました？　楽しめましたよね～、なんせ大盛況でしたからね～。それもひとえにみなさんの頑張りのおかげではないでしょうか！　さすがは桃高生！　愛してるぜ！》

  　この学校のアイドルともいえる名物放送部員の、賑にぎやかな美声が全校舎へと流れる。

  《──とまぁそれはさておき、現在放送部では、全国コンテストのテレビドキュメント部門に映像作品を出品するため、ちょっとしたドキュメント映画を制作しております》

  （……〝ドキュメント映画〟？）

  　放送部の全国コンテストといえば、今年の春にすべての部門で優勝を果たしたことで有名だ。

  　だから、今しがたの放送内容に特に不審な点はないのだが……、

  《そのドキュメント映画の内容は、とある冴さえない高校生がバンドを組み、苦難や障害を経へて、そしてライブに臨のぞむというものです》

  （とある冴えない高校生？　苦難や障害？　ライブに臨む？）

  　スピーカーからおもむろに投げかけられた、それらのキーワード……今の志鷹には、どうしても連想してしまう人物がいるのだ。しかもそれを放送しているのがあの梅園乃ノ香だから、余計に勘ぐってしまうのだ。

  《我われ々われ放送部は彼への密着取材と撮影を重ねるうちに、彼に素晴らしい魅力と将来性を見いだしました。そして彼のことを、みなさんにも是非紹介したいと願うようになりました》

  　いやいや、まさかそんなはずはない──頭では必死に否定しながらも、梅園乃ノ香の一言一句を傾聴していた志鷹の手のひらに、じわりと汗が滲にじんだ。早まる動どう悸きを抑えられず、口の中がカラカラに乾いていくのを感じた。

  　だってアイツは、昨日のライブに来なかった。

  　それはつまり、この俺に屈したのだ。俺に負けたのだ。勝ったのは俺なのだ。

  　それに万が一、この〝とある冴えない高校生〟とやらがアイツだったとしても、今いま更さらそんな紹介を受けたところで何もできるわけが──

  《なので本日は、作中に登場するバンド、脱だつ兎とリベンジにお越し頂いただき、ここ桃とう武ぶ台だい高校の放送室から、スタジオ生ライブをお送りしたいと思います！》

  「「ッ!?」」

  　心臓が飛び出すほどの驚きよう愕がくに、志鷹は勿もち論ろん、千ち咲さきまでもが絶句した。

  「脱兎リベンジって……まさか、兎うさぎ田だくんの!?」

  「な、なんだこれ……どうなってんだ!?」

  　千ち咲さきが目を丸くして、志し鷹だかはもはや体裁も繕つくろえずに取り乱す。

  　しかし、そんな二人の動揺などお構いなし。

  

  《皆々様方準備はいい？　耳の掃除は済ませてある？　ＯＫ、この音楽があなたの世界をひっくり返してしまうことを祈りつつ早速参りましょう！　脱だつ兎とリベンジ、ぶっかませッ!!》

  

  　乃のノの香かのアナウンスと入れ替わりに、ドラムスティックがカウント。

  　直後、跳はねるベースと痛快なギターが、初しよっ端ぱなからトップスピードで駆け出す。

  　そして、校内にいる人間すべての鼓こ膜まくを根こそぎ振り向かせた、その刹せつ那な──先を急ぐような、先を求めるような、痛々しいまでに衝動と感情を剝むき出しにした兎うさぎ田だの歌声が、全校内を突き抜けた。

  

  

  《只ただ今いまを以もつて、第一体育館におけるバンド演奏の演目を終了させて頂いただきます。なお、第三十五回桃とう武ぶ台だい高校文化祭はこれにて終了となりますので、……──》

  　桃武台高校校舎二階、放送室。

  　調整室のマイクから放送部員の男子が文化祭終了のアナウンスを入れているのを横目に、ガラス張りになったスタジオには、兎田と乃ノ香、金かねシュロにお菊きく、それに『ハリウッド』のお姉さま方三人衆が詰めていた。『ハリウッド』から運び込んだバンドセット一式の準備も万ばん端たんで、各おの々おのが手て慰なぐさみに楽器をいじりながら、時が来るのを静かに待っている。

  　ちなみに調整室には放送部員全員が集結しており、さっきから興味津しん々しんの視線をもろに感じているので、動物園の珍獣にでもなった気分だ。しかしまぁ、放送室を使ったスタジオ生ライブなんて裏技を繰り出せるのも部長である乃ノ香は勿もち論ろん放送部全体としての協力があってのことなので、嫌いやな顔の一つでも浮かべられるわけがなく、むしろ兎田は改めて乃ノ香に頭を下げたのだった。

  「本当に、何から何までありがとうございます」

  　すると、乃ノ香は金シュロに意味深な目配せをしつつ応える。

  「まぁウサ吉きちのためってのも勿論そうなんだけど、実は頼まれちゃったからね」

  「？　頼まれた？　誰に、何をです？」

  　兎田が質ただすと、その答えとでも言わんばかりに金シュロが兎田に見えるようにビデオカメラの液晶画面を開いた。そして、録画されていた一本の映像を再生する。

  　それは、志鷹によって荒らされた漫研の映像だった。日付と時刻は、昨日の昼一時をすぎた頃。となると、ちょうど脱兎リベンジのライブ中止が決定し、そして兎田がベッドに潜り込んだ頃だ。

  　そのときの、漫研部室内の映像。一体漫研では何が起こっていたのか──まず映し出されたのは、乃のノの香かとお菊きくの背中。そして、引きちぎられたマンガやイラストの紙片が散らかったままにしてある部室の中央に立ち尽くす、兎と毛も成なりの姿。

  　映像の第一声は、撮影者である金かねシュロ自身の驚いたような言葉だった。

  『──放送部のスタジオでライブだと？　んな無茶な。許可が下りるわけないだろ』

  　それに続き、兎毛成が言う。

  『無茶は承知の上。けど、残された方法はもうこれしかない。だから、みんなにはもう一度だけ力を貸して欲しいんだ。お願い』

  　どうやら兎毛成は、兎うさぎ田だのライブ中止が決まってすぐに、もうこの手を思いつき、実行に移そうとしていたらしい。しかし金シュロに続き、お菊もまた難色を示す。

  『トモ、気持ちはわかるわ。私だってウサ吉きちくんの力にはなってあげたい。けれどね、あなたはこのあたりで引くべきだと思うの。ウサ吉くんが敵に回してる志し鷹だかって男はね、ウサ吉くんを暴力で抑えつけようとしたのよ？　相手はそんな、卑ひ劣れつで危険な男。これ以上ウサ吉くんの肩持てば、今度は最悪、あなた自身が襲われかねないわ』

  　お菊の言い分は、至し極ごく真っ当なものだった。兎田だって襲われたとき、たまたまお菊が兎田の危機に気づいてくれたから助けてもらえたにすぎない。ならば兎毛成が襲われる可能性を考慮したら、おとなしく引き下がるのが利口のはずなのだ。しかし、

  『何言ってるんだよお菊、相手がそんなヤツだからこそ、退ひいちゃいけないんだって』

  　兎毛成は、お菊に説得されてもなお、折れなかった。その映像を見て、兎田は改めて兎毛成の強さを目まの当たりにした気がした。

  　しかし、すぐにそれが間違いであることを知る。乃ノ香と金シュロがこの映像を見せたのは、兎田にそんなことを伝えるためではなかったのだ。

  『ここで退ひいたら、このクソッタレな世界に屈したことになる。このまま何もしなかったらこのクソッタレな世界を認めることになる。そんなの絶対に嫌いやだ』

  　凜り々りしく、毅き然ぜんと、兎毛成はそう言う。けれど、──

  『だってさ、おかしいじゃん。報むくわれて然しかるべき人間が、ホントにくだらない理由で報われないなんてさ』

  　徐々に、兎毛成の声が、震ふるえ出した。

  『ウサ吉は、評価されて然るべき人格と実力の持ち主だよ。不遇のままで終わっていい子じゃないんだよ……』

  『お、おい……トモ……？』

  　金シュロが狼狽うろたえたように声を掛け、そして兎毛成が、こちらに顔を向ける。

  　そこで、映像の中のお菊も乃ノ香も、そしてこの映像を見ている兎田も、息を飲んだ。

  『こんな、……こんなひどいことをする理り不ふ尽じんな世界に、呑のみ込まれていい子じゃないんだよぉ……』

  　いつもは勝気のはずの瞳がくしゃりと歪ゆがみ、そこから零こぼれ出しているのは光の粒──それは、今まで見たこともない、兎と毛も成なりの表情。

  『う、う、ううええええああああああ～～～』

  　兎毛成は泣いていた。悲しみと、悔くやしさと、痛みのままに、めちゃくちゃに荒らされた漫研の中央で、声を上げてぼろぼろと泣いていた。小さな肩を打ち震ふるわせて、崩れ落ちそうな脆もろさを晒さらしていた。

  「…………」

  　その映像を目まの当たりにして、兎うさぎ田だは、心底自分のバカさ加減に嫌いや気けが差した。

  　昨晩、校舎の屋上で会った兎毛成は、個展を台無しにされたことなどさもなんでもないような顔をして、あまつさえ自分で自分のイラストを破いてみせた。兎田はそれを馬鹿正直に受け止めて、手放しに兎毛成のことを〝強いひと〟だなんて一言で片づけてしまっていた。

  　けれど違った。あの屋上での勝気な笑みも、イラストを破くなんて行動も、すべては兎田を奮ふるい立たせるために身を切る思いでやったこと。

  　本当は、悲しくて、悔しくて、痛くて仕方がなかったのだ。

  　それでも兎毛成は、兎田のために〝強いひと〟を演じていたのだ。

  『……わかったよトモ。絶対、放送室の使用許可は取り付けてみせるから──』

  　乃のノの香かがそう言い、あやすようにして兎毛成を柔らかく抱ほう擁ようしたところで、ビデオカメラの液晶画面は閉じられてしまった。

  「──とまぁ、そういうわけ。絶対に見せるなってトモには言われてたんだけど、せめてこれくらいはウサ吉きちにも知ってて欲しかったからさ」

  「……感謝します。気合入りました」

  　乃ノ香はいたずらっぽく言うが、今の映像を見れてよかった。心底そう思う。

  《なお、協議までの間、放送部よりお送り致します、特別プログラムをお楽しみください》

  　ちょうど、放送部員のアナウンスも終わったらしい。

  「さ・て・と、それじゃあいっちょ始めますか！」

  　乃ノ香たちはスタジオから出て行き、さっきまでアナウンスをしていた放送部員と席を交換する。そして乃ノ香は咳せき払ばらいを一つして、マイクに向かった。

  《はーい桃もも高こう生のみなさんお疲れさーんです！　放送部部長、梅うめ園ぞの乃ノ香です！》

  　乃ノ香が、放送を始めた。あと一分もしないうちに、演奏が始まる。

  　緊張感は、いい意味でない。きっと目の前に観客がいないからだろう。『ハリウッド』で練習をしているときと同じような心地なので、いつもの練習どおりにやれると思う。

  　兎田はお姉さま方とアイコンタクトを取って頷うなずき合い、いつでもいけるようにギターを構えた。

  《──我われ々われ放送部は彼への密着取材と撮影を重ねるうちに、彼に素晴らしい魅力と将来性を見いだしました。そして彼のことを、みなさんにも是非紹介したいと──》

  

  　さぁ、このクソッタレな世界の胸ぐらを摑つかんでやろう。

  　今まで散々自分をバカにしてきた連中や、認めてくれなかった志し鷹だかに目に物見せてやろう。

  　そして、戦せん友ゆうであり、恩人でもある、愛すべき不遇者たちのために奏かなでよう。

  　間違っているのはこの世界のほうなのだと。

  　僕たちは、何一つ間違っていないのだと。

  　今はまだ報むくわれないけど、それでも戦うことを止やめなければ、いつか必ず勝ち名乗りを上げられるのだと。

  　それを今、証明しよう。

  

  《脱だつ兎とリベンジ、ぶっかませッ!!》

  

  　そして剝むき出しの感情が、衝動が、暴れくるう演奏と吼ほえるような歌声に乗って、校内に轟とどろき渡る。

  

  　校内のあらゆる箇か所しよに設置されたスピーカーから鳴り響く、脱兎リベンジの演奏──志鷹がこのギターの音色と歌声を聴くのは、実は初めてではない。思い出すのも忌いま々いましいが、否いや応おうなく記憶は蘇よみがえる。

  　あれはそう。バンド仲間にも内緒でレコード会社のオーディションに片っ端から参加していた時期のことだ。一次二次審査はどこのオーディションでも通過できた。けれど、いざその道のプロが審査員になる段階にまで進むと必ずふるい落とされた。言い回しは違えど、その落選理由は皆同じ。「上う手まいけど、ただそれだけ」、審査員たちはそう口を揃えた。

  　技術の向こう側、音とは別次元の何か、プラスαアルフアの武器──具体的ではなく、そして鍛きたえられるものでもないそれが欠けつ如じよしていると言われたときの絶望といったらなかった。

  　そんなときだ。ふらりと立ち寄った軽音楽部の部室で、兎うさぎ田だが一人、ギターを搔かき鳴らしながら歌を歌っているのを聴いたのは。

  　きっと周りには誰もいないとでも思っていたのだろう。普段は日常会話すらままならないくせに、そのときの兎田は全力でギターを搔き鳴らし、のびのびと気持ち良さそうに歌っていた。

  　兎田のギターが上手いことは知っていた。相変わらず、嫌いや味みなくらい上手くて腹立たしかった。けれど、問題はその歌声のほうだった。

  　それは筆ひつ舌ぜつしがたい声だった。男とは思えない音域。女だと誰かに言われたら信じてしまうほどの高い声。しかし決して美声ではない。清らかさはなく、粗あらも目立つ。歌っているというよりも、叫んでいるといったほうがきっと正しい。

  　けれど、それに惹ひきつけられた。不思議な魅力があった。鼓こ膜まくではなく直接脳みそや心臓、あるいは精神そのものを揺さぶり訴うつたえかけるような何かがあった。そしてそんな歌声と卓越した技術によって奏かなでられる表情豊かなギターの旋律は、高密度に縒より合い、相乗的に力を増して、奇跡的なまでの調和を生み、図らずも、志し鷹だかを感動させていた。

  　なるほどと、このときに納得してしまったことを覚えている。プロが探している人間とはこいつのような人間のことをいうのだと思い知らされてしまったのだ。

  　だからこそ悔くやしかった。兎うさぎ田だという存在が憎くて仕方なく、二度と兎田のギターと歌声なんて耳にしたくなかった。ましてや兎田の実力が周知されて評価されるなど我慢ならず、文化祭への出場禁止を言い渡したのも志鷹にとっては道理であったし、その後の妨ぼう害がいも功を奏していたはずだった。

  　なのに今、校内では兎田のバンド、脱だつ兎とリベンジの演奏が鳴り響いている。

  　志鷹にとっては耳みみ障ざわりでしかないそれが、全校生徒の耳に届いてしまっている──。

  

  「──……しっかし、『ハリウッド』で初めてこれを聴いたときはたまげたもんだ。あんなに変な地声なのに、歌声として聴くとこんなに様さまになるなんてな」

  　脱兎リベンジの演奏を調整室から撮影していた金かねシュロが、感心したようにそう独りごちた。なので隣にいた乃のノの香かが静かに頷うなずくと、金シュロは続けて尋たずねてきた。

  「……お前、ひょっとして知ってたのか？　ウサ吉きちの、この歌声のこと」

  「ん～、独特な声質だっていうのも、きっと自分が出せる音域で曲を書いてるんだろうなっていうのも薄々感づいてた。だから私が歌えなくなったときに試ためしに歌わせてみたんだけど……まさかこんなに大化けするとは思ってなかったよ。欠点もコンプレックスも逆境も、使い方次第で武器になるもんだね」

  「……ん？　〝試しに歌わせてみた〟？　ってことは、お前まさか……」

  　と、金シュロは疑ぎ惑わくの目を乃ノ香に向ける。そしてその予想は正しい。なので乃ノ香はいたずらな八や重え歯ばをのぞかせて白状した。

  「ウサ吉なら、私がああ言えば絶対歌ってくれると信じてたよ。人がいい子だからね」

  「ぶっははは！　これだから女は信用ならねーな。とんだ役者だよ。お前もトモも」

  　乃ノ香の悪知恵に、金シュロは愉ゆ快かいげに笑っていた。その横顔に、今度は乃ノ香が言う。

  「──ねぇ金シュロ、今撮ってるその映像さ、文化祭が終わったら放送部に譲ゆずってね。ホラ、脱兎リベンジを題材にしたドキュメント映画を放送部で作ってるって建前があったからこそ放送室の使用許可が特別に下りたからさ、ちゃんと作って今度のコンテストに出品しないと私が怒られちゃうんだよ。だから頼むね」

  　元々後こう夜や祭さいまでの繫つなぎとして、この時間帯に校内にＢＧＭを流すことは予定されていた。とはいえ、いちバンドの生演奏を放送するとなると話が変わってくる。だから乃のノの香かは脱だつ兎とリベンジを全国コンテストのための取材対象と銘めい打うつことで、急きゆう遽きよ放送室の使用許可を顧こ問もんから獲得したのだ。勿もち論ろん前回の全国コンテストで四冠を達成したという威光も、そんな無理を通すあと押しになった。そういう経けい緯いでスタジオ生ライブを敢かん行こうしてしまった以上、脱兎リベンジを題材にしたドキュメント映画を作ることは放送部としてのノルマ。なので乃ノ香は金かねシュロがこれまで撮りためていた脱兎リベンジの映像を求めたのだが、

  「……嫌いやだ」

  　にべもなく断られてしまった。

  「え……あ、あはは、そっか……ダメか……」

  　金シュロがこれまで撮りためた脱兎リベンジの映像がなければ放送部でドキュメント映画は作れないのだが、乃ノ香はただ鼻白み、しゅんとうなだれる。かつて金シュロにした仕打ちのことを思うと、食い下がることなどできなかったのだ。しかし、金シュロはまっすぐに脱兎リベンジにビデオカメラを向けたまま、口だけを動かしてこう続けた。

  「これは全部俺が撮った画えだ。どう編集すれば一番映はえるのかは、俺が一番わかってる。だから譲らない」

  　乃ノ香は面食らい、金シュロの横顔に問いかける。

  「……また、作ってくれるの？」

  　すると、金シュロはほんの一瞬だけ乃ノ香に一いち瞥べつをくれ、ばつが悪そうに、歯がゆそうに口をひん曲げた。

  「なんだよその顔は……。あのな、いい機会だから言っとく。二度は言わねーからよく聞いとけ。俺はお前が思ってるほどお前のことを恨うらんじゃいねー。つーか、お前が俺のために映画作りの話を振ってくれたってことくらいはちゃんとわかってる」

  　かつて金シュロの力になれなかったこと。あまつさえ金シュロの手柄を横取りし、金シュロを傷つけてしまったこと──それは乃ノ香にとって、いくら謝罪の言葉を重ねても解消しえない罪なのだと思っていた。けれど、……

  「俺の憎まれ口は今に始まったことじゃねーだろ。仲間なんだからいちいち真まに受けるな」

  　そうではないと、ほかの誰でもない金シュロ本人が言ってくれた。

  　それは乃ノ香にとって、救いそのもの。あれだけの失敗を犯してもなお自分のことを仲間と呼んでくれたことが嬉うれしくて、乃ノ香は俯うつむき、目め尻じりを拭ぬぐった。

  　お菊きくはそんな乃ノ香の背中をそっとさすりながら、金シュロにジト目を向ける。

  「……よくよく考えたら、全部あんたの口と態度が悪いのがいけないんじゃない」

  　ある意味核心。金かねシュロの力になってやれなかった乃のノの香かと、乃ノ香が罪悪感を覚えているとも知らずいたずらに乃ノ香につれない態度をとってはその罪悪感を煽あおっていた無神経な金シュロ……どちらが本当に悪いのかは、言うまでもない。

  　そしてそのことを自覚している節ふしがあるのか、金シュロは誤ご魔ま化かすように声を荒らげた。

  「うるせー黙れ！　おい放送部！　お前らボケッとしてないで働けよ！　ちゃんとこの演奏も録音してるんだろうなぁ!?　次の映画で絶対使うぞ！」

  　これもまた、脱だつ兎とリベンジの演奏中の一幕──。

  

  　あらかた片づけの済んだ漫研の部室にも、無論スピーカーから鳴り響く兎うさぎ田だのギターと歌声──。

  　兎と毛も成なりは、部室のど真ん中に置いた椅い子すに座り、想いを馳はせるような遠い眼まな差ざしで、静かに耳を傾けていた。乃ノ香たちと一緒に放送室で聴いてもよかったのだが、兎田が演奏しているときは裏方ではなく客席に居たかったので、兎毛成は漫研の部室を選んだ。広い部室で一人で聴いていると、その音を独り占めにしているようで心地良い。感情をそのまま音に置き換えたような魂たましいの叫びが、今は自分だけのものだ。

  「ははっ、あのときのウサ吉きちからは想像もつかないよ」

  　走そう馬ま灯とうのように脳のう裏りを駆ける、兎田との思い出。

  　この部室で初めて兎田と出会ったときは、弱気で、卑ひ屈くつで、ウジウジしていて、しかも負け犬根性が染しみ付いていた。見ていてイライラすることもあった。

  　けれど、兎田は変わった。逃げずに戦えるようになった。

  　それどころか、想いを託せるようになった。

  「やればできるじゃん」

  　そのことが嬉うれしくて、頰ほおがゆるむ。

  　ただ兎田の成長が喜ばしい一方で、厳しい現実に遣やり切れなさを覚えずにはいられない。

  　こんなにも兎田は逞たくましくなって、こんなにもおもしろいことをしでかしているというのに、その演奏に対する客席の反応はというと──。

  

  　この演奏を聴いていると、何かが起きるような気がした。この脱兎リベンジというバンドの演奏が全校生徒の耳に入ることで、自分には到底抑えきれようもない何かが生まれてしまうような気がした。それほどの魅力が、熱量が、確かにその演奏には宿っていたのだ。

  　だからこそ志し鷹だかは焦あせっていた。いてもたってもいられず、千ち咲さきと一いつ旦たん別れ、この演奏の届かない場所を探すように、同時に、この演奏を耳にした生徒たちがどのような反応を示すのかを探さぐるように、志し鷹だかは息を弾はずませて校内を駆け抜けた。

  　が、すぐに志鷹は、校内様子を見て回って、口の端を吊り上げる。

  「──……ハァ、ハァ……ハァ…………は、ハハハッ」

  　確かに、この演奏に耳を傾けている者がいた。確かに、スピーカーを仰いでる者も中にはいた。確かに、脱だつ兎とリベンジというバンドを話題にしている者たちもいた。確かに、脱兎リベンジのポスターにケータイを向けている者たちもいた。確かに、この様子を見る限りでは、全校生徒の耳にこの演奏は届いているのだろう。

  　しかし、ただそれだけだった。脱兎リベンジというバンドのスタジオ生ライブという物珍しいイベントも、事情も何も知らない大多数の生徒からしたら、所しよ詮せんはただのＢＧＭ。

  　志鷹の抱いだいた漠とした不安は、杞き憂ゆうでしかなかった。

  　十数分間に渡る脱兎リベンジの演奏は、桃もも高こうに何をもたらすでもなく幕を閉じたのだった。
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  　校庭に特設されたステージ前はすでに千人近い生徒で埋うめ尽くされて、眩まばゆい照明で浮かび上がるステージ上では司会者が立ち回り、最優秀出店賞やら最優秀作品賞やらの表彰式を執とり行おこなっていた。司会者の口が上う手まいのか、観客からは笑い声がどっと湧いたりしており、賑にぎややかなお祭りムードはいまだ絶えない。

  　達成感と名な残ごり惜しさをちりばめた、華々しくきらめく文化祭のフィナーレ、後こう夜や祭さい──それを遠巻きに眺めながら、兎うさぎ田だは渡り廊下に貼られた漫研のポスターと脱兎リベンジのポスターを回収していた。各教室の片づけやポスターの類たぐいの回収は、本日中にすべて終わらせるのが決まりだ。なので兎田はこうして後夜祭の間も校舎内を歩き回っているのだ。もっとも、兎田以外の誰かがポスターを剝はがしているらしく、当初の枚数よりも貼られているポスターの枚数がずっと少ないためもうすぐにでも終わってしまいそうだ。なので後夜祭に参加できなくもないのだが、到底そんな気にはならない。

  　ふと視界の隅、暗がりの中で蠢うごめくものを捉えた。渡り廊下を挟はさんで校庭とは反対側、体育館の柱の陰に男女が一人ずつ。

  　何をしているのかと目を凝こらせば、身長差を埋うめるように女の子はつま先立ち、男は首を傾かしげ、やがて二人の唇が重なった。

  　そしてときを同じくして、後こう夜や祭さいのステージからは最優秀バンドの発表が行われようとしていた。壇上の司会者がもったいぶった口ぶりで今にもバンド名を発表しようとする。

  　と、体育館の柱の陰にいた男のほうが二、三女の耳元に何かを囁ささやいて、小走りで渡り廊下のほうへやって来た。

  　兎うさぎ田だは身を強こわばらせて立ちすくむ。渡り廊下の朧おぼろな蛍光灯のもとに姿を現したその男は志し鷹だかだった。

  　兎田にとっては今一番会いたくない相手である。しかし志鷹にとってはその真逆。志鷹は兎田の存在に気づくと校庭へ向かおうとしていた足を止め、兎田に歩み寄ってきた。

  「残念だったな。上がりたかったんだろ？　あのステージに」

  「…………」

  　志鷹の勝ち誇った笑みを、兎田はまともに直視できずに俯うつむく。

  「お疲れさん」

  　そして志鷹はそう吐き捨てると、生徒でごった返す特設ステージへと走っていった。

  　直後、志鷹のバンド名が最優秀バンドとして声高に叫ばれる。舞台袖そでから志鷹のバンドのメンバーが現れる一方で、志鷹はわざわざスタンディングエリアの人垣を搔かき分けて黄色い声援とやんやの拍手に揉もみくちゃにされながら客席からステージに上がるというパフォーマンスを披ひ露ろう。壇上に上がるやいなやすぐに演奏に移行して、千人近い生徒たちの興奮の雄お叫たけびと大歓声を爆発させた。

  　照明のおかげか、はたまた本人が備え持つスター性か、志鷹がライブをしているその姿は輝いて見え、兎田はふいっと目を逸そらす。と、その視線の先の渡り廊下に、千ち咲さきがいた。先程の体育館の柱の陰にいた女のほう──志鷹のキスの相手、それが千咲だったのだろう。

  　千咲は一度だけ兎田に一いち瞥べつをくれたが声を掛けてくることはなく、誘いざなわれるようにして志鷹が立っている特設ステージのほうへと吸い寄せられていった。その面おも持もちは陶とう然ぜんとしていて、志鷹に心を奪われているのがありありと見て取れた。

  　兎田は引き続きポスターを回収し、そしてそのまま渡り廊下の終着地点、部室棟へと足を踏み入れた。

  

  　部室棟二階、南側の一番奥。観かん音のん開きの扉を開けると、そこには兎と毛も成なり、お菊きく、乃のノの香か、金かねシュロの全員が揃っていた。外の闇やみ夜よとの対比のせいか、電気の点ついた漫研の部室内はやたら明るく、見たくないものまで照らし出されているようで、居心地の悪さを感じてしまう。

  　ちなみに兎田が見たくないものとは、部室内を覆おおうこの空気だ。

  「お疲れさん」と、兎毛成が言う。

  「今そこで志鷹先輩にも言われましたよ。皮肉たっぷりに」と、兎田は苦にが笑わらい。

  「……負けちゃったね」と、兎と毛も成なりが洩もらすので、

  「……えぇ」と、兎うさぎ田だも頷うなずいた。

  　今漫研に漂っているのは、濃厚な無力感と徒労感、そして何よりも、敗北感。

  　兎毛成もお菊きくも乃のノの香かもみんな微笑ほほえみを浮かべてはいるけれど、三者の胸中に渦うず巻まいている感情は、目に見えてそれだった。無論金かねシュロも同じなのだろう。いつもならどんな場面でも画として捉えようとするのに、今はビデオカメラを構えてすらいなかった。

  　するとよどんだ空気を切り裂くように、あるいは単なる空から元気で、兎毛成が声を張り上げる。

  「放送室でのスタジオ生ライブで全校生徒が熱狂！　ウサ吉きちの音楽が鳴り響く校舎内は大盛り上がりのお祭り騒ぎ！　文化祭実行委員も見て見ぬふりはできなくなり、まさかまさかの大逆転で最優秀バンドに大抜ばつ擢てき！　後こう夜や祭さいのステージで正体を明かし、全校生徒の度ど肝ぎもを抜くライブを披ひ露ろう！　そして伝説へ！　──な～んて最上理想の筋書きを夢見ちゃいたけど、やっぱり現実は理想を遥はるかに下回った。まさか後夜祭のステージはおろか、反響の声すらまったくないとはね」

  　放送室でのスタジオ生ライブ──それは、アイディアとしては悪くなかった。ライブステージの出場を逃のがした兎田にとっては、唯ゆい一いつ残された演奏の場だった。だから全力で演奏をしたし、演奏の出来自体も練習以上のものが引き出せたと自負している。そこに問題はなかった。

  　ただ、高い自己評価とは裏腹に、聴き手が下す評価は厳しかった。いや、批判だろうとなんだろうと評価されたのならまだいい。評価の声すらなかったのだ。脱だつ兎とリベンジの演奏に、生徒たちも、文化祭実行委員も、なんの反応も反響も示さず、ただのＢＧＭとして校内に流れて消えただけだった。

  　すべての結果が出た今となっては、兎毛成が当初思い描えがいていた展開も絵空事。ただ、ライブをしている最中までは、兎毛成の言うとおりこのスタジオ生ライブで何かを起こせる気がしていた。あわよくば後夜祭のステージに立てるのではと本気で思っていた。それだけに、蓋ふたを開けてみたときの失望感は、普段気丈な兎毛成たちを落ち込ませるほどに重い。

  「ライブは最高だったよ、間違いなく。今まで聞いたどんな音楽よりも心を揺さぶられた。感動した。──だってのに正当な評価が下されないなんて、つくづくクソッタレな世界だねここは。あいつら全員不感症なんじゃないかとすら思えてくるよ」

  　そう言って、兎毛成はふと窓の外を見る。兎田もその視線の先を追うと、校庭のほうにぼんやりとした光こう芒ぼうが灯ともっており、耳を澄ませると音楽と歓声が聞こえてきた。後夜祭で吹いている華々しい風が、ここまで届いているのだ。なんと嫌いや味みで、恨うらめしいことか。

  「──さて、いつまでも沈んでたってしょうがないね。みんなこのあとの予定は？　クラスで打ち上げ？」

  　しばしの沈黙のあと、兎毛成はパチンと一度手を叩たたき、明めい朗ろうな面おも持もちで皆を見回す。白けた空気を仕切り直そうとする兎毛成の意図を汲くんだ三人も、和なごやかムード全開で口々に答えた。

  「あらトモ。それは皮肉？　そんなのには誘われてないわよ」

  「右に同じ」

  「ん～、私は誘われてるけどこっちで何かやるならこっちに行くよ！　クラスの出し物にはあんまし関与してないから、そっちの打ち上げに行ってもいまいち盛り上がれないしね～」

  「ん。それじゃあ、ご飯食べに行って、そのあとカラオケにでも行こうか。憂うさ晴ばらしに今日はパーッと騒ごう」

  　そうして兎と毛も成なりの提案に快かい諾だくする三人。部室内に和わ気き藹あい々あいとした笑い声が弾はじけた。

  　確かに兎毛成の言うとおり、いつまでも沈んでたってしょうがないのはわかる。そしてかくいう自分も、クラスの打ち上げになんて誘われていない。だからこのあとも予定は空いている。

  （……なんだよ、それ）

  　が、しかしだ。兎うさぎ田だは兎毛成たちが浮かべたその作り笑いに、強烈な違和感を抱いだいていた。今の兎毛成たちを見ていると心がざわつき、その空から元気には苛いら立だちすら覚えた。

  　それはなぜか──考えるまでもない。兎田が兎毛成たちに抱いていたイメージと、今の兎毛成たちの姿があまりにもかけ離れているからだ。

  　幻滅と言ってしまうと聞こえは悪いが、このもどかしさの正体はそれに近い。

  　兎田にとって兎毛成たちは、不屈の象徴だった。たとえ一度劣勢に追い込まれたとしても、負けたとしても、それでも逆境から立ち上がって何度でも戦いを挑いどんでこその兎毛成たちだと思っていた。

  　編集者に何度こき下ろされようと自分のマンガの腕を信じて疑わないのが兎毛成で、人からキワモノ扱いされても己おのれの有り様を貫つらぬくのがお菊きくで、性犯罪者扱いされようと映画監督になって見返すために虎こ視し眈たん々たんと腕を磨いているのが金かねシュロで、自分の夢が叶かなわないのならと人に夢を託しあと押しするのが乃のノの香かだ。兎毛成たちのそういうところに憧あこがれていたし、尊敬をしていた。自分もそうありたいと願うようになった。

  　けれど、眼前の兎毛成たちはどうだ。

  　負けたから憂さ晴らし？　それはつまり、負けを認めたままで終わりにしようとそういう事か？　負けたままで何もせず、ただ敗北によってもたらされた屈くつ辱じよくと閉へい塞そく感を誤ご魔ま化かしてうやむやにしてしまおうと、そういう事か？

  （……ッ！　冗談じゃない……！）

  　違うだろ。いつまでも沈んでたってしょうがないから次の手を考えるのが兎毛成だろう。

  　負けてもなお、なんとかしようと立ち上がるのが兎毛成だろう。

  　それを教えてくれたのは、ほかでもないあんただろ。

  　なのにどうしてこんな結末で納得しているんだ。所しよ詮せんは他ひ人と事ごとということか？　けれど、申し訳ないけど、自分はまだ納得できていない。自分の演奏は最高だった。評価されて然しかるべきものだと自負している。そして確信した、自分は何も間違っていないと。正しかったのは自分のほうだと。

  　だからこんな結末は受け入れられない。

  　このまま正当な評価を得られないままだなんて絶対に嫌いやだ！

  　絶対に──ッ！

  「──あ、ポスター剝はがしてきてくれたんだ。ありがとね。あとで行こうと思ってたけど、これならすぐに出発できるね」

  「…………ッ」

  　室内に蔓まん延えんし、自分までをもその色に染めようとする諦てい観かんを振り払い、兎うさぎ田だは脳みそをフル稼か働どう。己おのが状況を改めて整理し直し、手持ちのカードを再確認。何ができる？　何が必要だ？　後こう夜や祭さいのステージに立てなかった自分がここから評価を得るにはどうすればいい？　そんな手はない？　そんなことない。諦あきらめちゃダメだ。たとえ兎と毛も成なりたちが諦めて自分の手を引いてくれなくなっても、考えろ。頼るな、考えろ。考えろ──。

  「……まぁ、そうくよくよすんな！　自分で歌えるようになったんだ！　今度は即席でもなんでもなく気の合うバンドのメンバーを探してさ、そんでまたライブすりゃいいじゃん。今回は今回でいい経験になったでしょ。ね？　だからホラ、今日のところは食べたいもの食べて歌いたい歌唄って嫌いやなこともぽーんと吹き飛ばしてさ──」

  　兎毛成は、兎田が沈ちん思し黙もつ考こうに耽ふけっているのを落ち込んでいるのだと思ったらしく、殊こと更さら明るく、励ますように、兎田の肩をポンと叩たたいた。そのときだ。

  「……ポスター……？」

  　ふと、引っかかるものがあった。

  　漫研と脱だつ兎とリベンジのポスター。今しがた剝はがして回収してきたそれ。どういうわけか脱兎リベンジのほうのポスターが、当初刷って貼った枚数よりも明らかに少なくなっていた事実。

  　てっきり兎毛成たちの中の誰かが剝がしたのかと思いきや、先の兎毛成の発言からするにそういうわけではないようだ。

  　となると、誰が剝がしたのだろうか。一体、なんのために？

  （──……あ、……え？　もしかして……）

  　脳のう裏りにひらめく、一つの仮説。それは、あまりにも楽観的な希望的観測かもしれない。けれど、もしその仮説が事実であったとしたら……。

  　兎田は慌あわてて自分のケータイを取り出した。そして訝いぶかしむ兎毛成たちを尻しり目めに、覚おぼ束つかない操作でカメラを起動。それを脱兎リベンジのポスターの二次元バーコードに向ける。二次元バーコードを読み取り飛んだ先は、無論脱兎リベンジの宣伝動画が公開されているページだ。

  　そしてそれを一目見た瞬間、兎田の口からは自然と零れていた。

  「……まだ終わってない……」

  「え？」

  　突然の兎うさぎ田だの行動と独り言に、兎と毛も成なりたちは戸と惑まどいの目を向ける。しかし兎田は興奮を抑えきれず、兎毛成たちに畳たたみ掛けた。

  「いや、わかんないですけど、もしかしたらまだ終わってないのかもしれません！　まだやれることがあるのかもしれません！」

  　その眼まな差ざしに射い抜ぬかれた兎毛成たちは揃って息を飲んだ。

  「お願いします！　最後の最後の悪あがきに付き合ってもらえませんか!?」

  　部室内に蔓まん延えんする諦てい観かんを搔かき消したのは、兎毛成でも、お菊きくでも、金かねシュロでも、乃のノの香かでもない。ほかの誰でもなく、卑ひ屈くつで腑ふ抜ぬけだったはずの兎田だった。


  


   [image: ]エピローグ

  

  　二日間にわたる文化祭が終わり代休を一日消化すると、日ひの大半を勉学に費ついやす規則正しい日常が再開することになる。桃もも高こうの文化祭は準備日を含めると計四日にも及ぶ大々的なものであり、それ故ゆえ代休を挟はさんだとはいえお祭りムードから授業中心の生活に戻ったときの反動は大きく、その初日の朝ともなれば、かったるさや煩わずらわしさはどうしても隠せないものだ。夢から覚めてしまったような落胆の色が、登校中の桃高生たちの顔に出ている。

  　しかし寝ぼけ眼まなこの生徒が通学路をぞろぞろと歩いて行く中で、志し鷹だかはいまだに夢見心地で浮き足立っており、その歩調もハツラツとしたものであった。というのも志鷹の胸中には、今もなお後こう夜や祭さいライブの余よ韻いんが残っていたからだ。

  　最優秀バンドとして立った後夜祭のステージ──あれはまさしく夢のような体験だった。

  　体育館にひな壇で作られたステージや街の小さなライブハウスとは一線を画す、野外ステージならではの圧倒的な開放感。足元で波打つ一千人の大おお海うな原ばら。目も眩くらむような照明と、衣服がビリビリと震ふるえるような拍手と歓声が一身に集中し、こちらがアクションを起こせばその一挙一動に対して信じられないほどのレスポンスが跳はね返ってくる。

  　高揚感と全能感、そして快感──後夜祭のステージというのは、高純度のそれらを存分に味わえる舞台であった。そしてその甘美な余韻が、志し鷹だかの心をいまだに捉えて離さない。後こう夜や祭さいライブの記憶を何度も反はん芻すうしてみては、何度でも蘇よみがえってくる体感に心しん酔すいしていた。

  （……つくづく兎うさぎ田だの野郎を潰つぶしておいてよかったぜ）

  　後夜祭ライブの記憶と共に志鷹の脳のう裏りをよぎるのは、あの憎たらしい宇宙人のこと。

  　あんな最高の舞台を兎田に譲ゆずるようなことにならなくて本当に良かった。それどころかスタジオ生ライブなんていう奇をてらった手段も徒労に終わり、兎田が一切評価されていないなんて胸がすく思いだ。ざまあない。

  　自分だってプロになれなかったというのにあんな宇宙人なんぞがその可能性を秘めているなんて許しがたく、誰の目にも留まらないまま、このまま埋うもれてしまえばいい──そんな志鷹の怨おん念ねんが結実したような結末が今現実としてここにあり、その優越感と充足感が志鷹を舞い上がらせていた。加えて千ち咲さきも正式に自分の女になったことだし万事快調。文化祭を終えてもなお、気は晴れ晴れである。

  「──え!?　なにお前も!?」「いや俺だけじゃねぇから！　そもそも俺はこいつに落とし方教えてもらったんだよ」「マジかよ奇遇ーッ！」「奇遇じゃねぇだろ。むしろ必然だろコレは」

  （うっせぇな……一年か？）

  　ふと、けたたましい会話が聞こえてきて、それが若じやつ干かん耳みみ障ざわりで志鷹は顔をしかめた。声のする前方を見れば一年生の男子グループが騒ぎながら歩いているのだった。志鷹のそれとは質が違うが、彼らもまた文化祭明けの朝だというのに元気そのもの。不必要なまでの活気を撒まき散らしてゲラゲラ笑い合っている。が、

  「──……ッ!?」

  　その一年生たちの賑にぎやかな会話に、志鷹は自分の耳を疑った。聞き間違えかと思い、志鷹は改めて一年生たちの会話に耳をそばだてる。と、忙せわしない言葉の応おう酬しゆうの中で、一年生たちの中の誰かが鼻歌を歌っていた。目を凝こらし、すぐに見つけた。一年生たちの中にイヤホンをして音楽を聴いている奴が一人おり、そいつが気持ち良さそうに歌を口ずさんでいるのだ。

  　志鷹は動どう悸きが速まるのを抑えられなかった。嫌いやな汗が額ひたいに滲にじみ、飲み込んだ生なま唾つばがいやに熱い。なにせその歌には、聞き覚えがあったのだ。志鷹にとって忘れられるはずもない歌だ。

  　しかしなぜ、どこの誰とも知れない一年生が音楽プレーヤーを聴きながらその歌を口ずさんでいるのだろうか。

  　すると志鷹の混乱と困惑に追い打ちをかけるように、さらに二人ほどが音楽プレーヤーを取り出した。そしてイヤホンを二人で一つ使ったりしながら全員で音楽を聴き始め、口々に感想をしゃべり出す。

  「あ～、やっぱいいわコレ。音質悪いのがちとアレだけど、間違いない」「あぁ、キラーチューンだよな」「初めて聞いたときにピンときたわ」「ふっふっふ、実は俺、例のポスター、一枚拝はい借しやくしちゃった」「マジかよ！　いいなぁ～。俺もそれちょっと考えたけど、窃せつ盗とうとかになるのかと思って躊躇ためらったんだよな～」「──あ、サビ来るぞ」「来る、来る……サビ来る───ッ！」「漲みなぎってきたぁぁぁあああああッ！」

  

  「「「「うぇ──────い！　ウォッ、ウォッ、ウォッ、ウォッ！」」」」

  

  　あげく音楽を聴きながら、一年生たちは人差し指を掲かかげ合い、人目も憚はばからずにモッシュを始めた。さらにはそれだけでなく、声を揃えて歌まで歌い出した。

  　その板についたはしゃぎっぷりからして、この一年生たちは普段からバカをやっているお笑い担当のお調子者どもに違いない。無論、ふざけ半分でモッシュなんてしているのだろう。

  　ただ、残るもう半分は、純然たる興奮だった。高揚感だった。その歌をバカにしているわけではなく、その歌に魅入られているからこそだった。そしてその歌も、志し鷹だかがよく知る歌だった。

  （何が……何が起きてる──ッ!?）

  　夏の夕立雲のように急速に膨ふくらんでいく、危機感にも似た嫌な予感。

  　焦あせりと不安に駆られるがままに、志鷹はバカ騒ぎを繰り広げる一年生たちを追い越して学校へと急いだ。途中、イヤホンをして歩く生徒の姿を度たび々たび目にした。勿もち論ろん普段からそんな生徒は大勢いるのだが、今の志鷹にはその全員が不吉に見えた。いや、しかし実際に、忌いま々いましいあのバンド名を耳にした気がしたのだ。空耳でなければ、確かにその話題を口にしている生徒を何組か追い越したのだ。

  　胸騒ぎが収まらない。気にし過ぎだろうか。ただの思い過ごしであって欲しい。

  　切に願いながら志鷹は自分の教室へと足を踏み入れる。すでに半数以上の生徒が登校済みで、教室には談笑の輪があちこちで咲き乱れていた。

  

  「──いや～、本当に最高だよね～。脱だつ兎とリベンジ」

  

  　誰かが言ったのを、志鷹は耳にした。

  

  「オリジナルなんでしょ？　この楽曲全部」

  

  　誰かが言ったのを、志鷹はまたも耳にした。

  

  　　　　　「私、チョ～好き」

  　　　　「この人の歌声マジでなんなんだろうね、どっから出してんの？　同じ人間？」

  「すげぇカッコイイよ。アガる」　　　　「そもそもこのボーカルは男？　女？」

  　　　「なんかハマった」　　　　　「いや、歌声もそうだけど何よりギターがヤバイ」

  「『脱だつ兎とリベンヂ』ってマンガ昔あったよな。誰か知らない？」

  　　　　「もっと高音質のを聞きたいな。リマスタリングしたのをアップして欲しい」

  　　　　　　　　「だよな、このギターは高校生レベルじゃないわ」

  「あったあった。なんか関係してんのかね」　「歌のヘタウマ感がたまらんよ」

  　　「何気にポスターもセンス良かったよね」

  「マジもっと情報が欲しいわ」　　　　　　　　　　　「ファンとかじゃない？」

  　　　「ソロの速弾きのとこなんてちょっと変態過ぎるだろ」

  

  　否いな、〝誰かが言った〟どころではない。教室中が、その話題で持ちきりになっていた。誰も彼もが好感と好奇心の熱に浮かされて、興味津しん々しんで脱兎リベンジの名を口にしていた。誰も彼もがケータイや音楽プレーヤーから伸ばしたイヤホンを片耳に垂たらしながら、である。

  「なッ、……は!?」

  　志し鷹だかは絶句し、その光景に立ちすくむ。悪い夢でも見ているかのようで、目め眩まいすら覚える。

  　間違いなかった。志鷹が抱いだいた嫌いやな予感は、思い過ごしでもなんでもなかった。

  　どういうわけか、男女学年問わず桃もも高こうの生徒たちの間で、脱兎リベンジの楽曲の音源が広まっているのだ。

  「～～～～ッ！　おい！　な、なんでその音源を持ってるんだ!?」

  　志鷹は手近にいたクラスメイトの女子に食ってかかる。すると相手は無む邪じや気きに笑いながらケータイを取り出した。

  「あ、やっぱ志鷹もこのバンドいいと思う？　だよね～。──ホラ、アドレス教えてあげるから、志鷹も落としなよ」

  　言下にそのクラスメイトからメールが送られてきたので、すぐさま志鷹はそのメールに食い入った。本文にはどこぞのサイトのアドレスが載っており、志鷹は貪むさぼるようにそのサイトにアクセス──すると、見覚えのある動画サイトに飛んだ。

  　それは、脱兎リベンジの宣伝動画が公開されているページだった。志鷹は過去に何度かこのページを開いてチェックしたことがあったが、そのときにはなかったコンテンツが、新たに二つ追加されていた。一つは脱兎リベンジの楽曲をフルで試聴できる動画。そしてもう一つが、

  

  《　　Free　DL　　》

  

  （フリー……ダウンロード……？）

  　その文字が目に飛び込んできた瞬間、志鷹は事態の全ぜん貌ぼうを悟った。

  （あの野郎……やりやがった──ッ！）

  　体が震ふるえ、頭が熱くなる。

  　確かに自分は兎うさぎ田だに勝ったのに、後こう夜や祭さいのステージに立ったのは自分のほうなのに、さっきまではそれで満足していたのに、今起こっているこの事態を把は握あくした途端それらすべての事実が無味乾燥の幻まぼろしのように思えてきて、途方もない屈くつ辱じよくと敗北感が志し鷹だかを呑のみ込み蝕むしばんでいく。

  　しかしそんなこととは露つゆ知らず、クラスメイトの女子たちは脱だつ兎とリベンジに関する会話を愉たのしげに続ける。

  「──けどこれ、一体誰が歌ってるのか全然わからないんだよね～」

  「そうそう。元々は一般参加でライブをする予定だっただの、あの梅うめ園ぞの乃のノの香かを中心に放送部員で組んだバンドだの[image: ]うわさが流れてるけど、実際んとこはメンバーは正体不明っていう……。あ、ねえねえ、志鷹はこのバンドのメンバー、誰だか知らない？　知ってたら紹介してよ～」

  　脱兎リベンジについて語る、その嬉き々きとした表情──もはや抑えきれなかった。

  「～～～っ知るか！　そんなこと俺おれに聞くな！」

  　募つのる苛いら立だちのままに放たれた志鷹の怒号で、水を打ったように教室は静まり返り、先程までの愉しげな雰ふん囲い気きが一変する。そして、

  「──は？　何急にキレてんの？」

  　不ふ穏おんな気配が教室中を覆おおい、その元凶たる志鷹には、容よう赦しやなく白い目が殺到した。

  「…………ッ！」

  　顰ひん蹙しゆく、忌き避ひ感、恐怖、不快感、軽けい蔑べつ、冷笑、困惑、不可解──冷ややかで、胃いがぎゅっと縮ちぢまるようなその〝いたたまれない〟という感覚を、志鷹はこのとき、初めて味わったのだった。

  

  　昼休み突入を告げるチャイムが鳴ると、学食へ向かう生徒や購買部のパンを買いに走る生徒、そして机を向かい合わせて弁当箱を広げるグループなどで教室中がにわかに騒然となる。それが日常の光景であり、一年Ｃ組の教室も例に洩もれない。仲の良い各グループが各おの々おのの昼食を啄ついばみながら、そこかしこで雑談に華を咲かせている。

  　ちなみにもっぱらの話題の的まとは、どこのグループでも同じ。スタジオ生ライブなんていう前代未聞のパフォーマンスを披ひ露ろうした、正体不明のとあるバンドについてであった。

  （──さて、行くか）

  　一年Ｃ組在ざい籍せきである兎田は、相変わらず誰の目にも留まらぬまま、気にも掛けられぬまま、いつもどおりスーっと消えるようにして教室をあとにした。

  「兎田くん！」

  　すると、廊下に出て少し歩いたところで、兎田は呼び止められた。誰かと思い振り返ると、千ち咲さきが駆け寄って来るのだった。

  　一体なんの用だろうかと、兎うさぎ田だは身構える。なにせ千ち咲さきは志し鷹だかの彼女で、そして自分に対してもしっかり嫌けん悪お感をお持ちのお方。志鷹に楯たて突くようなことしたのだから、いかように罵ののしられたとしても不思議ではない。

  　兎田はそう思っていたのだが、しかし意外や意外、というか不可解。兎田のもとに駆け寄ってきた千咲は頰ほおを紅こう潮ちようさせ、その目はキラキラと輝いているのだった。

  「脱だつ兎とリベンジって兎田くんのバンドだよね!?」

  　そして開口一番のその親しげな声音に、兎田はあっけに取られた。思わず素すの高い声で返事をしてしまうところですらあった。

  「え、あ、うん」

  「やっぱり！　すっごいカッコいいじゃ～ん！　私も早速ダウンロードしてさぁ、もうヘビーローテーションだよ！　放送室からの生ライブ？　あれも良かったよ～」

  「あぁ、うん、ありがとう」

  　兎田は戸と惑まどいを隠せない。最低でも嫌いや味みの一つくらいは言われるのかと思いきや、褒ほめちぎられているのだから。

  「みんなウワサしてるんだから！　あれはどこの誰だ～って、校内はその話で持ちきりだよ！」

  「あぁ、そう……みたいだね」

  　一体これはどういうことだろうか。千咲は自分に親しげに接しつつも、腹の中では自分のことを嫌っていたはず。志鷹と正式に結ばれた今となっては自分なんかにそんな態度をとるメリットなんてないはずなのだが……そもそもその褒ほめ言葉は本心か……？

  　わけがわからず兎田が困惑していると、千咲は甘えるように、どこか必死さすら伝わってくるほど熱心に、こう続けた。

  「けどどうして黙ってるの？　自分が脱兎リベンジだぞ～って教えてあげなよ～。そしたらみんな驚くよ～。なんで名前を出さないの？　あ、もしかして言い出しにくいとか？　もしあれだったら、私がついててあげようか？　何なら私からみんなに言ってあげてもいいし！」

  「…………」

  　さもそれが親切であるかのように、脱兎リベンジの広報役を買って出る千咲。

  　このときに兎田は、あぁなるほどねとようやく千咲の意図を理解した。と同時に、いつだったか金かねシュロが言っていた台詞せりふを思い出していた。

  

  　──俺が何者かになれば、今に向こうから媚こびへつらった笑みをぶら下げて近づいてくるようになる。手のひらを返して擦すり寄ってくる連中の姿を想像するだけで、ゾクゾクしてくるだろ。

  

  　つまりはそういうこと。金シュロの言っていたとおりだ。

  　要するに千ち咲さきは、打算と下心に基づいて兎うさぎ田だにそう申し出ているのであろう。「ね？」なんて可愛かわいらしく小首を傾かしげているが、いやはやそれがなんと滑こつ稽けいに見えることか。あんなにも人を毛嫌いしていたくせに、利用価値があるとわかった途端にこれとは。

  　きっと「時の人と通じてる私、すごいでしょ」みたいなアピールを周囲にしたいのに違いない。可愛い顔をしてホントあざとい。

  　よくもまぁ自分は今まで、こんな女の子に熱を上げていたものだ。やっと目が覚めた。

  「ほらほら、教室に戻ってみんなに教えてあげよ!?　あはは、楽しみだね～。みんなが驚く顔が眼に浮かぶよ～！　だって兎田くんがあの演奏を──」

  

  「ごめん。ゼッッッッタイ嫌いやだ」

  

  「……え？」

  　すでにその気になって話を進めていた千咲が、予期せぬ返答にピタリと固まる。

  　そしてそのヌケた面つらに、兎田は渾こん身しんの笑顔と作った低い声で言ってやった。

  「それと、ありがとう。僕は和泉いずみさんのおかげで強くなれた」

  「え？」

  「志し鷹だか先輩と末永くお幸せに。──それじゃあばいばい」

  　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような、千咲の啞あ然ぜんとした表情が小気味良い。

  　本当は中指を立てて「失うせなビッチ」とでも言ってやりたかったが、黒い感情なんてのは、抜身にせずに懐ふところに忍しのばせておいてこそ映はえるというもの。

  　だから茶化した笑みだけを千咲への置き土産みやげにして、兎田はとっととその場からずらかった。

  

  　そうして兎田が向かったのは情報研の部室。馴な染じみのメンバーと昼休みにここで落ち合う約束をしていたのだ。

  　居留守が基本の情報研だが、今日はノックをするとちゃんと返事があった。なので兎田が入室すると、中にはすでに金かねシュロとお菊きくと乃のノの香かの三人がいた。

  「どうですか、結果は」

  　気が急せくままに、兎田は挨あい拶さつもなおざりに尋たずねる。と、金シュロがニヤリと笑ってパソコンのモニターを兎田に向けた。

  「自分の目で確かめてみろ」

  　モニターに映し出されているのは、アップローダーの管理画面。アップローダーとは様々なデータやファイルをネット上で保管、配布できるサービスで、兎田たちはこのサービスを用もちい、脱だつ兎とリベンジの宣伝動画のページから脱兎リベンジの楽曲のデータを無料でダウンロードできるようにしておいたのだ。

  　というのも、話は時を遡さかのぼって二日前、後こう夜や祭さい真っ只ただ中なかの漫研でのこと。

  　回収後の脱だつ兎とリベンジのポスターが当初貼った枚数よりも明らかに少ないことに気づいた兎うさぎ田だは、もしやと思い、宣伝動画のページにアクセスしてみた。すると、宣伝動画の再生回数がスタジオ生ライブ以前よりも倍近くにまで伸びていたのだ。ここで兎田のとある仮説に信しん憑ぴよう性が増した。もしかして脱兎リベンジの演奏は、皆の心に届いていたのではないだろうかと。だから脱兎リベンジというバンドに興味を持った人が宣伝動画を視聴し、そしてポスターを剝はがして持って行ってしまったのではないかと。確かに表立った反響の声は一切耳に入ってこなかったが、もしかしたら脱兎リベンジを支持する声なき声もあるのではないか──そんな仮説が、兎田の中で確たる輪りん郭かくを帯び始めていた。

  　だから兎田はその声なき声を掬すくい上げるために、憂うさ晴らしに繰り出そうとしていた兎と毛も成なりたちを呼び止め、協力を求めた。そして桃もも高こうの大多数の生徒が後夜祭や打ち上げを楽しんでいる裏で、打ち上げなんかには誘われもしなかった兎田たちは息つく間もなく東とう奔ほん西せい走そう。金かねシュロが映画作りのために録音しておいたスタジオ生ライブの音声を元に楽曲データを作成。そしてそれを、宣伝動画のページで無料ダウンロードできるように仕込んでおいたのだ。

  　そうして、代休を一日挟はさんだ今である。

  　無料とはいえ、わざわざ楽曲データをダウンロードするということは、それは脱兎リベンジへの賞賛といっても過言ではない。だからもし兎田が仮説立てた声なき声というものが本当にあるのだとしたら、そのダウンロード数こそが脱兎リベンジへの評価になる。

  　果たして、どのような結果が待っているのであろうか。

  　兎田は恐る恐る、金シュロが向けたパソコンのモニターを覗のぞき込む。

  　英字で並ぶ、脱兎リベンジの曲名が五つほど……それが兎田が用意したラインナップ。

  　一覧になっているその曲名から視線を右へとずらしてみれば……、

  

  《　　4,147 Download　　》

  

  　無論それは五曲あるうちの一曲のダウンロード数だが、ほかの曲のダウンロード数も、そのほとんどが三〇〇〇件を越えている。動画サイトで脱兎リベンジの曲をフルで試聴できるようにした上でのこの数字だ。そして桃高の全校生徒数はざっと二千人。あのスタジオ生ライブに居合わせた人数もそれくらいだったと考えられる。

  　ということはだ。クチコミなどによって、脱兎リベンジの名は桃高生以外にも広まっている。そしてその結果、脱兎リベンジの曲を「また聴きたい」と評価してくれた人が、これだけたくさんいるのだ──。

  （～～～～～ッ！　よしっ！）

  　腹の底から湧き上がる、上限知らずの達成感。胸から止めどなく[image: ]あふれ出る充足感。脳みそを溶かしてしまうような快感──それらが血流に乗って全身をくまなく駆け巡り、兎うさぎ田だはぎゅっと拳こぶしを握り込んだ。

  　本当に、スタジオ生ライブを終えたところで諦あきらめなくてよかった。

  　やはり声なき声はあったのだ。

  　確かに後こう夜や祭さいのステージを巡る志し鷹だか先輩との戦いには敗れた。

  　けれど自分は、このクソッタレな世界に戦いを挑いどみ、そして、勝ったのだ。

  「──……兎と毛も成なり先輩は？」

  　兎田はモニターから顔を上げる。

  　するとお菊きくと乃のノの香かがどこかおどけた様子で肩をすくめた。

  「ふふ、ついさっきまではいたんだけどね」

  「アハハハハッ、この数字見た途端、ぼろっぼろ泣きながら飛び出してったよ。けどま、トモがいる場所なんて決まりきってる。きっと漫研にでも駆け込んだんじゃな～い？」

  「……ちょっと行ってきます」

  　兎田はいてもたってもいられず、そう言い残して情報研を飛び出した。

  　その直後、

  

  「「「うぇ────────いッ！」」」

  

  　三人の歓喜の鯨げい波はが背後で上がる。あの三人にしては珍しい、手放しのはしゃぎ声だ。

  　そのくすぐったいような賑にぎやかしに背中を押され、兎田は部室棟の二階へ駆け下くだる。

  　身体が軽い。胸が躍る。二階に下り立ち、左右に伸びる廊下を南側へ一直線。

  　そして突き当たりのドアを、逸はやる気持ちを抑えもせずに開け放つ。

  「兎毛成先輩ッ」

  　個展のために作業机が片付けられて、広々としている室内の中央──兎毛成が一人、震ふるえる背中をこちらに向けて立っていた。

  　兎田が声を掛けると、ピタリと兎毛成の震えは止やんで、ほんの数秒の静せい寂じやくが訪れる。

  　しかしすぐに鼻をすするのが聞こえ、兎毛成は袖そでで顔を拭ぬぐうと、一度大きく天井を仰いでからこちらを振り返った。

  

  「やあ」

  

  　そこには、いつものあの勝気な笑みがあった。もっともその、ウサギのように真っ赤に染まった目元には、大粒の涙を蓄たくわえて……。

  　だから兎うさぎ田だもまた、どんなもんですかと得意げな笑みを浮かべてみせた。

  

  「──ふふっ、冴さえないヤツのしたり顔ほど、胸にグッと来るものはほかにないね」

  

  　すると兎と毛も成なりは目め尻じりを指の背で拭いながらそう言って、てくてくと兎田に歩み寄ってくる。

  　兎田も同じく、兎毛成を迎えるように歩み寄っていく。

  　そして、

  

  「ウサ吉きち！　でかしたッ！」

  

  　──パァァン！

  

  　勝かち鬨どきのハイタッチが弾はじけ、二匹の兎うさぎの手のひらが、痛快に痺しびれ渡った。


  


   [image: ]後日談

  

  　その後の話を少しだけ。

  　兎田は以前と変わらぬ日常に戻っていた。それはつまり、相変わらずクラスにいても誰も話しかけて来ないし、それどころか嘲ちよう笑しようの的まとになったりしているということである。まぁ強しいて変化を挙あげるとしたら、千ち咲さきが兎田のことを完全に空気扱いするようになったくらいだ。

  　脱だつ兎とリベンジとしてあれだけ話題になっておいて、なぜ兎田の待遇に向上が見られないのか。それは勿もち論ろん、結局最後まで兎田が脱兎リベンジのギター＆ボーカルであることが周知されなかったからだ。

  　元々兎毛成の企画意図によって脱兎リベンジについての情報は絞られていたし、いかにもボーカルであるかのように宣伝されていた乃のノの香かは結局歌わずじまい。お姉さま方三人衆は放送部員の名義を拝はい借しやくしていたし、そもそもエントリーシートを提出した段階ではまだバンド名が未定だったため、文化祭実行委員に脱兎リベンジというバンド名を記した書類など残っていない。また兎田のその声質故ゆえ、ボーカルが男か女かでも物議を醸かもしていたりする。

  　このように、脱兎リベンジのメンバーが誰なのか把は握あくできる情報が少なく、兎田がメンバーであるという事実が公おおやけにならなかったのだ。そしてその情報の少なさが根も葉もない[image: ]うわさとデマを生み、中にはかなり真相に近い脱だつ兎とリベンジのメンバー構成や結成の背景も囁ささやかれていたりもしたのだが、その真実を覆おおい隠すほどの根も葉もない[image: ]とデマが多く流る布ふされたため、真実も真実として認知されることはなかったというわけだ。

  　なので脱兎リベンジは、彗すい星せいの如ごとく現れて姿を消した謎なぞの高校生バンドという都市伝説的な存在として語り草になっているのだった。ちなみに、この一連の騒動をもとに金かねシュロ率ひきいる放送部によって制作されたドキュメント映画がしばらくあとに行おこなわれる全国コンテストで見事優勝を飾るのだが、それはまた別のお話。

  　ともかく結局のところ、兎うさぎ田だはうだつの上がらないままであるということだ。もっとも、名を上げたいのならば「僕が脱兎リベンジのギターとボーカルやってます！」と触れて廻るなりすればいいだけの話なのだが、兎田はそうしなかった。

  　兎田に対する周囲の扱いは依然変わらないけれど、大勢の人に認められたという確かな事実があるから兎田にはそれで十分だったし、それに、〝普段は冴えない男だけれど実は物もの凄すごい能力の持ち主〟みたいなスタンスを気取ってみるのも悪くない。自分に自信を持てるようになり、この冷遇を楽しめるだけの余よ裕ゆうが出てきたから、そう思えたのだ。

  

  　ある日の放課後、兎田は漫研の部室へと足を向けてみた。文化祭を機に志し鷹だかは軽音楽部を引退したし、そのほかの部員もまた以前同様軽音楽部には寄り付かなくなったので、再び兎田は一人軽音楽部でギターを弾く毎日を送っていた。練習場所は間に合っているため漫研に行く必要はないし、そもそも漫研の主である兎と毛も成なりもまた文化祭を機にマンガを描くのをやめているはずなので、漫研には誰もいないはずだった。それでも兎田が漫研に向かったのは……まぁ小こっ恥ぱずかしながら、軽音楽部の部室で一人ギターを弾いているのが寂しく感じられ、無性に人恋しくなったから。漫研に行ってあの楽しかった日々の残り香に浸ひたってこの気持ちを紛まぎらわそうとしたのだ。あの人たちと出会う前までは一人でギターを弾いていても平気だったのに、なんともヤワになったものだ。

  　二階の廊下を南へ進み、鍵かぎが壊れている物置部屋へと入る。

  「おっお～♪　今日も僕は独りきり～♪　客入りゼロのワンマンラ～～イブ♪　イェイ♪」

  　周囲に誰もいない開放感から、兎田は適当な歌を思いつくまま口ずさむ。

  　そして物置部屋内の、ノブの壊れたドアを開ける。と、そこは漫研の部室なのだが、

  「──誰もいないはずの物置部屋から謎の歌声……いつかの悪夢の再来かと思ったよ」

  　そんないたずらめいた台詞せりふが横から飛んできた。

  　兎田は驚いて声のしたほうを振り向く。と、黒板の前、教壇の位置に置かれた作業机に一人、眼鏡めがねとカチューシャルックの兎毛成がいた。

  「壁に耳あり障しよう子じに目あり。どこで誰が見聞きしてるかわからないんだから、油断しないことだね」

  　ニヤリと兎と毛も成なりに笑われて、兎うさぎ田だはにわかに赤面。誰もいないと思っていたからこそ適当な歌を歌っていたのに、まさか兎毛成がいたとは、我われながら進歩がない。

  「で、どうしたの？」

  　なんて兎毛成は訊きいてくるが、それはこっちの台詞だ。

  「いや、なんとなく寄ってみただけで他意はないんですけど。先輩こそ文化祭を境さかいに受験勉強に専念するんじゃなかったんですか？　どうして漫研に？」

  　兎田が疑問をぶつけると、兎毛成はさらりと答えた。

  「あぁ、それやめた」

  　見れば作業机には画材が散らかっており、兎毛成の手元には原稿用紙、そして手に握るはＧペンだ。

  「えーっと、ってことはマンガ描きながら受験勉強ですか。まぁ受験は〝戦争〟なんて揶や揄ゆされてるくらいですから、息抜きは大事ですよね」

  　兎田が納得していると、兎毛成は頭を振る。

  「ううん。ちがくて、大学への進学自体やめたの。やっぱりマンガに全身全ぜん霊れいを懸かけることにことにしたんだ」

  「へ？　そうなんですか？　なんでまた急に」

  　大学受験という進路の取りやめだなんて、随分と思い切った決断をしたものだ。その意図が解げせずに兎田が尋たずねると、兎毛成はカチューシャと眼鏡めがねを外した。そしてサラサラの黒髪を手ぐしで梳すきながら、まっすぐ澄んだ目で兎田を見つめ、穏やかに笑った。

  「気づかされたからね」

  「何をですか？」

  「私の戦場はそこじゃないって。あと、今はまだ報むくわれないけど、それでも戦うことを止やめなければいつか必ず勝ち名乗りを挙げられるんだって」

  　それはいまいち要領を得ない抽象的な回答で、兎田は眉をひそめる。しかし一番の気掛かりは、その回答が要領を得なかったことではない。

  （？　どっかで聞いたことがあるような言葉だな……どこだっけ……）

  　そう、兎毛成のその台詞そのものが、兎田にはどこかで聞き覚えがある気がしたのだ。

  　しかし考えてみたところでどうしても思い出せず、

  「はぁ……」

  　と、兎田は歯切れの悪い生返事になった。それに、理由はどうあれ兎毛成が漫画家一本に懸けるというのはとても自然というか必然ですらあるように思えたので、兎田は余計な口は挟はさまなかった。するとそんな兎田に対して、兎毛成が浮かべたのは得意げな笑み。

  「だから一つ、いいお知らせがあるよ」

  「？　なんですか？」

  　今の会話のどの部分に〝だから〟が掛かっているのかはわからなかったが、兎と毛も成なりは確かに兎うさぎ田だにとっていい知らせを告げた。

  「近い将来、七なな元もとリュウがすんごいマンガを引っさげて帰ってくる」

  「え!?　ホントですか!?」

  　兎田は目を見開き、身を乗り出す。七元リュウとは兎田が敬愛する漫画家で、兎田のバンド名の元にもなった『脱だつ兎とリベンヂ』というマンガの作者だ。金かねシュロからは漫画家を諦あきらめようとしているという[image: ]うわさを聞いていたが、まさか思いとどまったのだろうか。

  　兎田が金シュロから聞いた話を交まじえつつ半信半疑の目を向けると、兎毛成は確信を以もつて断言した。

  「うん。七元リュウは確かに漫画家を辞めようとしてた。けど、もう大丈夫。正確にいつっていうのはわからないけど、必ず、近いうちに、戻ってくる」

  　その物言いからして噓うそでも冗じよう談だんでもないのだろう。このニュースには興奮せざるを得ない。

  「うわっ！　マジですか!?　超嬉うれしいです！　っていうかなんでそんなこと知ってるんですか？　あ、持ち込みに行ったときに編集部の人から直接聞いたとか!?」

  「ふっふ、それもいずれわかるよ」

  「へぇ～。いや～けどいいこと聞いたな～。七元リュウの新作か～。楽しみだなぁ～！」

  　口元のニヤニヤが止まらない。自分をここまで導いた、ある意味バイブルとも呼べる著書の作者が復帰するなんて、目の前に兎毛成さえいなければ小踊りしていたところだ。

  　一体七元リュウの身に何が起き、どういう心境の変化があって引退を思いとどまったのか。一度は心が折れた人間を立ち直らせるような出来事や、あるいは出会いでもあったのだろうか──あれこれ想像することはできるけれど、兎田にその真相を知るすべはない。が、知る必要なんてない。重要なのは、七元リュウが帰ってくるというその一点なのだから……。

  　兎田が七元リュウの次回作に思いを馳はせてワクワクしていると、兎毛成から注文が入る。

  「ねぇウサ吉きち、せっかくだから何か弾いてってよ」

  　あぁ、それはいい。この期待感と喜びは、ギターに乗せて奏かなでよう。

  「そうですね～。じゃあ、兎毛成先輩のペンの進みも捗はかどるように、アップテンポな曲でいきますか」

  　兎田は物置部屋に捨て置かれていたオンボロの機材を引っ張り出して来て繫つなぐ。

  　そして七元リュウの再起と、兎毛成が漫画家への一本道を歩み出したその門かど出でを祝し、兎田は感情の赴おもむくままにギターを爪つま弾びいた。

  　二人きりの漫研の部室に、陽気な音色が[image: ]あふれて流れる。

  

  「待っててねウサ吉。すぐに追いつくから」

  

  　その音楽に、ふと兎と毛も成なりの呟つぶやきが紛まぎれ込んだ気がした。

  　しかしよく聞き取れなかったので、演奏は止めないままで兎うさぎ田だは声を張る。

  「なんか言いましたー!?」

  　すると、兎毛成は面倒そうな顔一つせず、むしろ満面の笑みでもって、もう一度言ってくれた。

  「文化祭は終わっちゃったけど、もしよかったらこれからもここでギター弾けばって言ったの～」

  　それはこの上なく魅力的で、断る理由など何一つない申し出。

  　兎田は返事の代わりに、高らかにギターを嘶いななかせた。


  


   [image: ]あとがき

  

  　本気の本気で働きたくなくて、全身全霊を懸かけて現実逃避すること早五年、ナメくさった逃走劇もついには実を結び、今こうして作家として皆様にご挨あい拶さつできるようになりました。となると、嫌いやなことから逃げるのも突き抜けちゃえばあながち悪いことではないのかもしれません──そう自分を正当化して、これからも脱だつ兎との如ごとく逃げ続けます。それが僕のＩＫＩＺＡＭＡ。

  　というわけではじめまして。秀ひで章あきと申します。本作でデビューとなる新人です。

  　あとがきということで本当は自分語りの一つでもぶっかましたいところなのですが、いかんせんページ数に余裕がないですし、正直ペーペーの新人の身の上話なんて誰も興味ないでしょうから割かつ愛あいします。しかし万一、秀章という作家自身に興味があるという奇特な方がいらっしゃいましたら、僕のブログがありますのでそちらへ遊びにいらっしゃってください。精一杯おもてなしさせていただきます。

  

  　では、あとがきで一番書きたかった〝謝しや辞じ〟を少々。

  　じいちゃん、ばあちゃん、両親、姉ちゃんへ──こんなボンクラが身内にいたんじゃ世せ間けんの目も冷たかろうに、それでも好き勝手させてくれてありがとう。これからも好き勝手やらせていただきやす。

  　友人へ──イジるのもディスるのも程々に。褒ほめ言葉なら大歓迎。

  　〇〇ビルメンテナンスへ──一介のアルバイターに対するものとは思えない厚こう遇ぐう、心の底から感謝してます。ブートキャンプみたいなここでの生活がなければ今の僕はないと思ってます。

  　イラストを担当してくださったky（カイ）さんへ──素敵なイラストをありがとうございました。長年の夢がひとつ叶いました。次は自分のキャラが動くところが見てみたい。

  　編集を担当してくださった具ぐ志し堅けんさんへ──神じん保ぼう町ちようのカレー、ご馳ち走そう様さまでした。すごく美お味いしかったです。……って、何で食い物のお礼がいの一番に口から出てくるのでしょうか。そうじゃないですよね。拙せつ作さくにお付つき合あい頂き、ありがとうございました。これからもご迷惑を掛かけることもあるかと思いますが、何なに卒とぞよろしくお願い致します。またカレー奢おごってください。

  　そして最後に、どういう形であれこの本を手にとって下さいました読者の貴方あなた様へ、最大級の感謝をおくらせていただきます。もしも本作が貴方様の心に何かしらを残すことができたのなら、これに勝る喜びはありません。

  　いずれまた本を通してお会いできる日を楽しみにしております。それではお元気で。


  秀章

  Hideaki

  

  埼玉生まれ。HIP HOP育ち。慢性的顎関節症が友達。ペットはハリネズミ。ツンデレです。かわいいです。この子の餌代を稼ぐために小説書いてます。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  脱兎リベンジ
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